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プロローグ：メイフィールド亭の穏やかな一日







　秋あき津つ翔しよう太たは人の好よさそうな中年女性を前に、冷ひや汗あせを掻かいていた。

「うちの畑、水はけがよすぎて野菜の生育が悪くてねぇ。なにか方法はないかねぇ？」

　――そんなの俺おれだってわかりません。

　なんて言えない。

　久しぶりのトレーナーセンターのお客なのだ。

　翔太が勤め先のフィットネスクラブの階段から転げ落ちた結果、異世界に来たのは三ヶか月げつほど前のこと。

　腕うでを骨折して動けないでいる翔太を見つけ、助けてくれたカレンとアンジェリカの宿屋・メイフィールド亭ていで、トレーナーセンターの看板を掲かかげた。

　前職を生かして、泳げない子どもに水泳を教えたり、ダイエットのアドバイスをしたりしていたのだが、異世界から来たマレビトはなんでも知っているという思いこみがあるらしく、トレーナーと関係のない相談ごとが持ちこまれる。

　翔太の困こん惑わくを見て取ったのか、床ゆかにモップをかけていたアンジェリカが言った。

「ジルおばさん。ショウタだって、できることとできないことがあるよ」

　トレーナーセンターとは言うものの、仕事場はメイフィールド亭の食堂だ。今は宿屋の閑かん散さん期きで、食堂にはジルおばさんと翔太とアンジェリカの三人だけ。

　アンジェリカは、メイフィールド家の次女である。年ねん齢れいは十五歳さい。元の世界なら女子高生だが、彼かの女じよはメイフィールド亭の女店主だ。両親は不ふ慮りよの事故で死に、姉のカレンが結けつ婚こんして家を出て行ってしまったからだ。

「そうなのかい？　マレビトって物知りだから、ショウタに相談すればいい智ち恵えを授さずけてくれるんだって思っていた」

「ショウタ、アドバイスできそうなら、してやってくれよ。ジルおばさんからは、よく卵をもらうんだ」

　アンジェリカに言われ、翔太は言葉を濁にごした。

「そ、そうですね。調べておきます」

　それは日本的な意味では不可能宣言だったのだが、ジルおばさんは相好を崩くずした。

「そうか。何とかしてくれるんだね。さすがマレビトだね。頼たよりにしているよ。ありがとう。じゃあ失礼するよ」

　ジルおばさんはうれしそうにお礼を言って帰って行った。

　――どうするんだ？　俺。植物の栽さい培ばいなんてさっぱりわかんねぇよ。

　アスリートが最高のパフォーマンスができるようにアドバイスをしたり、運動とは無む縁えんのおじさんおばさんやちびっ子たちに、運動の楽しさを伝えたい。

　そう思ってトレーナーセンターの看板をあげたのだが、このところ客はさっぱり来ず、開店休業状態だ。

　――トレーナーの仕事がしてぇ……。

「ごめん。私、よけいなこと言ったのか？」

　アンジェリカが心配そうに聞いた。緑の瞳ひとみに金きん髪ぱつのショートヘア。小こ柄がらな女の子で、腕も足も細い。

　はじめてアンジェリカを見たとき、ドレスを着ていたにもかかわらず、男の子だと思ったほどだ。男言葉なので、よけいに少年っぽく見える。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。そんな顔するなよ」

　アンジェリカの頭を撫なで撫ですると、メイフィールド亭の若い女店主は、ふぁんっと甘あまい笑えみを浮うかべた。

「それ気持ちいい」

　翔太はひとりっ子なのだが、妹はこんな感じなのだろうか。アンジェリカの甘い笑え顔がおを見ていると胸の奥おくがきゅんきゅんする。

　――ああ、かわいい。すげぇかわいい。

「俺がなんとかするよ」

　翔太はきっぱりと言い切った。
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「……ってわけなんだ」

　翔太は、隣となりを走るマリーナに言った。

　マリーナは、アヴィニヨン王国の第二王女で、神しん殿でんに居住し巫女みことして働いている。奉ほう納のう舞まいのときくしゃみが出て止まらなくなるという悩なやみを翔太のアドバイスで解消して以来、ジョギング友とも達だちのようになっている。

　今日のような晴れた日の昼下がりは、街かい道どうでアンジェリカと三人で走ることが多い。

　アンジェリカは今日はカレンの婚こん家かを訪ねている。畑でたくさん取れたスピニシュのおすそわけだ。スピニシュというのは、ホウレンソウそっくりの野菜である。

　神殿の巫女は、男性と触ふれあうことはできない聖なる存在だが、走りながら雑談する程度のことは許されるそうだ。

「マレビトとマリーナ様だよ」

　ささやく声が聞こえてきた。

　農作業をする人たちが手を止めて翔太のほうを見ている。

「ハーイ！　いい天気ねーっ。お仕事がんばってねっ」

　マリーナは、走りながら彼かれらに向かって手を振ふった。

「ああ、マリーナ様は、今日も美しくていらっしゃる」

「元気いっぱいだね」

　マリーナは、陽気な性格で、国民から慕したわれている。

　高貴な身分に巫女という神秘性、腰こしまで届く長い赤あか髪がみ、人形のように整った美び貌ぼう。風をきって走る細くしなやかな肢し体たい。国民からアイドルのように愛されているお姫ひめ様さまだ。

「ショウタ、アドバイスしてあげてよ。野菜が育たないっていうのは大変なことよ」

「そんなの無理だ。俺は何でもできるわけじゃねぇ。本とかネットで調べられるんならまだしも。スマホが落ちてたら……て無理か」

　日本とアヴィニヨン王国には、時空を越こえてつながるトンネルみたいなものがあるらしく、人や物が落ちてくる。

　スマートフォンがあれば調べられるかもと思ったのだが、異世界は当然ながら圏けん外がいで、ネットが使えるわけがない。

「本ならあるわよ。神殿の捧ささげ物の中にあったわ」

　神殿には、異世界から落ちてきたものが捧げられるという。巫女はお下がりをもらえるそうで、マリーナはナイキのエアマックスを履はいている。正規品なら二万円近くする高価なランニングシューズだ。

「えっ!?　野菜の育て方の本？」

「わかんない。だって、異世界の文字、読めないもん」

「そうだよなぁ」

　アヴィニヨン王国は日本語が通じるくせに、文字や数字が違ちがう。野菜の呼び名も違っていたりする。人にん参じんは人参なのに、ホウレンソウはスピニシュだったりして混乱する。

「本、見せてくれないか？」

「いいわよ。他にもたくさんあるから、使えそうなものがあったら持っていって」

「助かるよ。ありがとう」
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「これなの」

　マリーナが木箱をどんと置いた。

「はーっ、重かったぁっ」

　人が入れそうなほどに大きい木箱に、がらくたが山のように入っている。

　漫まん画が本ぼん、テレビのリモコン、鍋なべにお箸はし、使いかけのサラダ油、雑誌、新聞、賞味期限切れのレトルトカレー、ホッチキス、スコップ。

「司祭様にも話を通してあるわ。マレビトが異世界のものを欲ほしがっているというと、あっさりＯＫが出たわ」

　壮そう麗れいな神殿の前の広場である。神聖な場所で、ゴミの山をかき混ぜるのは気が引けるが、男子禁制の神殿内に入ることはできないから、ここでがらくたをより分けるしかない。

「たくさんあるんだなー」

「これでも減ったほうなのよ。前はこういう木箱が四箱ほどあったの。でも、ソレイユ王国に贈おくったそうよ。同盟締てい結けつのプレゼントよ。ソレイユ王国はすごく喜んで、ソレイユの名産のオリーブオイルやコショウやナツメグを大量に贈ってくれたそうよ」

　アヴィニヨン王国では、香こう辛しん料りようは高価だ。金と同じぐらいの価値があると言われている。がらくたが香辛料に化けたのだから、悪い取引ではない。

「ソレイユは異世界の智恵を欲しがっているんだよな」

　ソレイユ王国とは、大陸で勢力を増している新興国だ。好戦的な国で、大陸のほとんどの国が、ソレイユ王国の属国となった。

　だがソレイユ王国は、アヴィニヨン王国には手出しをしない。

　異世界とのトンネルがあるのは大陸の中でアヴィニヨン王国だけ。

　へたに戦争を仕し掛かけて国土が荒あれると、異世界とのトンネルまでも潰つぶれてしまうのではないかと思っているらしい。

　そんなソレイユ王国にすれば、異世界から落ちてきたものは魅み力りよく的てきに見えるのだろう。

「がらくたばっかりだな。本も使えそうにないやつばっかりだし」

　翔太は木箱の中身をかき混ぜながら言った。

　電化製品はいくつかあるが、電気がなければただのオブジェだ。期待していた本は児童文学や雑誌や漫まん画がのたぐいで、役に立ちそうにもない。

「がらくたでもいいんじゃない？　異世界の不思議なもの、っていうだけで貴重みたいよ」

　携けい帯たい音楽プレイヤーを見つけた。イヤホンが胴どうのところにぐるぐると巻きつけられている。

　イヤホンを耳に入れてスイッチを押おすと、ＳＭＡＰが流れ出した。

　スイッチを押すと、録音されている曲の一覧が出た。ＳＭＡＰに嵐あらし、ＡＫＢ、乃の木ぎ坂ざか、エグザイル、Ｊソウルブラザーズ、Ｊ‐ＰＯＰだらけだ。

「何それ？」

「音楽を聴きく道具なんだ。携帯音楽プレイヤーっていうんだけど……これ、耳に入れてくれないか？」

「こうすればいいの？　……わぁっ！　何これっ。音楽が聞こえてきたわ！　異世界の魔ま法ほうね」

「魔法じゃないよ」

「でも、魔法みたいに楽しい音楽だわ！　世界でひとつだけなんて、素す敵てきな歌詞ね」

　マリーナは、ベリーダンス風の振りつけで踊おどりはじめた。

　ＳＭＡＰがよほど気にいったのか、顔が明るく輝かがやいている。リズムを捉とらえ、ステップを的確に刻み音楽を表現する様子は、さすが舞まい姫ひめと感心する。

　身体をくねらせるたびに、胸がゆさゆさと揺ゆれ、腰まで届く赤い髪が陽光をはじき、きらきらと輝く。

「ここを押すと音楽が止まって、もう一回押すと音楽が流れる。音量の調節はここのダイヤルを回すんだ」

「えっと、こう？」

「そうそう」

「ほんとだーっ。音が大きくなった。すごいすごいっ。これ、私、もらっちゃおうっ」

「うん。いいんじゃないか。電池が無くなったら最後だけど」

「電池ってこの携帯音楽プレイヤーのこと？　使うと無くなって消えてしまうの？」

「じゃなくて、うーん、なんて言ったらいいのかな。力の源？」

　翔太はテレビのリモコンの中から乾かん電でん池ちを取りだした。

「電化製品の中にはこういうのが入っていて、動かす力になってるんだ」

「動かないじゃない？」

　マリーナは不思議そうに目を見開いている。

「パンを食べないと走れないだろ。電池ってこういう道具類のパンみたいなもんだよ」

「ああ、動かないのは、パンを食べても走る気にならないってことなのね」

「そんな感じ。走るところがない、っていうのが正しいかな。これもらってもいいか？」

「ええ」

　翔太は乾電池をポケットに入れた。何かに使えるかもと思ったからだ。がらくたをあさっていく。

「……んっ？　これ……使えるかも」

「なあに？　ブニブニしているのね」

　保ほ冷れい剤ざいだ。ビニール袋ぶくろに大量に詰つめられている。

　ケーキや冷れい凍とう食品を買ったとき、保冷のために入れてもらえる小さいものが、二十個ほども入っている。

「これもらうよ」

「こんなブヨブヨの変なものが、役に立ちそうなの？」

「ああ！」

「ショウタが見たら、異世界の不思議なものの使い道がわかったり、役に立つものを選び出したりできるわけよね。ソレイユに贈る前に、ショウタにチェックしてもらったほうが良さそう。貴重なものをソレイユに渡わたすのはもったいないもの。姉上に言っておくね」

「うん。その程度のことならさせてもらうよ」

　姉上とはレイチェル王女殿でん下かのこと。アヴィニヨン王国第一王女で、王おう妃ひ陛下に次いで偉えらい人だ。

　マリーナとレイチェル王女殿下は、姉妹だけあって顔だちこそ似ているものの、雰ふん囲い気きはまったく違う。レイチェル王女殿下は、高貴さと品の良さと威い厳げんがあり、逢あう人みな頭こうべを垂れずにはいられない。

　木箱にがらくたを戻もどしていく。

「じゃあね」

　マリーナが、木箱を持って神殿に入っていく。

　まだ耳にイヤホンをつけたままなので、ステップを踏ふむような軽い足取りだ。

　翔太も自転車に乗ってメイフィールド亭に戻る。前カゴに入れた保冷剤が左右に揺れた。
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　翔太が井い戸ど縁べりで、シーツの洗せん濯たくをしていたときのことだった。

「ショウタ！」

　ジルおばさんがやってきて、いきなり翔太を抱ほう擁ようした。

「わあぁああっ」

　ふっくらしたおばさんに抱だきしめられた翔太は、驚おどろきのあまり洗せん濯たく途と中ちゆうのシーツを落としてしまった。異世界の挨あい拶さつには、いまだに慣れない。

「ありがとう！　ショウタ!!」

　両手を握にぎってぶんぶん振られる。

「ショウタが言うとおり、あの白いブヨブヨを土に混ぜてからタネを蒔まいたんだ。そしたら芽が出てきたんだよ。ショウタはすごいよ。やっぱりマレビトだけあるよ。異世界の魔法道具だね」

「魔法じゃないよ。高分子吸水ポリマーなんだ」

　マリーナからもらってきた保冷剤を、ハサミで袋を切って中身を取り出し、土に鋤すき入れてもらったのだ。

　保冷剤の中身のブヨブヨは高分子吸水ポリマーだ。保水効果が高いから、水はけが良すぎる土地の改良にいいはずだと考えたのだが、試ためしたわけではないから不安だった。

「でも、私には魔法みたいに思えるよ。すごいよ」

　元の世界で翔太が勤めていたフィットネスクラブでは、マシントレーニングルームのカウンターに小型の冷蔵庫が置いてあり、会員に売るためのアイソトニックドリンクやミネラルウォーターと一いつ緒しよに、保冷剤が十個ほど入れてある。

　会員が捻ねん挫ざなどの怪け我がをしたとき、応急処置として患かん部ぶを冷やすためだ。

　年末の大おお掃そう除じのときに保冷剤を新しいものに入いれ替かえる。古い保冷剤は捨てるのではなく、中身を観葉植物の鉢はちに入れる。

　昔は花屋から観葉植物をレンタルしていたそうだが、経費削さく減げんでレンタルをやめて、観葉植物の世話もトレーナーの仕事になった。

　水やりの手間を省こうとした先せん輩ぱいがネットで調べて観葉植物の鉢に保冷剤の中身を入れるようになった。保冷剤を土代わりにすると、水やりの頻ひん度どが少なくてすむからだ。

　観葉植物が育つなら、野菜も育つのではないかという思いつきだったのだが、思い通りの結果が出てホッとする。

「ショウタはすごいねぇ」

「お役に立ててよかったよ。でも、ジルおばさん、俺は、運動や痩そう身しんや身体を使うことのアドバイスの方が得意だから、次は運動の相談をしてくれないか」

「そうか。身体を使うことで助けを求めてる子がいるから紹しよう介かいするよ。その子は私の遠とお縁えんで、農作業の手伝いをしてくれてるんだけど、師し匠しようが辞やめてしまって困ってるそうなんだ」

「名前教えてくれないか？」

「ジルだよ」

「おばさんの名前は知ってるけど、その師匠を探しているっていう子」

「イゾルデだよ。半人前の魔ま法ほう使つかいなんだ」

「俺にアドバイスできるかな？」

　魔法なんて見当もつかない。どうすれば魔法のトレーニングができるのだろう。

「できるんじゃないか。魔ま力りよくっていうのはデュナミスって言うんだけど、お腹なかの力なんだそうだ。呪じゆ文もんでお腹のデュナミスを引き出して、魔法の杖つえで方向性を指し示すそうなんだ。なんかね、イゾルデはすごい力を秘ひめてるらしいんだけど、師匠についてがんばって修しゆ行ぎようしても、うまく力が出ないそうだ」

「それならできるよ」

　魔法がお腹の力なら、腹筋を鍛きたえることで解決できそうだ。

　現げん役えき時代、故障で結果を出せなかったせいもあり、がんばっても結果の出ないアスリートの手助けをして、背中を押す役割をしたいという思いがある。

「よかった。正直、イゾルデはあんまり農作業の手伝いに向いてないみたいでさ。でも一生懸命してくれてるのに断るのもわるくてね。魔法で活かつ躍やくできたらいいと思っていたんだよー。……これ、お礼だよーっ」

　ジルおばさんがカゴを渡してくれた。卵が五つほど入っている。

　冷蔵庫はないから、早く食べなくてはならない。今晩は卵料理だ。

「ありがとう。アンジェリカが喜ぶよ」

「アンジェリカとは仲がいいのかい？」

「うん。妹ってこんな感じなのかなって思ってるんだ」

「結婚すればいいのに」

　ジルおばさんの爆ばく弾だん発言に、翔太はあわてた。何と言っていいのかわからずとまどっていると、すっとんきょうな声が背後から響ひびいた。

「けけけ結婚っ!?」

　アンジェリカが顔を真っ赤にして立っていた。

「ああああ、ありえないっ！　ショウタはお兄さんみたいな人なんだよっ。……ってシーツ干そうと思って取りに来たのに、よよよ汚よごれてるじゃないかぁっ」

　そうだった。ジルおばさんに抱きつかれて、洗濯途中のシーツを落としてしまったのだ。

「わっ。ごめんっ。洗濯しなおすよ」

　あわてて洗濯用のたらいを引き寄せて、地面に落ちたシーツをたらいに突つっこんだところ、アンジェリカが洗濯用のたらいに足を引っかけて転んだ。たらいが盛大にひっくり返り、シーツが宙を飛び、水しぶきがあがった。

「やだぁ、冷たいっ」

「わぁあっ、大だい丈じよう夫ぶかっ」

　アンジェリカを助け起こそうとして、翔太も転んでしまった。ぬかるんだ土に足を取られたのだ。水と土と洗せん濯たく物ものにまみれてしまう。ふたりして水遊びしたみたいだ。

「あははっ」

　アンジェリカが笑った。

「ははは」

　翔太も笑った。

「仲よさそうでよかったねぇ。じゃあこれで失礼するよ。カゴはあとで返しておくれな」

　この大おお騒さわぎの原因を作ったジルおばさんは、ほほえましそうに目を細め、笑いながら帰って行った。







トレーニングその１：自転車と稲妻







「がらくたばっかりですね」

　翔しよう太たは木箱の中身を引っ張り出しながら言った。

　箱の中身は神殿のものと大差ない。

　芯しんのないシャープペンシルにティッシュの箱、本にケータイストラップ。ガムテープ。カレーのルー。クッキーの空あき缶かん。贈ぞう答とう品ひんの箱入りバスタオル。

　アイロンにドライヤーなど電化製品も散見されるが、電気のない異世界ではただのゴミだ。電化製品からは電池だけを抜ぬいていく。

　ここは王宮の大広間、王妃がゆったりと玉座に腰こし掛かけ、その横には文官長のセバスチャンとふたりの近この衛え騎き士しが侍はべっている。

　ドレス姿のレイチェル王女殿下が、木箱を珍めずらしそうに覗のぞきこんでいる。

　レイチェルは、前に逢ったときよりも美しさと高貴さが増しているようだ。髪かみからいい匂においが漂ただよってくる。
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　中ちゆう腰ごしになっているので、ふっくらと盛りあがった胸が強調されて目の毒だ。なんでお姫様のドレスというのは、胸の谷間が見えるデザインなのだろう。

「それはよかったわ。がらくたばっかりにしたいのよ。ソレイユに贈おくるのですから」

　王妃が言うと、セバスチャンが同意した。

「王妃陛下のおっしゃる通りです。異世界の武器や貴重品をソレイユに贈るわけにはいきませんからの」

　セバスチャンは文官長で、レイチェルの育ての親でもある。人がよさそうな雰囲気は、生来のものだろう。

「異世界から落ちてきたものは、拾った人が自分のものにできるの。役に立ちそうなものはみんな自分で使うから、わざわざ王宮に持って来たり神殿にお供えしたりするのは、どう使っていいかわからないものになるのよ」

　レイチェルが言った。

「なるほど、それで衣類とかが少ないんですね」

「でも、がらくたがソレイユの名産品に変わるのだから、悪い取引ではないわね」

　王妃が言うと、セバスチャンがため息をついた。

「ソレイユがこんなもので満足してくれるといいんですがのぅ……。ソレイユは何をするかわからない国です。同盟を結んだところで安心はできませぬ」

　ソレイユは、戦争をせずにアヴィニヨン王国を併へい呑どんする方法を模も索さくしている。レイチェル王女殿下の双ふた子ごの弟が事故死したのも、ソレイユのしわざらしいという。

　ソレイユの王子を養子に差し出すから、王位継けい承しよう者しやとして育ててくれという申しこみがあったときは、断るのに苦労したとも聞く。

　同盟に持ちこみ、異世界の不思議な物をソレイユに贈ぞう答とうすることで、表面上は友好を保つことに成功したが、ソレイユは信用できないというのが文官長であるセバスチャンの見立てだった。

「ショウタ、欲しいものがあったら、持って帰っていいのよ」

　王妃が言った。

「はい。ありがとうございます」

　新品のタオルとか、使えそうなものをよりわけておく。

　年代もののＣＤラジカセを見つけ出し、木箱の中から引っ張り出す。

　カセットテープが入ったままになっている。カセットテープというのは、昔に使われていた、録音したり再生したりすることができる媒ばい体たいだ。

「なつかしいな」

　体育の専門学校に通っていたとき、エアロビクスのコーチがカセットテープを使っていた。

　再生速度ピツチを変えられるので、いまだにカセットテープを愛用しているダンスインストラクターは多い。参加者のレベルに合わせて、柔じゆう軟なんにリズムを変えることができるからだ。

　ボタンを押すと、カセットテープを差しこむところがぱかっと開いた。中に入っているカセットテープを取り出す。

　ラベルには、下手な手書きでユーロビート＆八十年代ディスコヒットメドレーと書かれている。カセットを戻してスイッチを押すが音は鳴らない。電池を交こう換かんしてからもういちどスイッチを押すと、マイケル・ジャクソンの「スリラー」が流れ出した。

「すごいわ！　何これ？　異世界の音楽」

「不思議ね。音が出るのね」

「はい。ラジカセと言います」

　デジタルオーディオプレイヤーだと、イヤホンで聴くことを前提にしているからスピーカーを別につけなくてはいけないが、ラジカセはスピーカー内蔵だ。しかも電池で動く。年代物だが、これひとつで完結しているラジカセは、電気のない異世界では貴重品だ。

「楽しい曲ね。踊り出したくなるわ」

　美しく品の良いレイチェル王女殿下が、マリーナと同じことを言ったことに笑ってしまう。

　――さすが姉妹だなー。

「これ、もらってもいいですか？」

「よくてよ。それはショウタの思い出の曲なの？　なつかしそうな顔をしてるわ」

「えっと……そうですね。はい！　仕事場の、思い出の曲です」

　平成生まれの翔太にとって、一九八〇年代に流行したというユーロビートは、リアルタイムで聴いたものではない。

　だが、フィットネスクラブは、会員に高こう齢れい者しやが多いために、昔の曲を使うことが多い。

　とくにユーロビートはリズムが取りやすく変へん拍びよう子しが少ないこともあり、スタジオプログラムの定番曲になっている。

「そう。ショウタは異世界で、運動クラブに勤めていたって言っていたわね。勤め先の音楽なのね」

　王妃に言われた瞬しゆん間かん、擬ぎ似じ的てきな汗と鉄の匂いがした。

　マシントレーニングルームのフリーウエイトの鉄と、会員の汗の香かおり。

　翔太は正社員のトレーナーだったが、スタッフレッスンでボディシェイプボクシング（ボクシングや空手やカンフーの動きを取り入れた運動プログラム）のインストラクターをしていたこともあり、なつかしい仕事の曲だ。

「はい。こういう曲をかけて、みんなで運動するんです」

　フィットネスクラブのスタジオレッスンには、フリーのインストラクターが行うレッスンと、トレーナーとして就職した社員がインストラクターをするスタッフレッスンがある。

　会社側としては、フリーインストラクターに一回五千円を払はらうより、月給制の社員にスタッフレッスンをさせるほうが経費がかからないので、いきおいスタッフレッスンが多くなる。

　とくに翔太のような、体育の専門学校を卒業した若い男性トレーナーは、スタッフレッスンをまかされる場合が多い。

　専門学校側が現在のフィットネスクラブの要よう請せいに応じて、エアロビクスなどのスタジオレッスンを、授業内容に入れているからだ。

「ショウタも運動するの？」

「はい。俺が前に出て曲に合わせて動くと、参加者の皆みなさんも同じように動くんです」

　体力のそれほどいらないマシントレーニングのカウンター業務も、四十五分間声を出しっぱなし、動きっぱなしのスタッフレッスンも、月給は変わらない。不満を訴うつたえるトレーナーもいるが、翔太は前向きに考えるようにしていた。

　フリーインストラクターは、フィットネスクラブと業務請うけ負おい契けい約やくを結んでレッスンを提供するため、事故が起こったときも労災の対象外になる。休むときは、自分で代行をたてる。代理のインストラクターを自分で頼み、自分でお金を払うのだ。

　しかも、三十万円ぐらいする養成コースの研修費用を自分で負担するばかりか、音楽ＣＤや各種保険も自分持ちだ。

　スタジオレッスン用に編集された音楽ＣＤは、演奏権や複製権などの著作権許きよ諾だくが付加されているため、びっくりするほど値段が高い。

　翔太は社員なので、こうした費用は会社持ちだ。年間三十万円よけいにもらっているのだと思えばいい。なにより自分自身のトレーニングにもなる。

「体力のいる仕事なのね？」

「はい。ですが、楽しいですよ。みなさん、笑顔になりますよ。スッキリしたって言ってくださいます」

　運動を楽しんでもらえることは、トレーナーの本ほん懐かいだ。

　ボディシェイプボクシングは、蹴けったり突いたりする動きが多く爽そう快かい感があるから、みんな楽しそうにレッスンを受けてくれる。それが翔太にはうれしい。

「最近肩かたこりがひどいのだけど、運動したら治るかしら？」

「政務のあとですか？」

「いいえ、起きたときがいちばんひどいわね」

　デスクワークで肩がこるなら、姿勢の悪さによるものだからほぐす運動が有効だ。だが、寝ね起おきがいちばんひどいなら、寝ねているときの姿勢のせいだ。

「それは枕まくらが原因です」

　王妃とはじめて対面したとき、気力をなくしてベッドに伏ふせっていた。王妃がふわふわの羽根枕を使っているのを見て、肩こりを起こしそうだなと思っていたのだ。

「陛下は羽根枕を使っていらっしゃいますよね。柔やわらかすぎる枕は頭が沈しずむため、顎あごがあがって首が反そります。首から肩にかけての筋肉が緊きん張ちようするんです。それが肩こりの原因です。枕を高くすればいいんですが……えっとそうだな。これ使いましょう」

　翔太は、贈答用の箱の中からバスタオルを取り出した。枕状に折り曲げて、もういちどナイロン袋に入れ、ガムテープで留とめる。

「これを枕の下に入れてください」

　ようは枕が高くなればいいのだから、これで肩こりは改善されるはずだ。

「ありがとう。ショウタ、さっそく使ってみるわ」

　王妃が目で合図をすると、ちょうどお茶を持って来たメイドのドロシーが枕を受け取った。

「かしこまりました。お預かり致いたします。……お茶の用意ができております」

「ありがとう。セバスチャン、ショウタ、同席を許します」

「光栄です」

　テーブルにつくと、ドロシーが鍛えられた仕草でお茶を淹いれてくれた。

　ティサービスは、茶さ道どうのように作法がある。

　上級メイドのドロシーが、流れるような手つきでお茶を淹れる様子は、素人しろうと目めにも見事だった。

「ミルクはどうなさいますか？」

「入れてください」

　王妃と王女がお茶を飲むのを見て取って、翔太もカップに手を伸のばす。

「ショウタ、今は忙いそがしいの？」

「いいえ。宿屋は閑散期ですし、トレーナーの仕事もあんまりなくて……。マリーナさんとアンジェリカと三人で、毎日街道を走っています」

　ミルク入りの紅茶のやさしい味に、焼きたてのクッキーがほろほろと口の中で溶とける。

　豪ごう華かな王宮の一室で、美しい王妃と、麗うるわしの王女、それに文官長と談だん笑しようしながら飲むお茶は、特別な味がした。

「だったら、我わが国くにの兵の教練の教官をしてもらえないかしら？　軍備増強したいのよ」

「ショウタが教官をすれば、兵たちを強くすることができそうだって、母上やセバスチャンと話していたの」

　王妃とレイチェル王女殿下が言った。

「ありがとうございます。ですが……」

　翔太は言葉を濁にごした。王妃や王女の頼たのみを断るのは、気が引けたからだ。

「ですが……何なの？」

「遠えん慮りよさせてください」

「ショウタは、人殺しの手伝いがいやなのね？」

　翔太は沈ちん黙もくした。それもあるが、それだけではない。だが、説明すると長くなる。

「軍備増強すると、どういうことが起こると思う？」

　優ゆう雅がな仕草でお茶を飲みながら王妃が聞いた。

「戦争が起こるんですよね？」

「逆ですじゃ」

「平和になるのよ」

「セバスチャンとレイチェルの言うとおりなの。兵を強くすることは、我が国を安全にさせるのよ」

　軍隊を強くすることが、平和につながる？　意味がわからない。首をひねる翔太を見て取って、文官長のセバスチャンが説明をはじめた。

「戦争の準備を整え、いつでも戦争できるぞ、と用意しておくと、この国に戦争を仕掛けたら痛い目に遭あいそうだから、戦争を仕掛けるのはやめようと先方は考えるんですじゃ」

「ああ、なるほど。専守防衛ですね」

　専守防衛とは、自分から攻こう撃げきを仕掛けるのではなく、他から攻撃を受けたときに初めて、自国を守るためにのみ武力を用いること。

　日本の自衛隊も、専守防衛の考え方に基もとづいていると聞いたことがある。

「そうよ。強い軍隊は、戦争抑よく止し力りよくになるの」

　王妃はクッキーを食べながらにっこり笑った。

　王妃は、ふくよかな外見とふんわりした笑顔のおかげでいかにも優やさしそうに見えるのだが、やはり国を治める人だけあって、翔太とは見ているところが違う。

「ソレイユは、異世界のものはすごいって思ってるのよ。ショウタが教官をしたら、ソレイユは怖こわがって攻めてこなくなるわ」

「平和のために、軍事教練の教官をしてもらえませんかのう？」

　魅力的な誘さそいだった。

　トレーナーセンターに客が来ず開店休業状態で、翔太は仕事を探している。

　だが、軍事教練の教官は翔太のやりたいことではないし、今の教官の職をうばうことになる。翔太は部外者だ。軍事教練は、部外者がしゃしゃり出ていいものではない。メイフィールド亭ていの仕事もある。

「お断りします。すみません」

　翔太はきっぱりと断った。日本人的なあいまいな断り方はよくないと判断したからだ。

「理由を聞かせて」

「俺おれは、ちびっこに水泳を教えたり、運動が苦手な人や運動しない人達たちに運動って楽しいよ、って知らせたり、がんばってダイエットしているけど痩やせない人のトレーニングメニューを組んだり、競技で結果を出したいけど成績が出ない選手の手助けをしたいんです」

　ここはいいところだ。

　人は親切だし、料理は美味おいしいし、毎日が楽しい。時間がゆっくり過ぎていく。

　この楽しさをずっと味わっていたい。

　庶しよ民みんの中で暮らして、翔太の持っている力で、みんなに貢こう献けんしたかった。

　それにアンジェリカと一緒にいて、メイフィルード亭の仕事をしたい。

　翔太がいなくなると、アンジェリカがひとりになってしまう。

「そう。そうなの。残念ね」

　王妃は嘆たん息そくした。

「でも、母上、ショウタらしいわ。……ショウタ、お仕事、がんばってね」

「ありがとうございます」

　――その仕事がないんだけどな……。

　翔太は心の中でだけ続けた。

「そうねぇ。セバスチャン、では、例のことを実行に移してちょうだいな」

「はっ。さっそく協議にはいりましょう。失礼を」

　セバスチャンは、お茶を飲み干すと、王妃に目礼して歩き去って行った。人の好よい中年のおじさんという雰囲気のセバスチャンの横顔が、一いつ瞬しゆんで厳しくなり、役人の顔になった。

「セバスチャンに任せておくと安心だわ。我が国の文官が優ゆう秀しゆうなのは、セバスチャンの教育のおかげだもの」

「文官長っていうのは、文官の先生なんですね」

「それだけじゃなくて、国を動かしているのよ」

「国を動かしているのは、陛下や殿下ではありませんか？」

「私は国王代行だけど、私はひとりでは何もできないの。私は国民を幸せにする政治をしたいと思っているけど、国民の全すべてを幸せにすることは難しいわ」

「あちらを立てると、こちらが立たずというのがあるのよ」

　レイチェル王女殿下が言った。

「政策を考え、私の決裁を取って、政策を実行し、国民の矢やお面もてに立つのは文官なの。国民は、私たち王族には敬意を払うけど、文官には不満をぶつけますからね」

　王宮の文官というのは、国家公務員キャリア組だ。王族の手助けをし、国を支える。

　――ストレスの多そうな仕事だな。

　セバスチャンは頭頂部の髪が薄うすいが、髪も抜けるわけだと思ってしまう。

「例のこと、っていうのは新しい政策なのですか？」

「月下一闘とう技ぎ会よ」





☆






「月下一闘技会かぁ……」

　立て看板の前にひとだかりができていた。

　街かい道どう沿いの広場である。

　今日は市場が立つ日で、等とう間かん隔かくに屋台が並び、野菜や卵、肉や魚、つるで編んだカゴや、木を削けずって作ったスプーン、薬草を乾かわかして作った薬などを売っている。

　現世から落ちてきた使えそうなものを売っている屋台もある。

　メイフィールド亭も屋台を出していた。売り物は、宿しゆく泊はく客きやくが持ってくる大陸の珍しいものと、野菜畑で取れたスピニシュ（ホウレンソウ）や人にん参じんなど。

　それに、塩と砂糖とオレンジの搾しぼり汁じるで味付けをした手作りのアイソトニックドリンクを、異世界ドリンクと命名して売っている。

　翔太は屋台の内側で、アンジェリカと一緒に店番しながら、立て看板を取り囲む人たちを見物していた。

「魔法でも剣けんでも槍やりでも、徒手格かく闘とう術でも、何でもいいって書いてある。老ろう若にやく男なん女によ問わないそうだ」

「優秀な者は従じゆう騎き士しに叙じよ勲くんし、王宮に勤めることができる……」

　文字の読める男が、立て看板の内容を読みあげると、周囲の人間にどよめきが走った。

「従騎士って、貴族になれるってことなのか!?」

「そ、そういうことだよな」

「従騎士に叙勲されると、貴族年金が出るし、老後は安心だな。ワシも今から剣の修行をしてみようか。十年ぐらい修行したら強くなるかもしれん」

「あはは、じいさん、それは間に合わなそうだな」

　男たちが声こわ高だかに話す内容を聞きながら、アンジェリカが翔太に耳打ちする。

「トレーナーセンターに客がいっぱいくるかも。剣けん士しになりたいので教えてくれ。闘技会で勝ちたいからって」

「そうだといいな」

「ショウタは剣を教えることもできるのか？」

「俺は剣はできないよ。でも、試合で勝つためのトレーニング指導はできるよ」

「だったらいっそ、ショウタがエントリーすればいいのに」

「俺が王宮勤めになっていいのか？　メイフィールド亭の仕事や畑作業ができなくなるよ」

「あ、ほんとだ！　ショウタはエントリーしちゃダメだっ。お別れなんてダメなんだからっ」

　すがる瞳ひとみで見上げられて、胸の奥おくが甘あまく疼うずく。

「しないよ。安心してくれ」

　立て看板を見つめている男たちの話す声が聞こえてくる。

「優秀な者は、身分にかかわらず、取り立てるってことだよな？」

「うん。すげぇな。さすが王妃様だ」





☆






「優秀な人を、身分にかかわらず取り立てたいの」

　紅茶を優雅な手つきで飲みながら、王妃が言った。

　レイチェルが言う。

「文官は実力主義で、庶民でも貴族でも、官かん吏り登用試験で文官になれるの」

「官吏登用試験は、ものすごく難しい試験なの。試験に受かっても、官吏養成所を卒業しなきゃ文官になれないのよ」

　古代中国の科挙のような試験だろうか。

　アヴィニヨン王国は文官が優秀で、王が不在でも内政は回ると王女から聞いたことがある。なるほどそういう理由があったのだ。

「だけど、武官のほうはそうじゃないの。貴族の子し弟ていばかりで、庶民が騎士になることは制度上できないわ」

「我が国の兵は練度が高いのだけど、この先、ソレイユがどう出るかわからないもの」

「異世界のがらくたをプレゼントするだけで満足してくれて、このまま友好関係を続けることができたらいいけど、そうじゃないかもしれないから」

　王妃とレイチェルが交こう互ごに言う。

　レイチェルはいったん言葉を切ると、翔太の顔を見て言った。

「ショウタ、もしもあなたさえよかったら、王宮で働いて欲ほしいのよ」

　レイチェルの紫むらさきの瞳が、翔太をまっすぐに見つめてくる。濡ぬれたように輝かがやく宝石の瞳を見ていると、胸が高鳴った。

　肩を覆おおう豪華な金きん髪ぱつ、にじみ出る品の良さとしとやかさ。絶世の美女とは、こういう人のことを言うのだろう。

　はじめて見たときから綺き麗れいな人だと思っていたが、最近は美しさに磨みがきがかかっている。内側から光ひかり輝かがやくような美び貌ぼうだ。

「俺は、軍事教練の教官はできません。ですが、殿下がお困りになったとき、俺は全力であなたを助けます」

　レイチェルは頬ほおをピンクに染めて下を向き、王おう妃ひが軽口を言う。

「まっ。すばらしい騎き士し道どう精神だこと。従騎士に取り立てたいわね」

　なんとも言えない照れくさい空気が立ちこめた。

「闘技会って、夜に開かい催さいするんですか？」

「いいえ。昼間よ。昼に開催して、日が暮れるまでに終わるわ。どうして？」

「月下一って」

「我が国は、月の神ラリュヌ様のご加護をいただいている国ですからね」

「じゃあ、神しん殿でんでするんですか？」

「いいえ、王宮の中庭でします。従騎士に叙勲するには、王族の姫ひめである私が剣を授さずける儀ぎ式しきをしなくてはなりませんから」





☆






　月下一闘技会開催を告げる立て看板を囲んで、庶民がわいわい騒さわいでいる。

「投とう擲てき武器、投とう擲てき魔ま法ほうの使用は禁止とする。ただし電でん撃げき魔ま法ほうは例外とする。投擲武器って弓とか投げナイフのことだよな。投擲魔法って何のことだ？」

「空気を扱あつかう魔法があって、空気をカタマリにしてぶつけるんだよ」

「電撃魔法も雷かみなりをぶつけるじゃないか？」

「あれは遠くまで飛ばないし、ビリビリするだけで危険はないよ」

「王宮の中庭でやるし観客も入れるから、観客や王族に当たったらヤバイってことだろ」

「ってことは天覧試合だよな」

「王妃陛下と、アンドリュー王子とレイチェル王女と、三人が見てくださるんだ」

「アンドリュー王子は無理だろ。ご病気で臥ふせっておられるそうだよ」

「すげぇ。レイチェル王女殿でん下かが、俺たちの戦いを見てくださるんだ」

「それどころか、優勝者にはレイチェル様が、剣を授けてくださるんだ」

「優勝者とは限らないだろ。優秀な者って書いてある。何人か選ばれるんじゃね？」

「あの美しいプリンセスが、直接お声をかけてくださるなんて、ゾクゾクするよなぁ」

「そりゃあすごいな。あの王女殿下だったら、刺さされてもいいよな」

　翔太はアンジェリカにそっと聞いた。

「剣を授ける儀式って、どんなことをするんだ？　刺されてもいいとか、どういう意味なんだ？」

　人の注目が立て看板に行っているせいで、屋台に客はぜんぜん来ない。野菜が売れ残ることは明白で、こんな調子だと当分ホウレンソウ料理が続くことだろう。

「叙勲の式は、みんなの前でやるんだ。従騎士になる人が、お姫ひめ様さまの前に膝ひざをついて座すわって、立っているお姫様が、『王家に忠誠を誓ちかえ』って言いながら、剣の切っ先を首に当てるんだ」

「そんなことしたら怪我するだろ？　あっ、木刀っていうか、模造刀なのか？」

「本物の剣だよ。首に当てるっていうか、肩に置くんだけど、お姫様に代表される王族、ひいてはこの国と国民を、命をかけて守りますって意味なんだ。『誓います』って言うと、お姫様がその剣を鞘さやに入れて渡わたすんだ」

「命を捧ささげるのか……ブラック企き業ぎようだな……」

　翔太は仕事が好きだし、会員さんたちも大事に思っている。

　スイミングのレッスンでちびっこが溺おぼれたら、命を懸かけて助けるだろう。翔太がこの世界に転生したのだって、階段から落ちかけた会員さんを助けようとして自分が落ちてしまったからだ。

　だが、勤め先の社長に命を捧げようとは思わない。

　――でも、あの王女殿下なら、捧げたくなる気持ちはわかるな。

　レイチェル王女殿下は、カリスマを感じさせる女性だ。逢あう者みな、殿下に好意を抱いだく。

「んっ？」

「なんでもない。ひとりごとだ」

　現代人の翔太には驚おどろきだが、男たちは王女から剣を授けられると聞いてうれしそうだ。

　美しいお姫様のために自己犠ぎ牲せいを払うというのは、彼かれらの琴きん線せんに触ふれる何かがあるのだろう。

「でも、闘技会は、老ろう若にやく男なん女によ誰だれでも参加できるんだろ？　ってことは、女の人が勝つ可能性もあるんだろ？」

「従騎士は女でもなれるけど、トーナメントで女の人が勝かち抜くのは難しいんじゃないかな。同じ条件で戦えば、やっぱり男が勝つよ」

「でも、そうだな、たとえば魔法使いなら、闘技会を勝ち抜くかもしれないじゃないか？」

「それはないよ。魔法はカネがかかるし、すでにあるものをちょっとよくする程度の力しか出ないんだ。それに、こういう闘技会で勝つのは、剣士とか槍使いだよ」

「トレーナーセンターに客は……来ないかもしれないなぁ……剣とか槍とか教えるわけじゃないし」

　立て看板を見ている男たちの後ろで、緋ひ色いろの服を着た娘むすめが掲けい示じ物ぶつを眺ながめていた。

「魔ま法ほう使つかいがいるね」

　アンジェリカがささやいた。

　黒の模様の入ったローズレッドの赤い魔法服に先せん端たんの折れた深しん紅くの魔ま女じよ帽ぼう。ピンク色に透きとおる髪に白い肌はだ。ひとめみて魔法使いとわかる。

「なんで魔法使いって、赤ずくめなんだ？」

「赤は魔ま力りよくを高める効果があるんだって。魔法使いですよーって知らせる意味もあるんだと思う」

　彼かの女じよは踵きびすを返すと、メイフィールド亭の屋台の前を通り過ぎて行った。

　帽ぼう子しの鍔つばに隠かくれて顔は見えなかったが、彼女がつぶやいた声が聞こえてきた。

「王族って趣しゆ味み悪いわね。庶民に戦わせて高みの見物なんて」

　翔太とアンジェリカは、顔を見合わせた。

　――聞こえたか？

　――うん。聞いた。ひどいこと言うね。びっくりした。

　――そういう考え方もあるんだな。

　――不敬だよ。私たちは王族を尊敬してる。そんなこと考える人間、我が国の国民にはほとんどいないはずだよ。

　ふたりしてひそひそと話す。

　王族は敬けい慕ぼされている。マリーナはアイドルのような扱いを受けているし、王妃様もレイチェル王女殿下も国民に愛されている。

　魔法使いの言葉には驚いてしまったが、そういうものかもしれないと思い直す。

　アヴィニヨン王国六千人全員が同じ考えをしているなんてありえないからだ。

　翔太は、おかしくなった空気を振ふり払うようにして言った。

「そうだ。アンジェリカ、前に自転車の乗り方、教えてほしいって言ってたな。教えてやるよ。客もいないしな」

「わぁっ。うれしい！」





☆






「両足で地面を蹴って、バランスを取って」

　翔太はアンジェリカの自転車の練習につきあっていた。

　メイフィールド亭の前の広場である。

　馬や馬車で来る客のために、玄げん関かん前まえの空き地が広く取ってある。

　舗ほ装そうされた道ではないので、自転車のハンドルが取られて、初心者には大変そうだ。

　だが、街道も路面の状態は似たようなものだし、街道は馬車や馬が通るので、自転車の練習をするのは危険だ。ベストではないが、ベターな場所だ。

「こうかな？」

　アンジェリカは長い手足をしてるし、運動神経もいい。なのに、なかなか自転車に乗れない。

　翔太は運動を教えることにかけてはプロなのだが、アンジェリカは自転車を乗りこなすために必要な思い切りがないのである。

「うぅっ、こ、怖いよぉ……っ」

「そうそう。上手だよ。アンジェリカはバランス感覚が優すぐれているんだな。勇気を出して足をペダルに乗せてみようか」

　翔太はかなり無理をしてアンジェリカを褒ほめた。

　入社のさいのトレーナー研修で覚えたとおり、プラスのストローク（働きかけ）をして、マイナスのストロークは口に出ださない。

「ええーっ。そんなの怖いよ。足が地面から離はなれると転んでしまうよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。勇気を出してやってみよう。無理そうだったら足をつけばいいんだから」

　アンジェリカはきゅっと目を閉じると、身体をグッと硬かたくして、両足をペダルに乗せた。グッと力を入れてペダルを漕こぐ。

　翔太はあわてた。

「わぁっ。アンジェリカ、目を閉じちゃだめだ。まっすぐ前を見てくれぇっ」

　自転車が右に左にとよろめく。

「だって怖いんだよぉっ。わぁあああっ」

　アンジェリカは悲鳴をあげながらも、よろよろとペダルを漕ぎ、自転車を走らせている。

　あわてて追いかけたとき、街道を曲がってやってきた赤い帽子の娘と自転車がぶつかりそうになった。

　ルビーの瞳、ピンク色の髪。緋色と黒の魔法服、先端の折れた三角帽子は鮮あざやかなレッド。赤ずくめの彼女は、ファンタジー世界の魔法使いそのものだ。

「きゃああっ」

「わぁっ。ブレーキ！　アンジェリカ、ぶつかるっ」

　魔ま女じよ帽ぼう子しの娘は、キッと厳しい表情を浮うかべると、杖つえの先端をアンジェリカへと向けた。

　――どこから杖を出したんだ？　魔法みたいだ……って魔法使いか。

「稲いな妻ずまのデュナミスよ。私のお腹なかより出いでて空中を飛んであの女を貫つらぬけ!!　エクレール・デュナミス！」

　ありえないことが起こった。

　杖の先に紫むらさき色いろに輝く光のカケラが集まったと思う間もなく、縒より合わさった一いち条じようの線となり、杖の先から放たれたのである。

　空気を震ふるわせながら、光線はまっすぐに飛ぶ。

　――って、魔法かよ!?　これは魔法の杖なのか。稲妻の魔法。電撃魔法か？　はじめて見た。

　この世界では魔法はドーピングのように使われている。すでにあるものを、さらに効果を強くする程度しか効かない。

　魔ま法ほう治ち療りようにしても、怪け我がが早く癒いえるが、本人に治りたいという気持ちがないとだめだという。

　大枚のディナールが必要になるそうで、費用対効果の悪いものだと聞く。なのに、この小こ柄がらな娘は、魔法の杖をふるって魔法をかけようとしている。

　杖の先から出た紫色の光線がまっすぐに伸びるところは幻げん想そう的てきで美しく、まるでレーザー光線かＣＧのようだった。

「わぁああああぁぁっ」

　突とつ然ぜん現れた魔法使いに驚いたアンジェリカは見事に転び、自転車ごと横よこ倒だおしになった。

「痛いぃーっ。痛いよぉっ。やだぁっ、血がでてるぅっ」

　翔太は、自転車の下した敷じきになってもがいているアンジェリカの前に走りこみ、両手を広げて仁に王おう立だちをした。

　魔法使い少女が杖の先端から放った紫色のレーザー光線は、まっすぐに伸びて翔太の全身を貫いた。衝しよう撃げきがきて、全身にビリビリと痺しびれが走る。

「あああいいいいうううううううううええええおおお」

　図はからずも五十音のうめき声を放ちながら、翔太は電撃魔法に震えていた。

　身体全体がビリビリと痺れた。脳のう味み噌そが沸ふつ騰とうしそうだ。痺れたあげくの不ふ随ずい意い運動で、手や足がビクンビクン震えている。髪かみが逆立ち、服だの肌だのが放電してぴかぴかしている。

　冬の乾かん燥そうした日にドアノブを触さわると、静電気でビリッと来るときがあるが、それをもっと強くした感じだ。

「きゃああああっ。ごめんなさいっ！　わざとじゃないのよ」

「ショウタ、ショウタ大丈夫かっ!?」

　電でん撃げきが止やんだ。彼女が杖を下ろしたのだ。

　翔太はばったりその場に倒たおれた。

　感電したようなもので、とっさには動けない。まだ帯電しているらしく、線せん香こう花火のような指先の放電が治まらない。

　魔法使いの少女のほうも、よろよろとその場に座りこんだ。

　まるで大仕事を終えたあとのように、ぐったりと肩を落とし、ぜいぜいと荒あらい息をついている。

　魔法をかけるのは、術者にとっても、ひどく疲つかれることらしい。

「死なないでぇ！　ショウタッ!!」

　翔太に抱きついたアンジェリカが飛びのいた。

「きゃあっ。ビリッてきた！　アンタ、魔法で人を殺すなんて、魔法使いの風下にも置けないね」

　――アンジェリカ。それは誤用。風上が正解。フィットネスクラブでそういうこと言うと、会員さんから総ツッコミが入るぞ。うちのクラブは、お年寄りばっかりなんだからな。

　――それに俺、生きてるし。

　なんて言えない。まだ麻ま痺ひが抜ぬけず、話すことができないからだ。翔太は大きく深呼吸して、指先から少しずつ動かした。

「私の魔力は弱いから、死ぬほどの威い力りよくはないはずだけど……」

　魔法使いは、よろよろと立ちあがると、不安そうに言った。

「ショウタは私の大事な大事な人なんだっ!!」

「悪いのはあなたの方よ！　変な乗り物で襲おそいかかってくるから、びっくりしてとっさに力を振るってしまったのよっ」

　こっちの世界に自転車はない。ましてアンジェリカは目を閉じて、フラフラと左右に揺ゆれながら走っていた。見たこともない乗り物が向かってきたのだから、びっくりしてとっさに攻撃してしまう気持ちも、わからないではない。

「ここはメイフィールド亭の敷しき地ちだよ!?　自分ちで自転車の練習することの、何が悪いんだよ」

　メイフィールド亭の若き女主人と、先端の折れた三角帽子の魔法使いは、倒れた翔太をそっちのけにして言い争いをはじめた。

　麻痺が治まり、翔太が土つち埃ぼこりを払いながら立ちあがっても、舌ぜつ戦せんは収まる気配を見せない。

「あのーっ」

　翔太が声をかけると、ふたりの少女は背後に飛び退すさった。

「わぁっ。び、びっくりしたっ！」
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「ショウタ、大丈夫かっ!?」

「うん。今はもう何ともない」

　魔法使いの少女は、大きな瞳を見開いて翔太を見た。

　――かわいい子だな。

　目がやたらと大きくて、かわいい系の女の子だ。

　見た目年ねん齢れいはアンジェリカよりも年長で、十七歳さいか十八歳というところだろう。

　赤と黒の魔法服がよく似合っている。

　小柄だが、出るところは出た体型で、キュートな顔立ちを裏切る誇ほこらしげに盛りあがった胸乳が、アンバランスな魅み力りよくを醸かもしだしている。

「宿泊客なの？」

　アンジェリカが聞いた。

「トレーナーセンターのお客だろ？　ジルおばさんから聞いてる。魔法使いのイゾルデだろ？　師し匠しようがいなくなって困ってるっていう」

「そうよ。ジルおばさんが、物知りのマレビトがいるよって教えてくれたの。でも……。先生をするのはあなたなのよね？」

　魔法使い少女は不安そうな顔をした。

　――この子、どこかで見た。

　――市で、庶民の戦いを見て喜ぶなんて王族は趣味悪いって言ってた子じゃないか。

　魔法使いはみんなこういう格好だし、あのときは帽子で隠れて顔は見えなかったが、声や雰ふん囲い気きが似ている。

「私の電撃魔法をくらって倒れるような人が私に教えることができるの？　あなたは魔法が使えないんでしょ？　私は月下一闘技会で勝って、あのお美しいお姫様から授剣されたいのよ」

　あのお美しいお姫様、という言葉に棘とげを感じた。

　――この子、レイチェル王女殿下が嫌きらいなのかな？

「ああ、俺は普ふ通つうの人間だ。魔法なんて使えない。でも、君にアドバイスをして、君を強くすることはできるよ」

　魔法使い少女は、目を伏せて唇くちびるを噛かんでいる。迷っているようだ。

　翔太に学んでほんとうに強くなるのかと、不安に思っている表情だ。

　やがて魔法使い少女は、キッと顔をあげると、思い切ったように言った。

「勝負して！」

「えっ!?」

　驚きの声をあげたのは翔太ではなくアンジェリカだ。

「私より強かったら、あなたに師事する。私のほうが強かったら、あなたには師事しない！」

　アンジェリカははらはらしながらふたりを見比べている。

「勝負はしない。スポーツトレーナーっていうのは、アスリートのパフォーマンスを引き出す手助けをする役割で、自分が強いかどうかは関係ないんだ」

　コーチだってそうだ。選手よりも高い能力をもっていないと教えられないというのなら、オリンピック選手を教えることのできるコーチはゼロになる。

　トレーナー自身の身体的強さは、指導力とはまた別の問題だ。

　魔法使い少女は、ずいぶん迷っていたようだが、結局踵を返した。

「やめるのか？」

　魔法使いは答えない。ため息をつきながら歩いて行く。

「箒ほうきに乗って空を飛ばないのか？」

「そんなことのできる魔法使い、いないわよ」

　そうだった。この世界の魔法はきわめて限定的だ。金銀宝石を触しよく媒ばいにして、魔法治療をする程度だ。

「なぁ、君、前に市で、王族は趣味悪いって言ってた子じゃないか？」

　彼女の背中に声をかけたが、ぴくっと肩かたを震わせただけで、否定も肯こう定ていもせず歩き去ってしまった。

　王族を嫌う魔法使いが、王宮に雇やとわれることを希望するとは思わないので、勘かん違ちがいだったのだろう。

「なんだよ。アイツ。無礼なやつだな！」

　アンジェリカがつぶやいた。彼女が怒おこるのもわかる。いきなり現れて、名前も名乗らず、攻こう撃げき魔ま法ほうを仕し掛かけて倒れさせたあげく、翔太が弱いから師事しないと言ったのだ。

　その通りだったが、魔法使い少女の肩を落とした後ろ姿が気になった。思おもい詰つめているようにも思える。なにか事情がありそうだ。彼女はジルおばさんから翔太のことを聞いたと言った。

　――ジルおばさんに聞いてみようか。

　後ろ姿を目で追っていたときのことだった。

　魔法使い少女は、なんでもないところでべたっと転んだ。

「きゃっ」

　起きあがってまた歩き出す。足が弱っているお年寄りみたいだ。それともどじっこキャラなのだろうか。

「なんであんなところで転こけることができるんだ？」

　アンジェリカが不思議そうに言った。

「言わないであげてくれ。ああいうのは、転けた本人は恥はずかしいんだ」

「そういうもんか？」

「アンジェリカは運動が上手だからなぁ」

「そんなことないよ。私は長ちよう距きよ離り走が得意なだけだよ。じ、自転車は、苦手だし」

「アンジェリカ、膝から血が出てるじゃないか？」

「うん。その、痛いんだ。自転車ちょっと怖かった」

「部屋に戻もどろう。傷を洗ったほうがいいよ」

　倒れたままの自転車を起こしてスタンドを立て、部屋に入る。この世界では現世のように絆ばん創そう膏こうはないから、傷を洗ってからウイスキーで消毒し、包帯を巻く。

　膝をすりむいただけなのに、大おお怪け我がしたみたいな感じになってしまった。

「立てるか？　膝、痛くないか？」

「うん。消毒したときは痛かったけど今はそんなに……そういやショウタ、前はよく膝が痛いって言ってたけど、最近言わないな」

「うん。治ったんだ。アンジェリカのおかげだよ」

　翔太は現げん役えき時代、一万メートル走の選手だった。

　最後の大会を、膝の痛みに耐たえきれず棄き権けんした。

　腸ちよう脛けい靱じん帯たい炎えんを患わずらっていたのである。ランナー膝とも言われる、長距離選手がなりやすい膝の疾しつ患かんである。

　ドーピング検査でひっかからないよう、痛み止めを飲まず膝にヒアルロン酸を注射してレースに挑いどんだ。

　結果は途と中ちゆう棄き権けん。

　不完全燃ねん焼しようで終わってしまったランナーとしての未練が、膝の幻げん痛つうとなって残っていた。

　ランナー膝は綺麗に治っているはずなのに、身体が痛みを記き憶おくして、ふとした拍ひよう子しに痛み出す。

　だが、アンジェリカが奉ほう納のう走ばしりで優勝したとき、膝の幻痛は消えた。

　翔太がトレーニングした彼女が優勝したことで、未練が晴れたのかもしれなかった。

「なんのことだよ」

「いいからいいから。自転車の練習をして、乗れるようになろうな」

「自転車……なんかそのう、ちょっと怖こわいよ……」

「みんなそうだよ。すぐに慣れるよ。スイッて走れると気持ちがいいぜ」

「ん、でも、その……いいや……っ、おかしいな。運動は、なんでもスイスイできるんだけどな、……自転車って難しいな……」

　アンジェリカは尻しり込ごみした。

　彼女は運動神経のカタマリのような女の子だ。運動で手こずる経験はなかったのだろう。転んだことで、恐きよう怖ふ感と苦手意識が先に立ってしまったようだ。こういうときは無む理り強じいしないほうがいい。

「わかった。今日は自転車の練習は終わりにしよう」

「私、洗せん濯たく物ものを取りこんでくる。客室の掃そう除じもしなきゃいけないし」

　アンジェリカはホッとした口調で言った。

　今は閑かん散さん期きで客はいない。

　だが、宿屋である以上、いつでも客を泊とめられるように用意する必要がある。布ふ団とんを干したり、掃除をしたり、なにくれとなく忙いそがしい。

「そうだね」

「俺おれが洗濯物と掃除をするから、アンジェリカが料理をしてくれ。君の作る料理はおいしいんだ」

「今日はスピニシュのキッシュだよ」

「そっか。ホウレンソウか……」

　――またかよ。

　とは言わない。だが、翔太はげっそりしていた。

　市場で畑で取れた野菜や宿泊客が持って来た珍めずらしい物を売り、得た金で卵や肉やチーズや牛乳を買う。

　物ぶつ々ぶつ交こう換かんに近い消費スタイルなので、売れゆきが悪いと買えるものが少なくなってしまう。

　宿泊客がいるとちゃんとした料理を作るのだが、今は宿屋の閑散期。畑でどっさり取れたホウレンソウ料理が、毎日毎日食しよく卓たくに並ぶ。

「ここんとこずっとスピニシュばっかりだよね。ジルおばさんあたり、卵をくれないかなぁ……」

　アンジェリカがひとりごちた。







トレーニングその２：ボディシェイプ！







　翔しよう太たは階段の下で、腕うで立たて伏ふせをしていた。

　翔太は、腹筋と腕立て伏せとスクワットなど、軽めのメニューの筋トレを一日おきにしている。

　フリーウエイトがなくても、マシンジムでなくても、自分の体重を負ふ荷かにする腕立て伏せなら、家の中でできる。筋トレは、どこでも誰だれでもいつでもできて、短時間で効果が出るトレーニングだ。

　アンジェリカは厨ちゆう房ぼうに立ち、鍋なべを揺すって豆を炒いっている。

　豆は自然乾燥させ、食べるときに水で戻して料理に使うが、採れたての豆があるときは、炒っておやつにする。塩味の炒り豆は、ビールが欲しくなる味だ。

「アンジェリカ。ショウタいるかい？」

　玄げん関かん先さきで声が響ひびき、翔太は運動をやめて立ちあがった。

「いるよ。ショウタ、ジルおばさんだよ」

「スピニシュがいっぱい採れたからお裾すそ分わけだよ」

　ジルおばさんは、丸い笑えみを浮かべると、食堂のテーブルにザルを置いた。緑の野菜がもりもりに入っている。

「あ、ありがとう。ジルおばさん」

　アンジェリカがうれしいような困ったような表情でお礼を言った。

　――またホウレンソウか……。

　ここ数日、ホウレンソウのキッシュにホウレンソウのサラダにホウレンソウのラタトゥユ（煮に付つけ）にホウレンソウのパンに、ホウレンソウのフリッター（天ぷら）、ホウレンソウのクレープと毎日毎日ホウレンソウ料理が続いている。

「ありがとうございます。ジルおばさん」

　翔太がお礼を言うと、おばさんが聞いた。

「汗あせまみれになってどうしたんだい？」

「運動していたんです。俺はトレーナーで、ダイエットのアドバイスをするからです」

「やっぱり魔法が使えないと、魔法使いのアドバイスはできないのかね？」

「俺は魔法は使えませんが、アドバイスはできます。でも、説得力はないかもしれません。せっかくジルおばさんが紹しよう介かいしてくださったのに、お役に立つことができなくてすみませんでした」

「イゾルデは断ったのかい？　それは悪いことをしたねぇ。あの子は、魔法の才があるのに、思うように力が出ないそうなんだ。しかも、お師匠さんが指導をやめてしまわれて、いまイゾルデには指導者がいないんだ。ご両親が亡なくなってるし、弟がああいう状じよう況きようでね。かわいそうなんだよ。王宮勤めになったら生活がらくになるんだけどねぇ」

　ジルおばさんはどこの世界にも必ずいる、事情通の世話好きだ。

　ご両親が亡くなってる、という言葉に刺し激げきされたのか、アンジェリカがぴくっと肩を震わせた。

　きゅっと唇を噛むと厨房に立ち、さっき豆を炒っていたコンロに水を入れた薬や缶かんを置いて、お湯を沸わかし始めた。

　アンジェリカも両親が不ふ慮りよの事故で死んで、姉のカレンとふたりでメイフィールド亭ていを支えてきたから、他人事ではないのだろう。

「おばさん。炒った豆があるんでどうぞ。お茶淹いれるよ」

　アンジェリカはジルおばさんに椅い子すを勧すすめた。

「イゾルデのご両親って、なんで死んだの？」

「病気でね、ふたりとも、ほとんど同時に死んでしまったんだ。イゾルデのお父さんのほうが魔法治療士でね。怪我したりお腹の調子が悪かったりしたとき、よくお世話になったもんさ」

「イゾルデの弟さんって、どうしているの」

「家から出て来ないんだよ。せっかく官かん吏り登用試験に合格して、官吏養成所に入ることができたのにねぇ」

「官吏登用試験かぁ。そりゃすごいね。難しい試験だっていうよね」

　アンジェリカが三つのカップにお茶を淹れながら言った。

　官吏登用試験というのは、古代中国でいう科挙のようなものらしい。

　王妃も王女も、我わが国くにの文官が優ゆう秀しゆうなのは、身分にかかわらず優秀な者を取り立てているからだと言っていた。

「この豆、おいしいね。香こうばしい。塩加減もちょうどいいよ」

「炒りたてだからね。……弟さん、家から出て来ないって、どうして？　病気なの？」

「病気なのかねぇ？　養成所で嫌いやなことがあったらしいんだ。養成所に行こうとすると、胸が苦しくなるそうで、今は家から一歩も出られなくなってしまったんだそうだ」

　――引きこもりかな？　鬱うつ病びよう？　この世界でもあるんだ……。

「もったいない。せっかく合格したのに。嫌なことってどんなことなんだろう？」

「それはイゾルデも教えてくれなかった」

「イゾルデってどんな子なの？」

「イゾルデは私の遠とお縁えんで、お父さんのほうのデュナミス（魔力）は、あんまり多くなかったんだけど、イゾルデのほうはすごくてね。月の神ラリュヌ様のご加護をもらってるんだ」

「ああ、なんか聞いたことがあるよ。ラリュヌ様の魔法使いが出たって。大おお騒さわぎだったね。それがあの子だったんだね」

「めでたいことなのか？」

　翔太は遠えん慮りよがちに聞いた。

「そうだよ。ラリュヌ様の魔法使いはあんまりいないんだ。すごいことなんだよ」

　アンジェリカが解説する。

「そうだよ。そりゃあご両親は鼻高々だったんだよ。お姉さんのイゾルデはラリュヌ様の魔法使い、弟のサミュエルは官吏候補生なんてすごいじゃないか」

　アンジェリカの淹れてくれたお茶を飲みながら、おばさんとアンジェリカの話に耳を傾かたむける。

　高こう齢れい者しやの話を聞くときは、相づちをうちながら傾けい聴ちように徹てつする。新人研修でそう言われた。

「でも、あの子、私の魔力は弱いって言ってた……」

　アンジェリカがつぶやいた。

　イゾルデは、翔太に電でん撃げき魔ま法ほうをかけたあと、体から力が無くなったという感じで、ぐったりと座りこんで息を荒らげていた。

「それがそうでもなくてね。イゾルデはすごい力を秘ひめてるって、お師匠さんがおっしゃってるんだ。でも、修しゆ行ぎようしても力が出ないらしいんだよ。お師匠さんも困っていたそうだよ」

「それ、お師匠さんの教え方が悪いんじゃないか？　……あ、お師匠さん、指導をやめたんだっけ」

「あはは。アンジェリカはハッキリ言うね。私もそう思ったんだ。だったら、いっそマレビトに修行をつけてもらったらいいんじゃないかって。なのに、イゾルデは断ったんだね」

　気持ちはわかる。お師匠さんで無理だったことを、魔法使いでもなんでもない翔太ができるわけがないと思ったのだろう。

　イゾルデは指針を失い、どうしていいかわからなくなっている。自信を失っていることだろう。

　なのに、闘とう技ぎ会に出る？

　なにか理由がある。闘技会に出なくてはいけない差さし迫せまった理由が。

「でもさ、あの子の魔ま法ほう、私、見たんだけど、呪じゆ文もんと魔法の杖だけで、電撃魔法をかけてたよ。普通の魔法使いは金銀宝石を触媒にしないと魔法をかけることができないんだから、あのイゾルデっていう子、すごいと思うんだ」

「あの子は、電撃魔法は得意なんだけど、魔法治療とか占うらないとかは苦手というか、ぜんぜんできないらしいんだ。雷かみなりはラリュヌ様のお力だから、月の神の力をいただいた魔法使いは、電撃から順に練習するそうだけど、その電撃も満足に使いこなせないそうだ」

「そりゃ困るね。私たちが魔法使いのお世話になるのは、魔法治療と占いだもの」

「攻撃魔法しかできない魔法使いなんて、民間では仕事がないんだから、王宮に雇ってもらうのが一番さね」

「ジルおばさんのところで農作業を手伝ってるんだよね。農作業の手伝いは仕事にならないの」

「うーん。それがそのう、イゾルデは不器用でねぇ。じゃがいもを採り入れるといもがクワで半分になるし、雑草を抜いてもらうと根が残るし体力もないし。農作業の手伝いはあんまり向いてないみたいなんだ」

「それで月下一闘技会かぁ……」

「従じゆう騎き士しになれば、働けなくなってからも、貴族年金が出るからね。弟のサミュエルがああいう状況だから、イゾルデはお金を儲もうけたいんだよ」

「うーん……そっかぁ。大変だね。……力になってあげることはできないかな？」

　アンジェリカがお茶を飲みながら翔太を見た。

「断られたのにか？」

「そうだね。ショウタは、電でん撃げき魔ま法ほう食くらったんだから、かかわりたくないよね」

「イゾルデが失礼なことをしたんだね。すまないねぇ。今度また卵を持ってくるから許しておくれな」

　ジルおばさんはカップのお茶を飲み干すと、嘆たん息そくしながら腰こしをあげた。

「じゃあ、またね」

　おばさんがメイフィールド亭を出て行ってしまうと、沈ちん黙もくが立ちこめた。

　アンジェリカは、言葉を探すように口を開いたり閉じたりしていたが、思い切ったふうに言った。

「ショウタ、何とかできないか？　イゾルデがかわいそうだ」

「魔法のほうは無理だ」

「うーん」

　魔法がお腹の力なら、腹筋を鍛きたえることで改善を図れるだろう。

　イゾルデは何もないところで転んでいた。運動が苦手な人ほど、正しい身体の使い方をレクチャーしたら劇的に効果があがる。

　だが。

「トレーナーとアスリートは、信しん頼らい関係が必要なんだ。イゾルデは、俺を信頼していない。だから無理だ」

　翔太が身体を鍛えるのは、自分が強くなるためではなく、ダイエットの指導をする人に信頼してもらうためだ。

　痩やせたくてトレーニングに来ているのに、トレーナーが緩ゆるんだ身体をしていたら、信頼を失う。

　疑いながらトレーニングすると、トレーニングの効果があがらない。

　逆に、この人の言うとおりに筋トレすれば絶対痩せると思いながらトレーニングすると、ほんとうに痩せてくる。

　人間というのは不思議なもので、絶対痩せるという思いこみで効果が出る。プラシーボ効果。偽ぎ薬やく効果とも言われる。

「そうだよな」

　アンジェリカは肩を落とした。

「でも、なんか、他人事じゃなくてさ。私も、似たような感じだったし。姉さんが、あんな風になってしまって。カレン姉さん、借金のせいで恋こい人びととギクシャクして。奉納走りの賞金で借金を返すって姉さんに言ったけど、もしも優勝しなかったらって思うと怖かった。私は必死だったんだ。ショウタのおかげで助かったんだよ」

「救われたのは俺のほうだよ」

　翔太はアンジェリカの頭を撫なで撫でした。

　アンジェリカの姉、カレンは、両親の不慮の事故で王宮の下級メイドの仕事を辞やめ、メイフィールド亭で働き出した。ちょうどその頃ころ、恋人と破局し、その恋人からの借金が返せないことを思い悩なやんで激太りした。

　アンジェリカが奉納走りの賞金で借金を返したことで、恋人とよりを戻すことができた。アンジェリカのランニング指導と、カレンの痩そう身しん指導をしたのは翔太だ。

　だが、同時に、翔太もアンジェリカの優勝で救われたのである。膝ひざの幻痛が治ったのは、アンジェリカが奉納走りで優勝してくれたおかげだ。

　自分がゴールできなかった一万メートルを、翔太がトレーニングしたアンジェリカが優勝した。自分のしてきたことは無む駄だではなかったのだと、そう思えた。そのときはじめて翔太は、ゴールできなかった大会の未練を、晴らすことができたのだ。

「何とかしてあげたいな。せめて弟さんのほうだけでも……」

　弟が引きこもりをやめて養成所に通い出せば、イゾルデも安心だろう。

　イゾルデの弟は、おそらく鬱病だ。

　体育の専門学校に通っていたとき、スポーツ精神医学の授業を受けたことがある。

　鬱病の治ち療りようには、汗ばむ程度の軽い運動、それも有酸素運動がいいという。有酸素運動は、抗こう鬱うつ剤ざいよりも即そつ効こう性せいがあるそうだ。

　鬱病に最も効果があるのは格かく闘とう技ぎだ。ボクシングでも空手でも打だ撃げき系の格闘技を毎日少しずつ続けたら、一週間から十日ほどで効果がでる。

　体育の専門学校を卒業した生徒の就職先で、いちばん多いところは病院だ。

　整形外げ科かやリハビリセンター、メンタルクリニック、産婦人科病院、老人介かい護ご施し設せつなどから求人がある。いずれもトレーナー、あるいはインストラクターとしての求人だ。

　鬱病の治療に運動療りよう法ほうを取り入れているメンタルクリニックでは、トレーナーを社員として雇い、患かん者じやさんに軽い体操をしてもらうことにより、薬を使わない治療をするという。

　専門学校のとき実習で行ったメンタルクリニックは、フィットネスクラブばりの運動施し設せつを備えていた。

　だが。

　――どうやってサミュエルを誘さそい出だす？　部屋に籠こもって出てこないんだぞ。病院に来る患者さんに体操を教えるのとはわけが違ちがうぞ。

　格闘技、有酸素運動。

　――そうだ。アレを使おう。

　王宮と神しん殿でんの献けん上じよう品ひん。現世から落ちてきたがらくたの中から選び出したものを使えば、彼かれを部屋から外に出すことができるし、鬱病を改善することもできるだろう。

「弟さんなら、方法がある」

「あるのかっ!?」

　アンジェリカは、ぱっと輝かがやいた顔をした。

「うん。でも、それには、アンジェリカの協力が必要なんだ。体力がいることなんだけど、手伝ってほしいんだ」

「手伝うよ。私、体力あるよ」

　アンジェリカが翔太の手をキュッと握にぎった。

　小さくて温かい手だ。ぷにぷにの感かん触しよくが心ここ地ち好よくてにやけていたら、アンジェリカがはっと気付き、パッと手を振ふりほどいた。

　勢いよすぎてアンジェリカの手がテーブルのカップを払はらう。豆を入れていた皿も横倒しになる。

「おっと」

　テーブルから落ちるカップをキャッチしようとして手を伸のばしたところ、同じように手を伸ばしてきたアンジェリカに抱だきついて押おし倒す姿勢になった。

「うわっ」

　頬ほおがかぁっと熱くなった。

　彼かの女じよは、事態が把は握あくできないのか、きょとんとした表情で見上げてくる。緑の瞳ひとみに、自分の顔が映っていた。視線がロックオンされて外れない。

　――やばい。すっげぇやばい……っ。

　早く彼女の上からどかないといけないのに、金かな縛しばりに遭あったかのように身体が動かない。時間が止まってしまったかのようだ。

　アンジェリカの身体はどこもかしこもふわふわで温かく、いい匂においがしている。

　軽い音がした。

　テーブルから豆がぱらぱらと落ちてきた。そのとたん、金縛りがほどけた。

　翔太はアンジェリカの上から飛とび退のいた。

「わぁあぁああっ、ご、ごめんっ」

「ううん。へ、平気だよっ」

　アンジェリカもあわてて立ちあがる。

「カップ、割れてないよっ。床ゆか、掃除しなきゃっ」

　絵に描かいたようなラッキースケベに、頬の熱さが治まらない。

「あはは。ふたりして転んでばっかりだな」

　無む邪じや気きに笑うアンジェリカがかわいい。欲情しそうになったことなど、彼女は気付いていないに違いない。

「アンジェリカはいい子だな」

「ふふ。いい子なんて言われるとくすぐったい」

　アンジェリカが甘あまい笑えみを浮うかべた。彼女の笑みを見てると、胸の奥おくがきゅんきゅんする。

「今すぐ行こうぜっ！」

　アンジェリカは、翔太の手を握ると、ぐいぐいと引いた。

「まだだよ。ジルおばさんに話を通して、イゾルデの承しよう諾だくを得てからな」





☆






「はぁ？　意味がわからないんだけど？」

　イゾルデは、不ふ審しんそうに目を眇すがめ、翔太とアンジェリカ、それにジルおばさんの顔を順じゆん繰ぐりに見た。

　突とつ然ぜん、家に押しかけてきて、サミュエルの引きこもりを解消するために、家の横で音楽を流しながら運動するから許可をくれ、なんておかしなことを言い出したのだから無理もない。

「イゾルデ、そんな言い方よくない。ショウタはマレビトで物知りなんだよ」

　ジルおばさんが言う。

「だったらわかるように説明してよ」

　イゾルデは、腕うで組ぐみをしてクッと顎あごをあげた。

「運動すると気力がでて、活動的になるんだ」

「はぁ？　なによそれ？　運動すると元気になる？　そんなの聞いたことないわ。運動すると疲つかれて苦しくなるわ！　第一、サミュエルは部屋に籠もって出て来ないのよ。ノックをしたって、ドア越ごしに声をかけたって返事がないの。なのに、どうやって運動させるの？」

「いい方法があるんだ」

「いい方法っ？　できるわけないじゃないの。私もいろいろやってみたのよ。大変だったんだからっ」

　イゾルデは泣きそうに顔を歪ゆがめた。

「俺に試ためさせてくれないか？」

「嫌よっ!!」

「イゾルデ！」

　いつもおだやかなジルおばさんが、厳しい口調で叱しかりつけた。

　ジルおばさんは、イゾルデの遠縁で雇こ用よう者しやだ。イゾルデはジルおばさんには頭があがらないらしく、はぁとため息をついた。

「わかったわよ。勝手にやって」

「わかった。勝手にやるよ。ちょっとうるさくするけど我が慢まんしてくれ」

「嫌よ。誰が我慢なんかするもんですかっ」

「いいかい。イゾルデ。後ろの麦畑は、ウチの土地だ。ウチの土地でショウタが音楽をかけて運動することを、私が許可しているんだ」

　ジルおばさんは有う無むを言わせない口調で言った。

　イゾルデは不承不承といった雰囲気でうなずいた。





☆






　翔太は、イゾルデとサミュエルが住む屋や敷しきの後ろの広場にラジカセを置いた。

　取り入れを終え広場のようになった麦畑を借景に、レンガに木の屋根の小さな屋敷がぽつんと建っている。

　ここはジルおばさんの麦畑だから、自由に使っていいそうだ。

　理想的な場所だった。地面には弾だん力りよくがあり、足に負担がかかる心配はない。

　あたりには屋敷がなく、騒そう音おんで迷惑をかける心配もない。

　ラジカセを地面に置き、ボタンを押す。

　ヴァン・ヘイレンの「ＪＵＭＰ」。明るくて陽気な曲だ。

　カセットテープのラベルに、ユーロビート＆八十年代ディスコヒットメドレーと書いてあった通り、終奏にイントロが被かぶさって曲の切れ目がないように編集してある。

　ボディシェイプボクシングのＢＧＭにはちょうどいい。

「右足から歩きましょう。ウォーミングアップです。右、右、右、筋肉を温めます。深呼吸を二回。足を開いてＶステップ。握り拳こぶしを作って、手を前に。リズムに乗って」

　翔太は曲に合わせてキューイングをしながら、ウォーミングアップをはじめた。キューイングとは、動きを言葉や仕草で参加者に説明することである。

　音楽に合わせて足を交こう互ごに動かしながら振りつけていく。ダンスのような動きだが、ダイナミックストレッチと言って、肩けん胛こう骨こつの可動域を広げ、筋肉を温める準備運動である。

　リズミカルな音楽に乗って身体を動かす翔太の前で、アンジェリカがマネをする。

　さすが運動神経がいい。

　アンジェリカの後ろの屋敷で、窓がほんの少し開いた。あの窓の奥には、サミュエルがいるはずだ。

　聞いたことのない音楽と翔太のカウントに興味を引かれて覗のぞいたらしい。

　いい傾けい向こうだ。

　曲が変わった。ウォーミングアップのあとは、いよいよ蹴けったり突ついたりする動きに入る。

　エアロビクスもそうだが、ボディシェイプボクシングは、八カウントの動きを四回繰くり返かえす。ボディシェイプボクシング用に編集された音楽ではないから、カウントが三十二になっていない。カウントの切れ目で動きを多くしたり減らしたりしながら柔じゆう軟なんに続けて行く。

「何をしてるんだ？」

　道を行く人が聞いた。不思議そうな顔をしている。農作業の帰りらしく、野菜を入れたカゴを背せ負おっている。

「ボディシェイプボクシングです。一いつ緒しよにやりませんか。楽しいですよ。戦いをダンスにしたものです」

「戦いのダンスかよ。よし、やってやろうじゃないかっ！」

　野菜カゴをその場に置き、腕うでまくりをしながら駆かけてきた農民風の男性が参加した。

　曲に合わせ、フットワークを使って前後左右に動きながら、突いたり、肘ひじ打うちをしたり、回まわし蹴げりをしたりする動きを繰り返す。

「うわ。なんだこれ、すっげぇ楽しいっ！」

　アンジェリカが笑顔で言った。

　そうだ。突いたり蹴ったりすることは爽そう快かい感があって楽しい。ダンスやエアロビクスのようだが、動きが単純なので誰でもできる。

　フィットネスクラブでも人気のプログラムで、格闘技は痛そうだし怖いと二の足を踏ふむ高こう齢れい者しやも、ボディシェイプボクシングは喜んで参加してくれる。

「俺もしたいんだが、いいか？」

「どうぞどうぞ」

　三曲目が終わる頃には、参加者は五人ほどになり、曲に合わせてジャブだのアッパーだのキックだのをすることになった。みんな笑顔で楽しそうだ。

　街かい道どうに足を止め、手て拍びよう子しを取りながら見ているだけの人もいる。

　窓がさらに開いた。ピンクっぽい金髪の少年が窓の奥から覗いている。

　あの少年が引きこもりのサミュエルらしい。

「一緒にやろうぜ」

　声をかけると、バンッと窓が閉まった。

　イゾルデが屋敷の外に出てきた。参加するのではなく、腕組みをして不審そうに眉まゆ根ねを寄せながら翔太たちを見つめている。

　翔太は、三十分ほどで終わらせた。本来なら四十五分続けるが、初心者ばかりなのだから、時間は短いほうがいい。

　クールダウンのゆっくりしたダンスのあとは、深呼吸三回で終わる。

「ありがとうございました」

「なんだ。これで終わりなのかい？」

「もっとやりたい。楽しかった」

　皆みなは残念そうな顔をしている。

「明日、また同じ時間に同じ場所でやりますよ。音楽が合図です」

「あんたマレビトだろ？　その音が鳴るものは、異世界の魔法道具なのか？」

「レトロ科学道具です」

「……？　なんだかわからないけど、今のは異世界の戦士の踊おどりなんだな？　演武とか剣けん舞ぶみたいなものか？」

「神殿の巫女みこさんが神に捧ささげる舞まいをするけど、あれと同じだな」

「神には捧げません。運動は神のためではなく、自分が楽しいからするんです」

「あの……」

　イゾルデが声をかけた。

　翔太は足を止めて振り返り、イゾルデに向かっておじぎをした。

「うるさくしてすみません」

「ううん。その……なんでもないの……」

「明日また来るから、次は一緒に運動しないか？」

　イゾルデはぷいと顔を背そむけた。

　翔太はラジカセを自転車の前カゴに乗せ、アンジェリカと一緒に街道を歩いて家に帰る。





☆






　――翌日。

「なぁ、ショウタ、あのおかしなダンスで、弟さんは引きこもりをやめるのか？　あのダンス、そんな効果あるのかな？」

　アンジェリカが聞いた。

「あるよ。サミュエル、窓開けたろ？　今日は外に出てくるよ」

　自転車を押しながら翔太は答えた。自転車の前カゴには、ラジカセが入れてある。

　サミュエルはおそらく鬱病による引きこもりだ。

　鬱病は、神経伝達物質と、脳由来神経栄養因子（ＢＤＮＦ）が少なくなった状態だ。

　ストレスが原因で、交こう感かん神経が過か剰じように働きＢＤＮＦと神経伝達物質が少なくなって、鬱病が起こる。

　メンタルクリニックだと、神経伝達物質を補うために抗鬱剤や抗こう不ふ安あん剤ざいを使うのだが、有酸素運動をすると、脳の血流が増えてＢＤＮＦが多くなり、神経伝達物質のセロトニンを増やす。ノルアドレナリンとドーパミンも増えてくる。

　ましてボディシェイプボクシングは格闘技の動きをするため、爽快感があり、自信がつく。

　鬱病の治療に薬を使わず運動療法を取り入れているクリニックや、引きこもりの家庭を訪問して空手の稽けい古こをつけることで引きこもりを解消することを目指すレンタル空手家がいて、効果をあげているという。

「あの踊りには何か意味があるのか？」

「意味はないよ。でも、さっぱりするし、楽しいだろ？　運動なんて、楽しければそれでいいんだ」

「うん。あのダンス、楽しいな。スカッとするよ」

　翔太は、自転車を押しながら街道を歩き、収しゆう穫かくが終わった麦畑に行った。

　わぁっと歓かん声せいが響き、拍はく手しゆが響く。すでに人がいて、翔太が来るのを待っていた。しかも、人数が増えて、十人ほどにもなっている。今は農業の閑かん散さん期きなのでヒマがあるのだろう。農民風の男性が多い。戦いのダンスというのが、彼らを興奮させるみたいだ。

「待ってたんだよーっ」

「マレビトが踊るかっこいいダンスだろ」

「異世界の魔法道具が奏かなでる聞いたこともない音楽で、戦士の踊りをするんだよな。見るのが楽しみだ」

　翔太は苦く笑しようした。お祭りで巫女の踊りを見るのと同じで、楽しい出し物を見るものだと思っている。

「一緒にやりましょう」

　翔太はラジカセのスイッチを押した。

　話し声につられた様子で、イゾルデが屋敷からでてきた。

　カウントを取り、キューイングしながら、ウォーミングアップをはじめていく。イゾルデは練習には参加せず、眉根を寄せてみんなを見ている。

「アッパー、アッパー、フック、キック。もう一センチ遠くを蹴るつもりで。ワンモアファイ！」

　窓が開き、サミュエルが上半身を乗り出した。紙を窓まど枠わくに下げるようにして貼はりつけて、再び窓を閉じる。

　大陸共通語で書かれた文字は、翔太には読むことができないが、おそらくうるさいとか迷めい惑わくだとかやめろとか書かれているのだろう。

　イゾルデが窓と翔太を見比べた。

「フットワーク、右に移動して右足、ワンツーキック。左に移動して、左足ワンツーキック。オッケー！　上手です。お腹なかに力を入れて！　あと四セットやりましょう。カウント、みなさんで一緒に、声を出して、エイト、セブン、シックス」

　翔太のキューイングに、おじさんが息をはずませながら言った。

「なんかわからないが、異世界の呪文なんだな」

「そう、異世界の呪文です。繰り返してくれないとキックが増えます。エイト」

「エイト」

「セブン」

「セブン」

　翔太のキューイングに、みんなのかけ声が重なる。

　イゾルデがおそるおそる参加し、翔太のマネをして動きはじめた。運動は苦手らしく、蹴るたびにフラフラしている。スカートがめくれあがり、白い太ふと腿ももとショーツの奥おく底そこが覗くのが目に毒だ。

　翔太は今回も三十分ほどで止め、クールダウンをして終わりにした。

「ありがとうございました」

　一いつ斉せいに拍手が響ひびいた。

　ラジカセを自転車の前カゴに乗せて帰って行く翔太に、イゾルデが声をかけた。

「ショウタ、そのう、ありがとう」

「お礼はいいよ。サミュエルは、今日は上半身しか外に出なかったけど、明日か明後日には外に出てくるよ。お礼はサミュエルが元気になってからにしてくれ。それから、イゾルデに頼たのみがあるんだ」

「なんだ？」

「ボディシェイプボクシングに参加するなら、ズボンを穿はいてほしいんだ。ドレスだと裾すその中が丸見えになるんだよ。俺おれは目の保養だけどさ」

「やだっ」

「やらしいっ！　バカッ、ショウタ、最低っ！」

　アンジェリカが翔太の頭をゴンッと叩たたいた。

「痛ぇ」

　翔太が大げさに痛がると、イゾルデがあははと笑った。翔太もアンジェリカも笑った。何かが少し変わっていた。
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　――三日目。

　参加者は十三人に増えていた。イゾルデも参加し、ボディシェイプボクシングをする。

　イゾルデは魔ま法ほう使つかいの赤いドレスではなく、短パンにトゥニカ（上衣）を着ている。

　体力がないのか、三曲目ぐらいでもう息があがっている。

　アンジェリカは貧乳だが、イゾルデは胸がゆさゆさ揺ゆれて目の毒だ。

　三回目ともなればみんなだいぶ慣れてきて、パンチを打つ動きもサマになっている。

「前に出てアッパー、後ろに下がってガード、空手でいう払い受けです。フットワークを使いましょう。ナイス！　ワンモアファイ、カウント、エイト！」

「エイト」

　皆でカウントを取りながら、ボディシェイプボクシングを続けていたときだった。

　サミュエルが家の中からでてきた。重そうに何かを抱かかえている。水がいっぱいに入った両りよう手て鍋なべだ。

　サミュエルは翔太に向かって走り寄ると、水をザバッとかけた。

「うるさいんだよっ！」

　皆がびっくりして動きを止める。

「サミュエル、なんてことするの!?　君のためにしてくれてるのよっ。謝あやまりなさいっ！」

「頼んでない！」

「ありがとう！　さっぱりしたよっ。一緒にやろう」

　サミュエルに近づき手を伸ばすと、彼は手を払いのけ、後ろに飛び退すさった。

「君、フットワークが上う手まいね。素質あるよ。少し練習すると、びっくりするほど上手になれるよ」

　サミュエルは、かっと顔を赤くした。

「続けます。左に構えてください」

　今回もレッスンは三十分。クールダウンをして、深呼吸で終わりにする。

「ショウタ、弟が水をかけてごめんなさい」

　イゾルデが謝罪した。

「平気だよ。サミュエル、家の外に出たね。すごいね。前進じゃないか」

「そうね。私も、びっくりしたわ」




　――四日目。

　窓が全開になっていた。サミュエルが翔太のリードにあわせて動いている様子が見えた。

　この世界の窓は分厚い色つきのガラス窓なので、窓を開けないことには外が見えない。

　三十分間動き続ける体力はないらしく、休んでは動くことを繰り返しながらも、一いつ生しよう懸けん命めいに合わせようとしている。だが、クールダウンの前に息を切らせて座すわりこんでしまった。

「部屋の中だと動きにくいだろ？　明日は一緒にレッスンしよう！」

　サミュエルに声をかけると、翔太を拒きよ絶ぜつするかのように窓が閉まった。




　――五日目。

　その日は朝から天気が悪かった。

「ショウタ、どうする？　雨、降りそうだよ」

　この世界には天気予報はない。雨がひどくなるのかあがるのかわからない。

「約束したんだから行くよ。アンジェリカは家で待っててくれ」

「私も行く！」

「でも、雨が降ふったらやめよう。濡ぬれてまですることない」

　ラジカセはメイフィールド亭ていに置いておき、念のために傘かさを持っていく。傘は元の世界とつくりが一緒で、発音も同じだ。

　麦畑についたころには、小こ雨さめがぱらぱらと降ってきた。

　参加者はひとりもいず、イゾルデがひとり、軒のき下したで立っている。

「来てくれたのね。今日は来ないかと思ってた」

「約束したから。でも、雨がひどくなったらやめるよ。アンジェリカはここで待ってて」

　アンジェリカの手を引き、軒下で待ってもらう。

「ショウタはレッスンするのか？　風か邪ぜひくぞ」

　窓が開いている。

　この窓の向こうで、サミュエルが見ている。

　――これは君のためのレッスンだよ。

　ラジカセは使えないので、カウントを取りながらキューイングで指示を出す。

「右足から歩きます。右左、右左、腕を大きく広げて深呼吸。もう一回。吸って吐はいて。足を広げてステップタッチ。ワンツー！」

　翔太の動きに合わせてサミュエルが突いたり蹴ったりしているのがわかる。

　ウォーミングアップが終わるころには、雨足が強くなってきた。

　麦畑なので、ぬかるみで足が取られる。

「ショウタ、もうやめよう！」

　アンジェリカが叫さけんだ。

　翔太は続けた。アンジェリカは軒下から出て、雨の中で立ちすくむ。

「アンジェリカ、濡れるよ。戻もどってくれ」

　――どうする？　やめるか？

　翔太は迷った。

　サミュエルが窓から翔太を見ている。翔太のキューイングに合わせてサミュエルが踊っている。体力が落ちているらしく、休み休みだったが、サミュエルは翔太のリードについていこうとしている。やめるわけにはいかない。

「続けるよ。参加者がいるから！」

　サミュエルが、僕ぼくのことか？　というように、自分に向かって指を差した。

　翔太は大きくうなずいた。

　地鳴りのような音がした。雷だ。

　カウントを取る翔太の声も、ゴロゴロという稲いな妻ずまの音と、雨音にかき消される。空に紫色の稲いな光びかりが輝いたと思うと間もなく、バリバリッと音がして稲妻が落ちた。この世界の雷は紫がかってみえる。

「きゃーっ」

　アンジェリカが頭を抱えて座りこむ。

「危ないわ。家に入ってっ」

「部屋、入ってくれっ！」

　イゾルデが叫び、サミュエルが窓まど越ごしに声をかけた。

　イゾルデがアンジェリカの肩かたを抱くようにして、家に連れて行くのと、サミュエルが窓枠に足をかけて飛び降りたのは同時だった。

　イゾルデが驚おどろきの表情で振り返った。

　サミュエルは、片手に閉じたままの傘を持っている。

　雨の中を歩みより、翔太に無言で傘を渡わたす。

「ありがとう。助かるよ」

　サミュエルはぷいと顔を背けたが、翔太は傘を広げると、サミュエルに傘を差しかけて玄げん関かんへと移動した。

「僕は、濡れてる女の子に傘を貸したかっただけだ」

「さすが、将来は文官だけあるな。文官の仕事は、国民が濡れないように傘を差しかけることなんだろ」

　王おう妃ひ様とレイチェル王女殿でん下かから聞いた受け売りを言うと、サミュエルが頬を赤くさせた。

　イゾルデの屋敷に入り、ドアを閉める。布を借りて身体を拭ふく。

「どうしよう。アンジェリカさんの着き替がえは私のをお貸しするけど、ショウタの分の着替えがないの。アンジェリカさん、こっちの部屋を使って着き替がえてね」

　イゾルデが言った。

「平気だよ。濡れたままで帰るよ」

　サミュエルが乾かわいた服を腕に抱えてやってきた。

　無言で翔太に向かって差し出す。

「借りていいのか？」

　サミュエルは、そっぽを向いたままでうなずいた。

「ありがとう！　今日は途と中ちゆうになったけど、明日、またしような！」

「そのう……、あのダンスをすると、神様がお喜びになるのか？」

「誰だれかを喜ばせるためじゃなくて、自分のためにするんだ」

「君は何のためにダンスしたんだ？　雨の中でダンスしたって楽しくないだろう？」

「トレーナーだから」

「トレーナーって何だ？」

「運動指導員だよ。運動の楽しさを伝える仕事なんだ。運動はいいんだぞ。身体が軽くなって勇気が出る」

　ドアが開き、アンジェリカが出てきた。イゾルデの魔法使い服を着ているが、襟えり元もとがぶかぶかだ。

「あれ、サイズ、合わなかった？　背の高さが同じぐらいなので、いけるだろうと思ったのに」

「ううん。ウエストとか袖そで丈たけとかは合ってるんだけど、そのう、胸のあたりがぶかぶかで……」

　襟えりがＶの字に大きく開いてる理由がやっとわかった。胸の厚みが違うのだ。

「ご、ごめんなさい。私が太ってるから」

「イゾルデは太ってないよ。アンジェリカがスレンダーで、イゾルデがグラマーなだけだ。スレンダーでもグラマーでも太っていても、健康で活動的だったらそれでいいんだ」

　翔太が言うと、アンジェリカとイゾルデが同時に言った。

「それって褒ほめてないぞっ」

「褒めてないわよっ」

「胸はでかいと魅み力りよく的てきだし、小さいとかわいいし、どっちでもいいんだよ」

「ショウタのエッチ！」

　アンジェリカが眉根を寄せ、小さな握り拳をつくって殴なぐりかかってきた。

「わぁぁっ、ごめんっ」

　イゾルデが笑い出した。

　サミュエルはぷいと顔を背けると廊ろう下かを歩き、自分の部屋に籠もって内側から鍵かぎをかけた。

　事態はいいほうへと向かっている。そんな気がした。




　――六日目。

　参加者は六人。参加者の増減は予想の範はん囲いだったので、翔太はいつもと同じ調子でボディシェイプボクシングのレッスンを続けた。

　サミュエルが家の陰かげの、みんなとは離はなれたところでレッスンを受けていたが、翔太はあえて声をかけなかった。

　サミュエルはすぐに息があがるらしく、途中で休みながらだったが、最後まで続けた。

「ナイスファイト！」

　キューイングで賞賛すると、サミュエルは地面に座りこんだままで言った。

「女の子が平気で動いているのに、僕が動けないわけないんだ」

　アンジェリカが一緒に練習をしているのが功を奏した。

　イゾルデもうれしそうに顔をほころばしている。




　――七日目。

　参加者はアンジェリカとイゾルデを含ふくめて八人だった。

　ウォーミングアップを始めたと同時に、サミュエルが家から出て、レッスンに参加した。

　サミュエルの体力不足は引きこもりが原因のようだが、イゾルデはキックでバランスを崩くずす。筋力不足という感じがした。姉きよう弟だいは体質が似る。ふたりとも運動が苦手そうだ。

　サミュエルはレッスンが終わると同時に、そそくさと家の中に入ろうとした。

「明日、また、一緒にレッスンしような！」

　彼の背中に声をかけると、サミュエルは足を止め、背中を向けたままでうなずいた。そして逃にげるようにして家の中に入る。

「ショウタってすごいわ。サミュエルは、今まで、一歩も外に出なかったのよ」

「突いたり蹴ったりしてると、それだけで強くなった気分になるし、俺ってすごいって気分になって、勇気と自信がつく。そうしたらほんとうに強くなれるんだ」

　ドーパミンや神経伝達物質という専門用語は使わず、ボディシェイプボクシングの効用を説明する。

「私も……、私も自信がつくのかな……。私の魔ま力りよく、思うように出せないのにな……」

　イゾルデはひとりごちた。

「自信がつくよ。適度な運動は、身体だけではなく、心も強くすることができるんだ」

「魔法使いとしてもなの？」

「そうだ」

　イゾルデは、キュッと唇くちびるを噛かんでうなずいた。




　――八日目。

　翔太とアンジェリカが麦畑まで行くと、参加者がふたり待っていた。

　ひとりはイゾルデ、もうひとりはサミュエルだった。

「ふたりだけか。他の参加者は飽あきたのかな？」

「そろそろ農作業が忙いそがしくなる時期なんだよ」

　アンジェリカが説明する。

　サミュエルがはじまるまえから外に出て待っているのははじめてだった。

　所在なさそうにそっぽを向いていたサミュエルだが、翔太を見ると、ぺこっとおじぎをした。

　こちらの世界で、日本的なおじぎを見たのははじめてで驚いてしまったが、そういえば彼かれは官かん吏り養成所に入っていたのだと思い直す。

　異世界と現世にはトンネルがあり、トンネルを伝って現世から人や物が落ちてくる。文官たちは現世の研究もしているのだろう。

「はじめようか」

　翔太はラジカセを自転車の前カゴから出した。

　いつものように地面に置こうとしたら、板で作った台のようなものが置いてあった。

「サミュエルが置いたの。異世界の魔ま法ほう道具を、地面に置くのはよくないからって」

「ありがとう！」

　さっそくレッスンをはじめる。今日も三十分だけの軽いレッスンだ。イゾルデもサミュエルも、途中で座りこむことなく、レッスンを受けることができた。

　レッスンを終えて帰ろうとすると、サミュエルが声をかけてきた。

「ありがとう。その……楽しかった。……お茶を飲んでいかないか？」

　冷蔵庫のある世界ではないから、お茶というと熱いお茶になる。運動のあとだから、熱い飲み物より冷たいものが飲みたかった。

「お茶より水をもらいたいんだが」

「そうだね」

「家に入ってゆっくりしてて」

「僕、今、井い戸どの水、汲くんでくる」

　家の中に入り、椅い子すに座ってほうっとため息をついてると、サミュエルが水差しに水を入れて持って来てくれた。

「ありがとう。いただきます」

　水差しからコップに注いで飲むと、はぁーっとため息が出た。

　運動のあとの水はおいしくて、身体に沁しみる感じがする。

「ふたりとも、今日は休まずにできたんだね。体力ついてきたんじゃないか」

「サミュエルね。廊下で、ワンモアファイって言いながら、突いたり蹴ったりしているのよ」

「言うなよっ。姉さん。恥はずかしいじゃないかっ」

　アンジェリカも翔太もイゾルデも笑った。サミュエルもつられたように笑った。

　――サミュエルはもう大だい丈じよう夫ぶだな。こんな風に笑えるんだから。

「明日も来るよ」

「来なくていいよ。明日は登所するから」

　イゾルデがはーっとため息をついた。安あん堵どと歓かん喜きと不安の表情を浮うかべている。

「ほんとに？」

　念を押おす姉に弟が答える。

「うん」

「よかった」

　アンジェリカがつぶやいた。

「勉強、遅おくれてるんじゃないかしら？」

　イゾルデが不安そうに言う。

「それは大丈夫だよ、姉さん。僕が頭のいいこと、知ってるだろ？　部屋に籠こもってる間も勉強してたんだよ。君たちがうるさかったけど」

　――自信が戻ってるんだな。いいことだ。

「あはは。そうだったよな。うるさいって水をかけられたよな。官吏養成所って厳しいんだろ？」

「うん。教官にはドゲザするつもりだ」

「土下座っ!?」

「異世界の謝罪のやり方なんだろ？　養成所では異世界の文化も学ぶんだ。たまに異世界からマレビトがやってくるから。でも、本物のマレビトと話したのは、養成所の生徒の中じゃ、僕だけだな」
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「俺の名前は秋あき津つ翔太だ。ショウタって呼んでくれ」

「ショウタ、そのう、ちょっと聞きたいんだが、……異世界でも、教官が生徒に異常に厳しくする、っていうのあるのか」

「ある。俺も、あの運動は、養成コースに通って覚えたんだ。あのときの先生はすごく厳しくて、泣き出す生徒もいた。専門学校の先生が天使に見えたな」

　新卒でフィットネスクラブに就職したあと研修期間があり、運動生理学や栄養学、高こう齢れい者しや心理学について座学を受ける。

　配属されてからも、先せん輩ぱいトレーナーについて仕事を覚える。ボディシェイプボクシングは、トレーナーの仕事をはじめてから養成コースに通って覚えた。あのときの先生はひどく厳しかった。

「でもよ。あのとき、厳しくしてもらえたから、楽しいレッスンができるんだと思う」

「ふうん……そうか……そうだよな。異世界でも、貴族は文官長になれるけど、庶しよ民みんは下したっ端ぱ役人しかなれない、っていうの、あるのか？」

「それはないけど、理り不ふ尽じんなことはやっぱりあるよ。俺は会社ってところに雇やとわれていて、月給をもらっていたんだけど、レッスンしてもしなくても月給は変わらないんだ。だけど、レッスンごとにお金をもらえる人たちもいるんだ」

「レッスンごとにお金をもらえる人は貴族なんだな」

「身分が違ちがうんじゃなくて、役割が違うだけだ。レッスンごとにお金をもらえる人は、養成コースの研修費とか全部自分で払はらうんだ。俺は養成コースに行ってるあいだも月給が出てるし、怪け我がしたときの治ち療りよう費ひも会社が負担してくれるんだ。だから俺は、悪くない仕事だと思ってる。考え方だと思うんだ」

「考え方かぁ。……でもよ、僕たち庶民には厳しい教官がさ、貴族の子し弟ていには甘あまい成績つけてるんだぜ。あれ見たとき、ショックでさ、いくらがんばっても無む駄だな気がしたんだ」

　サミュエルは、教官のパワハラとひいき、さらに庶民は文官長になれないという理不尽さから、養成所に通う気が無くなり、引きこもりをしていたらしい。

「無駄じゃないよ。甘い成績をつけられたほうは、実力がつかないよ。現状を変えることができないなら、その中でベストを尽つくせばいいんだ」

「そうだな……」

　サミュエルははぁっとため息をついた。

「はじめは腹痛だったんだ。ほんとうに体調が悪かったんだけど、一日休むと、なんか、行けなくなってしまって。登所しようとすると、冷ひや汗あせが出て、手や足が震ふるえて、このままじゃいけないと思うのに、部屋の中から出られなくなってしまった。……君たちがきっかけを作ってくれた……ショウタ、ありがとう！」

「アンジェリカにもお礼を言ってあげてくれ」

「ありがとう」

「どういたしまして」

「……登所するのは……不安だけど……また息が苦しくなりそうで、怖こわいけど……がんばらないと……」

「サミュエルは、部屋の中で勉強してたんだろ？」

「ああ」

「だったら大丈夫だよ。教官に土下座するつもりなんだから、ぜったいうまくいくよ」

「そうだな。ドゲザでダメなら、もう一回試験受けるところからはじめるよ」







トレーニングその３：魔法使いを鍛えたら







「客が来ないねー」

　コップを拭きながら、アンジェリカがため息をついた。

　グラスは布で磨みがかないと、すぐに曇くもってしまう。

「そうだなぁ……」

　床ゆかにモップをかけながら、翔しよう太たが答えた。月下一闘とう技ぎ会のためにトレーニングしたいという人が来ても良さそうなのに、ひとりも来ない。

「みんなレイチェル様にいいカッコ見せたいんだ」

「トレーニングはドーピングじゃないんだけどなぁ。ズルでもないし」

「お姫ひめ様さまから剣けんを賜たまわる儀ぎ式しきのとき、自分の力で勝ったって言いたいんだと思うよ」

　アンジェリカの言うことはもっともだった。そうなると、トレーナーセンターの客はたぶん増えない。

「レイチェル王女殿下、美しさに磨きがかかっているからなぁ。前に王宮に行ったとき、綺き麗れいさが増していた」

「そうなの？　いいなぁ。私も行きたい。王宮で王妃様や王女様と一いつ緒しよにお茶会なんて素す敵てきだろうなぁ」

　アンジェリカは甘い笑えみを浮かべた。彼かの女じよは手も足も細くて少年のようなのだが、こういうところを見ていると、やっぱり女の子だなと思ってしまう。

「今度王宮に誘さそわれたら、一緒に行こうか？」

「行きたいっ」

「ヒマだなー。仕事もないし」

「そうだね」

「自転車の練習するか？」

「……いい……」

　アンジェリカはひどく転んで、足に包帯を巻いてから、自転車の練習を嫌いやがるようになった。痛い怖いという気持ちが先に立つのだろう。翔太が誘っても断ってしまう。

「わかった。練習する気になったら言ってくれよな。つきあうから」

　そのときだった。

「ショウター!!」

　ジルおばさんが飛びこんできて、翔太をぎゅっと抱ほう擁ようした。

「ショウタ、ありがとう！　ショウタのおかげだ!!」

　ふっくらしたジルおばさんに抱だきしめられて、翔太はじたばたと暴れた。

　イゾルデが、メイフィールド亭に入ってきた。イゾルデは、卵がいっぱいに入ったカゴを持っていた。

　魔法使いであることを示す赤と黒のドレスに、卵の白が鮮あざやかだ。

「サミュエルが登所を認められたの。今日から官吏養成所に通っているわ」

「よかったじゃないかっ」

「土下座したのか？」

　翔太とアンジェリカの声が重なった。

「ドゲザはしなかったけど、教官に謝罪したらしいわ。勉強が遅れているので、今、すごく真しん剣けんに勉強してる。政治学だとか経理だとか外国語だとか、文官はたくさん勉強しなきゃいけないの」

「ありがとう。ショウタ、アンジェリカ！　お礼に卵を持って来たんだよ」

「これはジルおばさんから」

　イゾルデが卵がいっぱいに入ったカゴをアンジェリカに渡す。

「ありがとう」

　アンジェリカが顔をほころばせた。

「こっちは私から。サミュエルのトレーニング代よ。これで足りるかしら？」

　ディナール銅貨を渡された。

「ありがとう。イゾルデもトレーニングするか？」

「魔法の師しし匠ようは、魔法使いにしかできないと思うから遠えん慮りよするわ」

「月下一闘技会にエントリーしてるんだろ？」

「してる。でも、自分でがんばってみる」

「わかった。応おう援えんするよ。がんばれ」

　そのとき、キッチンの隅すみで、白いモコモコが動いた。ウサギのような耳とフェレットみたいな小動物だ。

　ざるの上の豆を両手で持って口に入れることを繰くり返かえしている。ハムスターみたいに、頬ほお袋ぶくろがあるのだろう。

「ラパンだっ。あいつ、野菜を荒あらす害がい獣じゆうなんだっ!!」

　アンジェリカが悲鳴をあげた。

　赤い目と長い耳が愛らしい小動物だが、野菜が好物で、畑の野菜がラパンに荒らされて全ぜん滅めつしたりしている。

　家の中にも入ってくるなんて思わなかった。

　小動物は、翔太たちを見ると、キキッと小さい声で鳴いた。

「稲妻のデュナミスよ。私のお腹より出いでて空中を飛んでラパンを貫つらぬけ!!　エクレール・デュナミス！」

　イゾルデが魔法の杖つえを構え、杖の先せん端たんでウサギフェレットを指し示した。

　杖の先端に紫むらさき色いろの光のカケラが回転しながら集まってきた。空中に浮ふ遊ゆうするガラスか、透とう明めいな蝶ちよう々ちようのようで美しい。

　紫色の光のカケラは、縒より合わさった一いち条じようの光線となって発射される。

　ラパンが跳はねながら逃げようとした。

　空中に飛び上がったラパンを電でん撃げきが貫いた。

　電でん撃げき魔ま法ほうは、全身がビリビリする痺しびれに襲おそわれる。

　ウサギフェレットは、紫色の光に包まれ、地面に落ちた。衝しよう撃げきで豆を入れていたざるがひっくり返って中身を散らす。

「きゃあっ、豆がぁっ！　保存食料がぁっ」

「うわぁ。あれ、ビリビリするんだよなぁ……ウサギフェレットのやつ、かわいそうに」

　翔太はぶるっと身体を震わせた。

　イゾルデの電撃魔法は、数分間の痺れに襲われるだけで、何の後こう遺い症しようも残らないのだが、あのビリビリは身体の内側を引っかかれているみたいで不快だった。二度と味わいたくない。

　しばらく硬こう直ちよくしていたラパンだが、ピクッと震えると起きあがり、走り去っていった。

　アンジェリカが走り寄り、あわてて豆を拾い集める。

「ショウタ、手伝って」

「ああ、そうだね。ごめん」

　ラパンをぼうっと見ていた翔太は、アンジェリカに言われてあわてて豆を拾い集める。

　ざるの下には布を敷しいてあったので、地面に落ちた分はわずかだったが、地面に散らばった豆をひとつひとつ拾うのは大変だ。

「ど、どうして……？」

　イゾルデが呆ぼう然ぜんとしている。

「どうかしたのか？」

「魔法を使っても、クラッとしなかったの！」

　イゾルデは、前に翔太に電撃魔法をかけたとき、ふらふらして力なく座りこんでいた。

「私、いままで、魔法を使うたびにクラッときて、立ちあがれなくなっていたのよ。なのに、なんだか、息をするみたいに、楽に魔法をかけられたの……」

　イゾルデは興奮のあまり、顔を赤く染めている。

「サミュエルと一緒に運動したからじゃないのか？」

　ボディシェイプボクシングで気付いたことだが、イゾルデは運動が苦手だ。サミュエルは家の中に籠もっていたせいで身体がなまっているだけだろうが、イゾルデは、蹴けるたびにバランスを崩して倒たおれそうなほどよろよろしていた。

「そうなの？　運動したから魔力が強くなったの？　なんだか信じられない」

「魔力っていうのは、お腹なかの中にあって、呪じゆ文もんで引き出して、杖で方向を指し示すんだって言ってたよな？　イゾルデはすごい力を秘ひめてるはずだけど、力がうまく出てくれないって」

「そうよ。私は月の神ラリュヌ様から、デュナミスをプレゼントされて生まれてきたの」

「これでわかった。コアトレーニングで身体の軸じくを正すと、魔力がうまく出るようになると思う。俺にトレーナーをさせてくれないか？」

「コアトレーニング？」

「コアって体幹って意味なんだけど、身体の幹の部分、お腹や背中や胸やお尻しりの筋肉を言うんだ。イゾルデは、腹筋と背筋が弱くて、身体の軸がぶれてて重心が定まらないから、お腹の力を出すのが難しいんだ。……アンジェリカ。片足で立って、ここにパンチしてほしい」

　翔太は、左手のひらを肩の辺りで構えた。

「うん」

　アンジェリカは片足立ちでパンチしたが、ひょろひょろの突つきになった。それでも的に当てるだけすごい。普ふ通つうなら転ぶだけだ。

「……あ、あれ……拳こぶしに力が入らないや……」

　アンジェリカはよろよろして前のめりになり、たたらを踏ふむ。

「今のイゾルデは、こういう状じよう況きようなんだ。だから、お腹の力が使えないんだ。だけど、身体の軸を安定させたら……アンジェリカ、今度は普通に立って、パンチしてほしい」

　アンジェリカが立ちあがり、基本姿勢を取ってパンチした。

　ヒュッと空気が鳴り、パシンッと軽い音が鳴る。

　手のひらがヒリヒリして熱くなった。

　腰こしの入ったいい突きだ。

　ボディシェイプボクシングがちゃんと効果をあげている。

「こういうふうに、しっかり力を出すことができるんだ」

　野球のイチロー選手や相撲すもうの琴こと奨しよう菊ぎく関、サッカーの長なが友とも佑ゆう都と選手、ゴルフの石いし川かわ遼りよう選手、短たん距きよ離り走のウサイン・ボルト選手など、体幹トレーニングに取り組むアスリートは多い。

　身体の軸を整えることでパフォーマンスを向上させることができるからだ。

「そうなのね！　でも、私、そのう、運動は苦手で……あんまり難しいトレーニングはできないと思うの」

「大丈夫だよ。軽い運動で効果が出るやつにするから」

　運動の苦手な人にアドバイスするのは慣れている。

　なにしろ、高齢者だらけのフィットネスクラブでトレーナーをしていたのだから。

　コアトレーニングは、プロスポーツ選手だけのものではない。むしろ、高齢者や運動の苦手な人、体力のない人、病気がちな人にこそ向いている運動だ。

　身体のゆがみがとれて転びにくくなり、歩いたり走ったりすることがらくにできるようになる。

「わかったわ。トレーナーをお願いするね！」

「ああ、よろしく」

　手を差し出すと、握あく手しゆの意味を知らないアンジェリカが手を握にぎってきた。イゾルデがさらに手を重ねる。

「一緒にがんばろう！」

「おーっ」

　翔太は部活を思い出した。こんなふうに円えん陣じんを組んで、かけ声をかけた。

「サミュエルだってがんばってるんだから、私だってがんばらなきゃ……」

　イゾルデが、きゅっと唇を噛み、緊きん張ちようした顔をした。

「依い頼らい内容は、闘技会で勝ちたい、でいいんだな？」

「それもあるけど、お師匠さんがいうように、私がすごい力を秘めてるなら、私の力を引き出したいの」

「わかった。月下一闘技会まで、あと何日だ？」

「二十八日よ」

「それだけあれば充じゆう分ぶんだな。……魔ま法ほうって、どういうものなのか教えてくれ」

「いいわよ」

　イゾルデは、右手を襟に当てた。次の瞬しゆん間かんには魔法の杖が握られている。

　目が大きくてかわいい系の顔立ちをしている彼女だが、魔法の杖を持つと、表情が厳しくなり、魔法使いらしくなった。

「魔法の杖って、突とつ然ぜん現れたり消えたりするのか？」

「襟につけてるブローチなのよ。魔法使いは杖を持ち歩かなくてはならないから、いつもは小さくして服に飾かざっているの。触さわると大きくなるしくみなの。私のお師匠さんがくださったのよ」

「そうなんだ。ブローチだったんだ。気がつかなかった」

「ショウタってさ、私が髪かみを切ってきたり、新しい服を着ても、気がつかないんだ」

　アンジェリカが言う。

「あはは。死んだお母さんも同じようなこと言っていたわ。男なんてそんなもんらしいわ。……魔力はデュナミスっていって、神がくださった力なの。デュナミスをくださった神によって、魔法の性質が違うの。水の神のご加護を得てる魔法使いは水の魔法しか使えないし、風の神の場合は風魔法ね。アヴィニヨン王国は月の神をお祀まつりする国だから、月の神のご加護を得ている私のデュナミスは強い……はずなのよ」

「月の神の力って、どんな力なんだ？」

「雷かみなりは月が落とすそうなの。だから、雷の魔法が得意ね。電撃魔法っていうの」

「俺おれが食くらったやつだ。他にはどんなのがあるんだ」

「月の神は、引っ張る力をお持ちになっているそうよ。地面と月が私たちを引っ張ってるから、私たちは空中に浮かばず、地面にまっすぐ立っていられるんだって」

　引力のことらしい。

「だから、お師匠さんは、ものを空中に浮かせり、自分が浮いたりなさるのだけど、私には無理ね」

「難しいのか？」

「呪文も難しいし、ものすごくデュナミスを使うらしいの」

「魔法は金銀宝石を使うって聞いたんだけど、金銀宝石がデュナミスなのか？」

　翔太が聞くと、イゾルデが答えた。

「デュナミスは持って生まれた力なの。金銀宝石は触しよく媒ばいね。お腹の中のデュナミスが少ない人は触媒を使うけど、私は触媒は使わないわ。呪文でお腹の中の力を引き出して、魔法の杖で方向性を指し示すの。呪文が長くて複雑なほど、強い魔法が使えるのよ」

「ものを浮かせることができるなら、箒ほうきに乗って空を飛ぶこともできそうだな」

「何よそれ。ショウタの国ではそんなことができる魔法使いがいるの？　ここじゃ、そんなことできる魔法使い、いないわよ。冗じよう談だんを言ってないで、早く教えて」

「そうだな」

　翔太は、階段の下の運動スペースにイゾルデを案内した。

「うつぶせになって、肘ひじと足のつま先で身体を支えて、お腹に力を入れて、ゆっくり十数える」

　翔太が手本を見せると、アンジェリカがマネをした。自分の体重を重りにするので、寝ね転ころべるスペースさえあればできるトレーニングだ。

　フロントブリッジとか、プランクとか名前がついている。プランクとは板の意味で、身体を板のようにまっすぐにするところから来ている。

「こんな感じ？」

　運動の得意なアンジェリカは、軽々とやってみせた。

「そうそう。背中をまっすぐにするのがコツなんだ」

「腕うで立たて伏ふせみたいだけど、肘で身体を支えるので、ぜんぜん苦しくないね」

　アンジェリカがプランクをしながら言う。

　それを見たイゾルデがマネをする。

「これならできるわ！」

「十数えたら少し休んで、また十数える。それを五回繰り返す」

　三回目まではらくらくとやっていたが、四回目あたりから苦しくなってきたみたいで、顔が赤くなっていた。

「ちょ、ちょっと、キツイかな……」

　プランクは、腹筋だけでなく、背筋、臀しり筋きん、内転筋を同時に鍛きたえることができる。簡単で運動効果が高い。

「ちょっとキツイ程度までキープするのがコツなんだ。息を止めないで。あともう少しがんばって。……三、二、一はいオッケー！」

　イゾルデはその場に腹はら這ばいになり、うれしそうに言った。

「この程度ならできるわ！」

「ショウタ、これでほんとうに効果があるの？　私、ぜんぜん辛つらくないよ」

　イゾルデが目を丸くしてプランクを続けているアンジェリカを見つめている。

　アンジェリカは小こ柄がらで痩せ型で、腕うでも足も細く、運動ができるようには見えない。そんな彼女が軽々とコアトレーニングをしてのける様子は、イゾルデには驚おどろきのようだ。

「イゾルデも、毎日ちょっとずつ練習すれば、アンジェリカみたいになるよ。だってほら、ボディシェイプボクシングを五日ほどやっただけで、魔法の使い方が上手になったじゃないか？」

「アンジェリカってすごいのね。運動は何でもできるのね」

　アンジェリカが酸すっぱいものを食べたような顔をした。彼女は、自転車の練習中に転んで以来、自転車の練習をしていない。
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「すごいのはショウタだよ。ショウタのいうとおりにやったら、月祭りの奉ほう納のう走ばしりで優勝したんだよ」

「そうなんだぁ。優勝者なんだぁ。だからアンジェリカって運動ができるのね。私、奉納走り見なかったのよね。巫女みこさんの奉ほう納のう舞まいだけ見て、あとは家で魔法の修しゆ行ぎようしていたの」

　身体を動かすことが苦手な人は、観みるスポーツも関心がないことが多い。ようするにスポーツそのものに興味がないのだ。

「ショウタのアドバイスで、カレン姉さんが痩やせたんだよ」

「サミュエルが登所してくれたのも、ショウタのおかげだしね」

「俺はトレーニングメニューを組むだけ。実際にトレーニングをして結果を出したのはカレンやアンジェリカやサミュエルだよ」

「私も、ショウタのいうとおりにしたら、魔力が強くなるのね」

「もともと持っている魔力をうまく使えるようになるっていうだけだ。トレーナーは魔法使いじゃない」

「私は魔法使いよ！　それもすごい力を秘めてる魔法使いなんだからっ。……まぁ、その、力が思うように出せないんだけどね……」

「はいはいもう一回しよう。これで五回目だよ。カウントするよ。十、九……」

　五回の練習を終えたあと、翔太はもうひとつだけトレーニングメニューを提示した。

　仰あお向むけに寝転んで、背中を床にくっつけながらお腹をへこますドローイングだ。内臓を取り囲んでいる腹ふく横おう筋きんを刺し激げきし、強くする。

　腹横筋は別名コルセット筋と呼ばれていて、この筋肉を鍛えると、身体の軸がぶれなくなる。ダイエットにも効果的だ。

　これも十秒キープを五回。

「よかった。これ、そんなに苦しくない。この程度ならできそう。ありがとう！」

「イゾルデ、これ借りた服。洗せん濯たくしてプレスしておいたんだ。貸してくれてありがとう」

　アンジェリカが畳たたんだ服を持って来た。

　卵の入っていたざるに載のせて返す。

「どういたしまして。ドローイングとプランク、毎日家でするね」

「七日後にもう一回来てくれ。メニューを見直すから」

「ん、わかった。じゃあ、またね。アンジェリカもがんばってねー」

　イゾルデは手を振ふりながら帰って行った。

　彼女の後ろ姿をじっと見ていたアンジェリカは、思い切ったように言った。

「そうだな。私も自転車がんばるよ。ショウタ、教えてくれ」
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　アンジェリカが自転車にまたがった。

　キュッと唇を噛み、緊張した表情を浮かべている。

「行くよ」

　アンジェリカが両足で地面を蹴り、ペダルに足を乗せる。

　自転車がよろよろと進んでいく。

　翔太は、荷台を支えていた手を放した。

「アンジェリカすごい！　その調子だ。がんばれっ！」

　いつもなら足をつこうとしてバランスを崩し、転んでしまうのだが、今回はスイスイと進んでいる。

　足がしっかりペダルに乗り、ちゃんとペダルを漕こげている。

「わっ。乗れたっ！　自転車、動いているっ」

　アンジェリカは嬌きよう声せいをあげた。

「そうそうその調子！　目を開けてるか？」

「開けてるよ。当然だよ」

　アンジェリカが自転車に乗れなかったのは、目を閉じてしまうのと、足をつこうとしてバランスを崩くずすせいだ。

　怖い、転びたくないという感情が先に立ち、自転車を乗りこなすために必要な思い切りがなかった。

「わぁぁっ。気持ちいいぃーっ。ショウタ、自転車乗れてるよーっ。なんで突然乗れるようになったんだろ？」

「ボディシェイプボクシングのおかげだと思うよ」

　突いたり蹴ったりする行こう為いは、強くなった気分になり、勇気が出る。

「すごいよ。風になったみたいだ。気持ちいい！」

　翔太は彼女を追いかけた。

　アンジェリカの背中から、彼女が歓喜している様子が伝わってきてほほえましい。

「右に曲がろう。ハンドルを右に曲げて、体重を右に移してみようか」

「体重を右に？　わぁっ。自転車が勝手に……、えっ、わぁっ、わぁぁっ」

　バランスを崩し、横よこ倒だおしになって転んだ。

「痛っ」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　アンジェリカはすぐに立ちあがると自転車を起こした。

「わかった！　右に曲がりたかったら、右にハンドルを切って、右に重心を移したらいいんだねっ」

「そうそう」

「なんだ自転車って簡単じゃないかっ!?　ありがとう。ショウタのおかげだっ！　ショウタすごいっ！」

　アンジェリカの輝かがやいた表情を見ていると胸の奥おくがムズムズした。

「すごいのはアンジェリカだよ」

「もう一回乗ってみるっ！」

「おい。膝ひざとか肘とか大丈夫か」

「いいんだ。自転車に乗りたいんだ！」

　アンジェリカはもう夢中だ。はじめは曲がろうとするたびに転んでいたが、やがてスイスイと乗りこなせるようになった。

　翔太は木の根に座すわりこみ、うれしそうに自転車に乗るアンジェリカを見つめていた。

　アンジェリカが自転車を走らせる向こう、街かい道どうで何かが光った。騎き馬ばがやってくる。

「アンジェリカ、ストップ、止まってくれ！　ブレーキ!!」

　この世界の人たちは、自転車になじみがないため、驚かせてしまいかねない。

　イゾルデのようにいきなり電撃魔法をかけるというのはめったにないだろうが……。

「王宮のお使いだね」

　文官長のセバスチャンが騎馬で走ってくる。王おう妃ひ陛下か王女殿でん下かからのお使いだ。勅ちよく使しは正式な馬具をつけるため、馬具がキラキラ光ってる。

　アンジェリカが自転車を止めたのと、勅使がメイフィールド亭ていの前で馬を止めたのは同時だった。

　アンジェリカは自転車から降りようとして、自転車を横倒しにしてしまった。彼女に手を貸して自転車を起こし、スタンドを立てていると、下馬したセバスチャンが笑みを浮かべた。

「おおっ。アンジェリカさん。自転車に乗れるんですか。それはすばらしいですのぉ。マレビトしか乗れないものと思っていました」

「私がすごいんじゃなくてショウタがすごいんです。乗り方、教えてくれたんで、練習したら乗れるようになりました」

「ショウタ様に招待券を届けに来ました。王妃陛下と王女殿下からのお茶会のお誘いですじゃ」

「ありがとうございます」

　紙の封ふう筒とうを差し出された。封ふう蝋ろうで王家の紋もん章しようを印いんしてある。

　正式なイベントは羊皮紙を巻いたものに封蝋だから、これは、王妃と王女が個人的に催もよおす内輪の会だ。

　教官の誘いをさらにされるのだろうか。だとしたらお茶会を遠慮したほうがいいのではないか。だが、お茶会はアンジェリカが行きたがっていた。

「アンジェリカとふたりなら行きます」

「それはよかった。明後日の昼ひる頃ごろ、馬車を寄よ越こします。それでは失礼致いたしますじゃ」

　セバスチャンは、再び馬に乗って王宮へと帰っていった。

　彼かれの背中を見ていると複雑な気分になった。セバスチャンは、貴族だから文官長になれたのだろうか。庶民はどんなに優ゆう秀しゆうでも文官長にはなれないのだろうか。サミュエルはそう言っていた。

「馬車に乗って王宮だって。きゃあっ！　うれしいな。何を着ていこうかな？」

「アンジェリカは何を着てもかわいいよ」

「そ、そんなことないけど、王宮のお茶会だから、ぱりっとしたのを着たいんだ。カレン姉さんに頼たのんで貸してもらおうかな。ショウタも、ジャコブ義兄にいさんに服を貸してもらったらいいと思うよ。背格好似てるし」

「俺はこれでいいや」

「だめ。きちんとした服を着よう。王宮に行くんだから」

　アンジェリカは王宮のお茶会に目を輝かせている。確かに、内輪の会とはいえ、王宮に行くのにジャージ姿というのはよくないだろう。

「そうだね。カレンにも逢あいたいしな」
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「久しぶりね。アンジェリカ、ショウタ。どうぞ入って」

　翔太は、新居に招き入れてくれるカレンを見て安あん堵どしていた。

　カレンは甘い笑みを浮うかべている。ドレスにエプロンをつけ、長い髪を首の後ろで結んでいる。

　服装は結けつ婚こん前と同じだが、ふんわりした癒いやし系けいの雰ふん囲い気きは、前にも増して強くなっているように思える。

　――よかった。カレン、幸せそうだ。

　リバウンドしているのではないかと危き惧ぐしていたのだが、体型はすらっとしたままだ。

「王宮にお呼ばれしたんだ。ショウタに服を貸してあげてほしいんだ。カレン姉さん。私にもドレス貸して」

「あなた、いいわよね？」

　妹の言葉を引き取って、カレンが夫に言う。

「いいぜ」

「ドレスだけじゃなくて、アクセサリーやバッグも貸してあげるわよ。靴くつはどれがいいかしら？」

「ショウタ、こっちに来てくれ。これ着れるか？」

　ジャコブに誘われて彼の部屋に入り、上着を羽織る。

「うん。袖そで丈たけもぴったりだ。ありがとう。これ借りるよ」

　上着を脱ぬいでから、思い切って聞いた。

「……そのう、カレンと、ジャコブのお母さん、うまくやってるか？」

　カレンとジャコブが恋こい人びと同士だったとき、結婚に反対したジャコブの母が、カレンに暴言を吐はき、結婚を反対した。

　カレンはそのショックと、両親の不ふ慮りよの死、仕事を辞やめたことでの環かん境きようの変化によるストレスで激太りしてしまった。

　ダイエット指導をしたのは翔太だった。低糖質ダイエットと筋トレを組み合わせた痩そう身しん指導だ。元の職場でも、痩身のパーソナルトレーニングは得意だったし、筋トレと食事療りよう法ほうを組み合わせた低糖質ダイエットはリバウンドしにくい。

　だが、ストレス太りをしたカレンの場合、リバウンドするかしないかは姑しゆうとめと仲良くやれるかにかかってる。

「うん。なんとかうまくやってる。母さんも反省してるし、カレンもお義母様、お義母様って、うまく母さんをたててるんだ。やばそうになったら、俺が間に入って強ごう引いんに話を変えるからな」

「そうか、よかった……」

　翔太は胸をなで下ろした。

「それにしても、王宮からお呼ばれなんてすごいな。何かショウタに頼み事ごとがあるのかな」

「実はその、軍事教練の教官になってくれって頼まれたけど、断ったんだ。軍事教練なんて性に合わねえし。ジャコブは闘技会には出ないのか？」

「出ない」

「ジャコブってたしか、剣が得意だったよな？」

「俺は下級貴族だし、領地管理しなきゃならないからな」

　下級貴族は、江え戸ど時代でいう庄しよう屋やみたいなものだ。

　もしも戦争が起これば国を守って戦うが、平時は領地の農作業の管理をし、税金をまとめて支し払はらう。ジャコブは自分で鍬くわを握って、土地を耕したりもする。

「出場資格は問われないんだから、下級貴族だって出られるんだぞ」

「俺は、カレンに忠誠を誓ちかっているからな。レイチェル王女殿下は美しい人だけど、俺はカレンのほうがずっと美しいと思ってるから」

「よかった。カレンはもう太らないな」

「カレンは太っていても痩せていても綺麗だぞ」

「ごちそうさま。すげぇな。ベタ惚ぼれじゃないか」

　ジャコブはわざとらしい咳せきをした。

「ふふ。かわいい。似合ってるわよ」

　廊ろう下かからカレンの声が聞こえた。

「ショウタ、見て見てっ！」

　アンジェリカのはずんだ声がする。

　ドアを開けて外に出ると、アンジェリカが刺し繍しゆうがたくさん入ったドレスを着て、はにかんで立っていた。スカートはチュールレースを重ねてあり、ふわふわとふくらんでいる。

「姉さんが貸してくれたんだ。かわいいだろ？」

「私のドレスなんだけど、アンジェリカに似合うかなと思って。裾すそは長めだけど、これぐらいのほうが上品ね」

「背中のリボンがかわいいんだよ」

　アンジェリカは、頬ほおをピンクに上気させて、スカートをひらひらさせながら身体をひねった。

「うん。かわいい！　よく似合ってる」

「ふふ、こんなにかわいいドレス、なんか恥はずかしい」

　はにかむところがアンジェリカらしい。自信家で陽気なマリーナなら、「当然でしょ、私を誰だれだと思ってるの」と胸を張るだろうし、レイチェル王女殿下なら、おだやかにほほえむだろう。

「ふふっ。アンジェリカ、ショウタが好きなの？」

「そ、そんなんじゃないよ」

「アンジェリカは妹みたいな子なんだ」

「ショウタはお兄さんみたいな人なんだ」

　声が重なった。

「あはは」

「くすくす」

　兄きよう妹だいみたいなふたりと新しん婚こん夫ふう婦ふの間で笑い声がはじけた。

「カレンが幸せそうでよかった」

　照れくさい空気を払はらうつもりで強引に話題を変えると、カレンが甘あまい笑えみを浮かべながら言った。

「ショウタのおかげよ。ありがとう」
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「もうひとついかが」

　レイチェル王女殿下がマドレーヌをアンジェリカに勧すすめた。

　王宮の一室である。
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　普ふ段だんは諸外国の要人と打ち合わせをする豪ごう華か絢けん爛らんな部屋で、王妃と王女、翔太とアンジェリカ、それにセバスチャンが同席している。

「ありがとうございます。いただきます」

　アンジェリカはうわずってかすれた声で返事をした。アンジェリカはこちんこちんになっている。こんなに緊張していては疲つかれることだろう。

「アンジェリカ、肩かたの力を抜ぬけよ。肩がこるぞ」

　そっとささやくと、王妃が顔をほころばせた。

「そうそうショウタ、私の肩こり、治ったのよ」

「ほんとうですか。よかったです！」

　現世では、会員のほとんどが高こう齢れい者しやというフィットネスクラブで仕事をしていたから、高齢者の身体の悩なやみはアドバイスできる。

「ドロシーはびっくりしました。揉もんでも揉んでも治らなかった王妃様の肩こりが、たった一晩で治ったのですから！　ショウタ様はやはりすごいです!!」

　メイドが言った。

「俺はたいしたことはしてません。枕まくらを高くしてもらっただけです」

「ううん。ショウタの智ち恵えは、やはりすごいわ」

「私たちは、やっぱりショウタにお願いしようと思って、お茶会に呼んだのよ」

「教官の件なら俺は……」

「ううん。教官じゃないわ。闘とう技ぎ会で、審しん査さ員いんをしてほしいの」

「審査員……」

　思いがけないことを言われて目を見張る。

「はじめは優勝者を従じゆう騎き士しに取り立てようと思ったの。でも、魔法使いに頼んで、力を増やしているかもしれないでしょう？　優勝者以外にも強い人を従騎士にしたいのよ」

「ショウタなら、ほんとうに強い人を見つけることができるんじゃないかと思ったの。優勝者以外にも、強い人がいるなら、三人でも四人でも従騎士にしたいわ」

「ショウタ殿どの。私からもお願いしますぞ」

　レイチェル王女と王妃、さらに文官長からお願いされてしまった。

「ショウタ、やってあげろよ、じゃなくて、やってあげましょうよ」

　審査員なんて偉えらそうな役割、らしくないと思うのに、アンジェリカにまで口くち添ぞえされて、翔太は頭を掻かきながら引き受けた。

「わかりました。お引き受けします」

　サミュエルのいうように身分で出世が決まるなら、せめてこうした競技の場は公平であってほしい。翔太が審査員を引き受けることで、公正を保つことができるかもしれない。

「すごい。ショウタ、審査員だって」

「あら、アンジェリカさんもすごいじゃないの。奉納走りで優勝したんでしょ」

「そのドレス、とてもかわいい。アンジェリカさんに似合ってるわ」

　王妃と王女から褒ほめられたアンジェリカは、とろけるように甘い笑みを浮かべた。

「ありがとうございます。奉納走りの優勝は、ショウタにトレーナーを頼んだからです。ショウタがすごいんです」

　アンジェリカのこの笑みを見ることができたのだから、王宮に来たかいがあった。審査員を引き受けるというオマケがついてしまったが……。

　楽しい時間はあっという間に過ぎて、お茶会は散会になった。

　王妃と王女、それに文官長にお礼を言い、馬車に乗る。

「楽しかった！　お妃きさき様も王女様も美しくていらっしゃって、お茶もマドレーヌもおいしかったぁっ。ああ、幸せ。いいなぁ。私も王女様になりたいなぁ」

　――プリンセスは大変だけどな。

　とは翔太は言わない。

　王妃と王女は、美しいドレスで着き飾かざって、メイドにかしずいてもらって、お茶を飲むだけではない。

　彼かの女じよらは、国政という重大な仕事を担になっている。実務は文官たちが行うにしても、自分の人生を国民に捧ささげる覚かく悟ごでいる。

　だが、アンジェリカがはしゃいでいる様子は、見ているだけで楽しくなる。

「ショウタ、にやにやしてどうしたのさ？」

「アンジェリカがかわいいから見とれていたんだ」

「そ、そんなこと、ないよ……」

　彼女はかぁっと顔を赤くすると下を向いた。

　アンジェリカの照れように、翔太までもが恥ずかしくなってしまった。ふたりしてテレテレしていたとき、馬車が止まった。

「ショウタ様、アンジェリカ様、到とう着ちやくいたしました」

「ありがとうございました」

　御ぎよ者しやにお礼を言って馬車を降りる。

　メイフィールド亭の前で、サミュエルが立っていた。

　彼は顔を汗あせまみれにして、親指をいらだたしげに噛かみながら、行ったり来たりしている。

「どうした？　サミュエル何かあったのか？」

「よかった。ショウタ。姉さんが大変なんだ。来てくれっ！」

「怪け我がか？」

　運動の苦手な人がいきなり運動をはじめたとき、怖こわいのは怪我だ。事故を起こさないように、軽めの運動メニューを組んだつもりだったのだが……。

「病気だと思う。痛い痛いってうめいてる。ベラミー先生を呼びに来たんだけど、先生はお留守で……」

　ベラミー先生は医者で、翔太が腕を骨折したときにお世話になった。毒どく舌ぜつだが、腕のいい先生だ。

「わかった。すぐに行くっ！」

「私も行くよ」

　アンジェリカが自転車に乗った。
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「ううーんっ」

　イゾルデは、ベッドにうつぶせになってうめいていた。

「身体からだ中じゆう痛いのよぉっ。ショウタ、なんとかしてぇっ」

「いま、アンジェリカが小麦粉を練ってるから、ちょっと待っててくれ」

　元の世界のように市し販はんのシップはないから、小麦粉を水で練ってとろとろにして、羊皮紙の裏側に薄うすく塗ぬりつけて、肌はだに貼はりつける。ひんやりして、患かん部ぶを冷やすことができる。

　翔太も腕を骨折したときは、この小麦粉シップのお世話になった。

「ううっ、お腹なかだけじゃなくてあちこち痛いよぉーっ」

「もうちょっとだけ我が慢まんして。すぐにシップができるから」

　翔太はまじめな顔を繕つくろいながらも、内心であきれていた。安堵と脱だつ力りよく感で、げっそりしている。

　サミュエルから聞いたときは、事故が起こったのかと思ったのに、イゾルデの苦痛の原因は、ただの筋肉痛だったのだから。

「ひどいっ」

「だって、イゾルデは、一日に何十回もプランクとドローイングしたんだろ？」

「何十回じゃないわ。何百回よっ！」

「姉さん、それは盛りすぎ。せいぜい百回ってところだろ」

　弟のサミュエルがツッコミを入れた。

「運動をしすぎると、筋肉痛になるんだよ。俺は一日に、プランク五回、ドローイング五回って言っただろ。それ以上はしちゃだめだ」

　イゾルデは身体の軸じくが弱くてバランスが取れず、転びやすい。高齢者並みの筋力だ。しかも、運動に興味がない。

　だから翔太は、一日五分でできて筋肉痛を起こさないよう軽めのメニューを組くんだのに、メニューを無視して何度も繰くり返かえしたらしい。

　――たくさんしちゃだめだって、しっかり念を押おさなかった俺も悪かったんだけど。

　――なんか意外だ。スポ根じゃあるまいし。イゾルデみたいに運動が苦手な人は、自分から進んでトレーニングしないはずなんだけど。

　翔太が勤めていたフィットネスクラブは、高こう齢れい者しや御ご用よう達たしのようなクラブで、会員は運動が嫌きらいな人、苦手な人が多い。

　翔太の経験では、運動の苦手な人が、トレーニングメニューの何十倍も運動することはなかった。

　まして、ボディシェイプボクシングのような楽しい運動ならともかく、コアトレーニングは地味な運動だ。

「だって、たくさんトレーニングしたら、早く上達すると思ったのよ。それに、温かいお風ふ呂ろに入って身体を休めたわよ」

「それ逆だよ。運動のあとは筋肉を冷やすべきなんだ」

　筋肉痛は筋肉の炎えん症しようだ。温めると炎症がよけいにひどくなる。運動したあと、すぐさま筋肉を冷やすほうがいい。

　筋トレのあとのお風呂というのは、実は筋肉にとってはよくない組み合わせなのだ。

　スポーツマッサージをしたら筋肉痛は軽減するが、女の人のお腹を触るのは気がひける。

「姉さん、僕ぼくが勉強で忙いそがしいのに、飯を作れ、風呂を沸わかせって、こき使うんだぜ」

　元の世界のように、スイッチひとつでお風呂が沸くわけではない。火を起こし薪まきをくべてお風呂を沸かさなくてはならないので、風呂を沸かすのは重労働だ。

「ふん。サミュエルが引きこもっていたあいだ、私が全部してあげていたんだから、少しぐらいいいじゃないの。私は動けないんだからっ」

「姉さん、魔ま法ほう使つかいのくせに、ほんと役にたたねえんだから。魔法で風呂を沸かせねぇし、魔ま法ほう治ち療りようもできないしよ」

「あのね。サミュエル、魔法は万ばん能のうじゃないの。魔法でお風呂を沸かすなんてできないの。火の神のご加護を得たお父さんだってできなかったでしょ」

「月の神のご加護を得ている我わが国くにでは火の神のデュナミスは相あい性しようが悪いんだろ」

「そうよ。文官になりたいんなら、それぐらい知っておかなきゃね」

「威い張ばるなよー。父さんは魔法治療できたぞ。魔法治療ってのは応用だって言ってたぞ。父さんよりも魔ま力りよくが強いはずの姉さんが、電でん撃げき魔ま法ほうしかできないなんておかしいだろー。姉さんって、負けん気が強すぎるよ」

　イゾルデがトレーナーセンターに来たとき、言ったことを思い出した。

　――勝負して！

　――私より強かったら、あなたに師事する。私のほうが強かったら、あなたには師事しない！

　負けん気が強いというより、思いこみが強いのだろう。前のめりになってしまって、それしか目に入らなくなる。まじめだが不器用だ。柔じゆう軟なん性せいはない。だが、集中力があるから、ハマると力を発揮するタイプだ。

「お父さんの話はやめてよっ！」

「イゾルデってさ、思いこみが強いのかも。私はこれしかできない、って決めてないか？　空に浮かぶ魔法もさ、デュナミスが多いイゾルデならできるかもしれないし、魔法治療も、やってみたら案外できるのかもしれないよ。自分に魔法をかけてみたら？」

「ショウタは素人しろうとだからそんなこと言えるのよ！」

　イゾルデは渋じゆう面めんを作った。怒おこってるみたいだ。

「そうか。ごめん」

　ドアが開いた。

「シップできたよー。男は外に出てっ！　しっしっ」

　アンジェリカがトレイを持ってやってきた。トレイの上には羊皮紙と練った小麦粉を入れた木のボウルと、木のへらが載っている。

　彼女と入いれ違ちがいに部屋を出る。

「ショウタ、呼びつけてごめん。姉さんも僕も、運動をほとんどしてないものだから、筋肉痛なんて思いつかなかった」

「たいしたことなくてよかったよ」

　そのとき、部屋からイゾルデの叫さけび声ごえとアンジェリカの声が聞こえた。

「きゃあっ！　冷たいっ!!　風か邪ぜ引くよ」

「暴れると貼れないよっ！　痛いんでしょっ!?」

　翔太は苦く笑しようした。
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「稲いな妻ずまのデュナミスよ。私のお腹より出いでて空中を飛んであの自転車を貫つらぬけ!!　エクレール・デュナミス！」

　イゾルデがまっすぐに構えた杖つえの先せん端たんから紫むらさき色いろのレーザー光線が出て、自転車に当たる。

　ぐらぐらと揺ゆれながら紫色に発光し、夏の夜の花火のようにキラキラと輝く。

　幻げん想そう的てきな風景だ。

「ちょっとやめろよ！　私の自転車に何をするんだっ。……あっ。自転車はショウタのだけど」

　アンジェリカが自転車に乗れるようになったおかげで、自転車はアンジェリカ専用のようになっている。

　もう一台欲ほしいところだが、そんなに都合よく自転車が落ちてくるわけではない。

「ふたりのでいいよ。自転車は電でん撃げきじゃ壊こわれないから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「やったーっ」

　イゾルデは、魔法の杖を右手で抱だきしめ、左手で握にぎり拳こぶしを作って前後に振っていた。

「私の魔力、強くなってる！　電撃魔法を使ってもクラクラしないわっ!!　なんてすごいのっ」

　筋肉痛で寝ね込こんだりもしたが、コアトレーニングを繰り返すことで、はっきりと電撃魔法の威い力りよくが向上した。

　七日ごとにトレーニングメニューの見直しを行い、今ではプランクとドローイングだけではなく、サイドブリッジという名前の身体を横に支える運動と、片足立ち、アーム＆レッグレイズもしてもらっている。

　コアトレーニングは誰でもできる代わり、地味で退たい屈くつな運動なのに、イゾルデはきちんとメニューをこなしてくれたようで、身体の軸がはっきりと定まった。

　今なら他の運動や魔法もできるはずだ。

「電撃魔法だけではなく、魔法治療とかもやってみたらどうだろう？　魔法は応用ができるんだろ？　イゾルデのお父さんが、そう言ったんだろ？」

　さっきまではしゃいでいた彼女の瞳ひとみが、スッと翳かげった。

「お父さんの話はやめて」

「ごめん」

　まただ。なぜだろう。イゾルデは、父親の話をするとひどく嫌いやがる。

　依い頼らい内容は、彼女自身の秘ひめた力を引き出すことと、闘技会で勝つことだった。

　電撃魔法だけで闘技会で勝てるのだろうか。

　だが、魔法に対するアドバイスは翔太にはできないし、これでいいのかもしれない。

　月下一闘技会は、明後日に迫せまっていた。







トレーニングその４：開幕、月下一闘技会







　月下一闘技会の日は晴天だった。

　翔しよう太たとアンジェリカ、それにサミュエルの三人は、王宮へとつながる街道を歩いていた。

　お祭り気分の庶しよ民みんたちが話しながら歩いてる。

「楽しみだねー。お隣となりのお兄さんは徒手格かく闘とう術で、叔父おじさんは槍やりで出るって言ってるよ」

「いや、面おも白しろそうじゃないか。王宮もしゃれたことしてくれるよ」

「王妃様、元気になってよかったね」

　小学校の運動会みたいな雰囲気だ。

　いつもなら、厳しい誰すい何かをする王宮の門番も、この日ばかりはにこにこしている。

「ショウタ様ですね。どうぞこちらにおいでください」

　待ち構えていた文官に案内された。

「こちらです。どうぞ」

「ありがとうございます」

「わーっ。見やすい」

　アンジェリカが嬌きよう声せいをあげた。観客席のいちばん前で、これがコンサートならＳ席というところだろう。

　王宮の中庭をぐるりと取り巻く形で観客席が設もうけられ、真ん中は闘とう技ぎ場じようだ。

　ひときわ高いところにある観客席が貴族席で、中央のバルコニーは王族の席らしい。バルコニーのすぐ下に、木でできた舞ぶ台たいがしつらえてある。あのいちばん隅すみのテントは文官詰つめ所しよだ。文官は特とく徴ちよう的てきなお仕着せを纏まとうからよくわかる。

　王宮の中庭は、華はなやかな緊きん張ちようの中にあった。

　闘技会に出る男たちが剣けんを振ふっていたり、単演武をしていたり、軽く飛とび跳はねたり、柔じゆう軟なん体操をしたりしている。赤い服、深しん紅くの帽ぼう子しの魔法使いや女性格かく闘とう家かも散見される。

　在野の中から優秀な者を探し出すことが闘技会の目的なので、参加者は腕うで自じ慢まんの庶民が多い。

「兄ちゃん。がんばれーっ」

「おーっ」

　観客席から応おう援えんの声が響ひびき、闘技場の剣けん士しが木ぼつ剣けんを突つきあげて呼応する。

　――イゾルデ、大丈夫かな。

　競技会は、周りの人間がみんな強そうに思えて、自分がひどく小さくなったように思えるものだ。少なくとも翔太はそうだった。

　緊張とわくわくが同居した雰囲気に、一万メートルの現げん役えき選手だった頃ころを思い出す。

「ショウタのおかげで、いい席で見れる。ありがとう」

　アンジェリカが言った。かわいいドレスを着ておめかしをしている。

「姉さんだ」

「え、どこ？」

「この下」

　手が届くところにイゾルデがいた。帽子で顔を隠かくし、魔法の杖を身体の横で立て、膝を抱かかえて壁かべ際ぎわに座りこんでいる。闘技場と観客席は、低い板で仕切られているものの、距きよ離りにしたらほんの一メートルほどだ。

「精神統一しているんだね」

　アンジェリカが言った。

「姉さん、大丈夫かなー。無理しないでほしいんだけど、姉さんムキになるからなー。かーっとなると、あたりが見えなくなるし。怪我しなきゃいいけど」

　サミュエルが不安そうに言った。

「わかる。イゾルデって不器用だよね」

　アンジェリカが同意する。

「僕が文官になったら生活が安定するから、無理して従騎士にならなくてもいいんだけどなぁ」

「それは俺おれも思ってた。なんでイゾルデは、闘技会に出たがるんだろう？　お父さんが魔法使いだったんだよな？　お父さんの遺志を継つぐため、とか？」

「それはないと思うよ。父さんは、デュナミスが少ない魔法使いで、占うらないと魔法治療士として働きながら僕らを育ててくれたんだけど、父さんはポックリ逝いったから、遺志なんてもんはないと思う」

「ポックリって、急に死んでしまったわけか？」

「うん。母さんが病気になって、父さんが治ち療りようしてたんだけど、ふたりとも死んでしまったんだ」

「そうか。大変だったんだな」

「イゾルデはね、弟さんの世話になるんじゃなくて、自分で働いてお金を儲けたいんだよ。少なくとも、私はそうだよ。だって、誰かの世話になって生きて、好きなものも買えないなんていやじゃないか」

　アンジェリカが言った。

　ジルおばさんがイゾルデを紹しよう介かいしてくれたのは、イゾルデがジルおばさんの農作業の手伝いをしているからだった。

　あんがい、アンジェリカのいうことが的を射ているのかもしれない。

「そうか。そうだよな」

　バルコニーの端はしにラッパを構えた宮きゆう廷てい楽師が出てきて、荘そう厳ごんな音楽を鳴らす。

　客席の皆みなが居住まいを正した。

「王族のお出ましだよ。この音楽が、お出ましの合図なんだ」

　アンジェリカが耳打ちする。

　王おう妃ひとレイチェル王女がバルコニーに出てきた瞬しゆん間かん、空気が変わった。

　王妃は頭に王おう冠かんを被かぶり、マントをつけて帝てい笏しやくを持った正装だ。王女も美しいドレスを着て、頭にティアラをつけている。

　――アンドリュー王子がいらっしゃらないね。

　――ご病気だって聞くけど、お加減やっぱり悪いのかな。

　ささやく声が聞こえてきた。

　中庭の競技者たちは、その場に膝ひざをつき、礼を取った。イゾルデも垂頭している。

　アンジェリカは憧あこがれの視線でバルコニーを見ている。

「みなさん。怪我のないようにがんばってください。優ゆう秀しゆうな人は従騎士に取り立て、王宮で雇やといます。我がアヴィニヨン王国に、栄光のあらんことを」

　王妃の声はよく通った。マイクもないのに、一番前の席にいる翔太のところにもはっきりと聞こえる。

「栄光のあらんことを」

　レイチェル王女が言うと、拍はく手しゆが響いた。

「王妃様ーっ」

「我が国に栄光あれ！」

「レイチェル姫ひめ様さまーっ」

　国民からの歓かん声せいに、王族のふたりは手を振っている。

　――ふん。高そうな宝石つけて……。偉そうに……。

　拍手に交じって聞こえてきた小さい声。

　たっぷりと毒を含ふくんだ敵意の響きは、喧けん噪そうの中で消えていく。

　翔太はびっくりして周囲を見回したが、皆は感動の面おも持もちで王妃と王女を見つめている。

　――この声、イゾルデ？

　闘技場のイゾルデは、最前席の翔太とは、一メートルほどしか離はなれていないのだから、聞こえてきても不思議ではないのだが……。

「聞こえたか？」

　サミュエルに聞くが、サミュエルは頬を赤くして王妃を見つめている。

「もちろん聞こえたよ。陛下の声、よく通ってすばらしいな。庶民がみんな王妃陛下に夢中になってるじゃないか」

　官かん吏り養成所に通うサミュエルは、自分が将来仕える王族に夢中で、耳に入らなかったらしい。

　そういえば前にも聞いた。市で、ホウレンソウを売っていたときだ。

　魔ま女じよ帽ぼうに赤いドレスの魔法使いが、庶民の戦いを見て楽しむなんて王族は趣しゆ味みが悪いと言っていた。帽子の鍔つばに隠されて顔は見えなかったが、あれはイゾルデではなかったか。

　イゾルデは王族を嫌ってる？　なのに王族に仕える従騎士になろうとしている？　何の目的で？

　胸の奥おくがザワついた。

　王妃と王女が椅い子すに座すわると、音楽が鳴り始めた。王宮の楽団が奏かなでる音楽は、なじみのある旋せん律りつだ。

　――あれ、なんだっけ。聞いたことがあるけど……。

　――ＳＭＡＰだ！

　携けい帯たい音楽プレイヤーに録音されていた曲をマリーナは気に入っていた。余興のダンスの曲に使ったのだ。

　――ってことは、マリーナが出てくるぞ。

　両りよう腕うでにかけた布で、顔を隠した巫女みこが舞台に現れた。マリーナだ。

　厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きに包まれていた闘技会場がパッと華やいだ。

　マリーナが布を翻ひるがえしながら踊おどりはじめた。フェイスガードで顔を隠し、ベリーダンス風の振りつけで踊り出す。長い赤髪が揺れ、足首につけた足輪の鈴すずがしゃらしゃらと鳴る。

　マリーナは翔太に気がつき、パチンとウインクした。

　顔は隠しているのにお腹は丸出しで、健康的なセクシーさが醸かもし出だされている。

　身体がくねり、手が太陽に向かってさしのべられる。

　裸足はだしが音楽を捉とらえ、くるくると回るたびに白い布が翻る。大輪の花が、風に揺れているようだ。

　ゆっくりした曲なのだが、明るくて楽しいリズムに、誰からともなく手て拍びよう子しが響く。

　異世界で聞くＪ‐ＰＯＰは、どこかなつかしい旋律だ。

　マリーナは、楽しくてならないとばかりの表情を浮うかべていた。

「綺き麗れいだなー」

　アンジェリカがつぶやいた。

　みんな憧れの視線でマリーナを見つめている。

　翔太は耳をすました。

　イゾルデは黙だまりこくっていて、王族を嫌う独り言は聞こえない。イゾルデはマリーナを嫌っていないのか？　王族ではないから？

「なぁ。サミュエル。庶民は王族が好きか？」

「当然だろ。百人いたら九十九人が王族を好きだよ。庶民が嫌うのは、地方領主や文官だろうな。地方領主は税金を庶民から直接徴ちよう収しゆうするからな」

「百人いたらひとりは王族を嫌ってるのか？」

「どんな世界でも同じだと思うよ。全員に好かれるなんてありえない」

　サミュエルのいうとおりだった。そのひとりがイゾルデだっただけだ。気にするほどのことではない。

　だが。

　――なんだろう。この胸むな騒さわぎは……。

　曲が終わり、マリーナが膝をついておじぎをし、舞台の袖そでへと戻もどった。

　奉ほう納のう走ばしりのときは、マリーナのダンスのあと、司祭のお祈いのりがあったのだが、司祭ではなく肩から金の飾かざり紐ひもを垂らした軍人がでてきた。

「武官長だよ」

　サミュエルが解説する。

　まだ華やぎが残る舞台に立つ武官長は、月下一闘技会のルールについて説明する。

　王族のバルコニーは魔法結界で守られているが、観客席には結界はないので観客の側も気をつけてほしい。

　武器や魔法が闘技場外に飛び出すとその段階で失格。真しん剣けんの使用は不可。武器は木製であること。投げる武器や弓の使用は禁止。投とう擲てき魔ま法ほうの使用も禁止。ただし、電撃魔法を投とう擲てきする場合と、鎖くさりやヒモでつながっている武器に関しては許可。

　相手に怪我をさせないように気をつけること。もしも相手が攻こう撃げきで死ぬようなことがあれば、失格とする。

　観客の応援はＯＫ。トーナメント制で、対戦相手は毎回くじ引きで決まる。

　勝敗は、後頭部から背中と太ふと腿ももの裏側が同時に地面につくか、参ったと言うかで決まる。勝敗が決まったら他の参加者の邪じや魔まにならないところでしゃがみ、他の試合を妨げないこと。

　魔法治療士と医者は待機しているが、怪我のないように気をつけてください。治療費用は自分持ち。

　闘技者は、黙って武官長の話を聞いている。

「お年寄りもいるねぇ」

　アンジェリカがつぶやいた。

「師し匠しようクラスだと思うよ。道場の宣伝だと思う」

　サミュエルが言った。

「みんながみんな、従騎士を目指しているわけじゃないってことか？」

　翔太が聞くと、サミュエルは答えた。

「官吏登用試験でさえ、自分の頭の良さの確かく認にんのために受けるやつがいるんだぜ」

「ふうん」

「月下一闘技会を開かい催さいします。……礼っ」

　わぁっと歓声が響き、闘技者たちがいっせいにおじぎをした。

　緊張感を帯びた静せい寂じやくが満ちる。

「はじめっ！」

　気合いの声と木剣を打ち合わせる音、応援の声、魔ま法ほう呪じゆ文もんの詠えい唱しようが響く。

「フラム・フランム・エタンセル・ブリュレ、火の申し子より、火ひの神かみフェローニアに請こい願う！　エクスプロジオン・デュナミス！」

「がんばれーっ。そこだ！　行けーっ!!」

「お師匠さん、がんばれーっ」

「はっ！」

　気合いを放ちながら木槍を振り回まわす男に、木刀を両手で持って戦う少女。

　呪文の詠唱をしながら魔法の杖を振る魔法使い。棍こん棒ぼうを鎖でつないだヌンチャクそっくりの武具を使う仙せん人にんのような白しら髪がの格闘家。

　目の前で繰り広ひろげられる戦いは見み応ごたえがあった。

　対戦相手はくじ引きで決められているそうで、徒手格かく闘とう技ぎと魔法使い、剣士と槍使いというふうに、異種格闘技戦の様相を呈ていしている。

　ヌンチャクそっくりの武器を振り回し、対戦相手だけではなく周囲の闘技者も倒たおしてしまう闘技者もいる。

　イゾルデの相手は屈くつ強きような槍使いだった。

　肩の筋肉が岩のように盛りあがっていて、革かわ製せいの鎧よろいがはじけそうになっている。体重はイゾルデの三倍ぐらいはありそうだ。

　槍使いは、頭上でぐるぐると槍を振り回している。

「姉さん。怪我するなよーっ」

「イゾルデ、がんばれーっ」

　イゾルデは落ち着いた様子で魔法の杖を握った。

「稲妻のデュナミスよ。私のお腹より出でて」

　そのとき、下からすくいあげるようにして動いた槍が、イゾルデの持った杖をはじき飛ばした。

　魔法使いは、魔法の杖で術をかけるから、いちばんはじめに魔法の杖をはじき飛ばしてしまうのは理にかなっている。

　杖は二つに折れてくるくると回りながら地面に落ちた。

　イゾルデの顔がさっと青くなった。

「きゃあっ、魔法の杖がっ」

　悲鳴をあげたのはアンジェリカだ。

「落ち着け。イゾルデ！　魔法の杖は方向性を示すだけだって言ってただろ」

　槍使いは、勝ったとばかりの表情を浮かべると、イゾルデの足あし下もとに向かって槍を繰り出した。

　相手に致ち命めい傷しようを与あたえると失格とされているので、槍使いはイゾルデの足を払はらおうとしている。

「きゃあっ」

「うわぁあっ。姉さん。避よけてくれっ」

　アンジェリカとサミュエルが叫んだ。

　イゾルデは運動神経がよくない。槍を避けるなんてことができるわけがない。イゾルデは何を考えているのか、男にだっと駆かけよった。

「うまいっ！」

　翔太は叫んだ。

　槍は間合いが長い。間合いの内側に入ってしまったら、槍は使えなくなってしまう。

　イゾルデは人差し指と中指を揃そろえて、槍使いを指し示した。

「この男を貫け！　エクレール・デュナミス!!」

　イゾルデの指先から紫色の光線が発射され、すぐ目の前にいる槍使いの大男を刺さし貫く。

　槍使いの男は、頭上で槍を構えたままの姿で硬こう直ちよくした。

　紫色の光に包まれて、ビクンビクン震ふるえている。
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　だが、倒れない。絶ぜつ妙みようなバランスで立ち続けている。

　ルールでは、背中を地面につけて、はじめて負けになる。

　イゾルデは、折れた杖を拾うと、杖の先端で、男のお腹をちょんとつついた。

　槍使いがずうううんっと砂すな埃ぼこりを立てて倒れた。

　それでも槍を持ったままで硬直している。

「やったぁっ」

　アンジェリカとサミュエルが歓声をあげた。

「瞬しゆん殺さつだっ！　すげぇ、イゾルデッ！」

　翔太も手が痛くなるほど拍手した。

　イゾルデは折れた杖を大事そうに持ち、その場にしゃがむ。

　勝敗が決したら、その場に座り、競技の終わりを待つのがルールだ。

「あの電でん撃げき、すごいんだぜ。身体がビリビリして動けなくなるんだ」

「ショウタ、姉さんから電撃食くらったんだ？」

「うん。イゾルデが来てたとき、ちょうどラパンが野菜を泥どろ棒ぼうしてたんだけど、イゾルデがラパンに電撃食らわせたら、二度と家に入ってこなくなったんだ」

「姉さん。従じゆう騎き士しになれなかったら、ラパンを追おい払う仕事につけばいいかも」

「そうだな」

　自分がトレーニングした闘とう技ぎ者が、最高のパフォーマンスをしてくれるのはうれしい。

　トレーナー冥みよう利りにつきる。喜びを噛かみしめてじんとする。

「ショウタ、審しん査さ員いんしてる？」

　アンジェリカに言われてハッとする。

「やべぇ。してないっ！　イゾルデしか見てなかった」

　第一試合はそろそろ終演を迎むかえつつあった。

　ほとんどが座りこんでいるか倒れているかの闘技者の中にあり、薔薇ばらのつるを投なげ縄なわのように振り回す女魔法使いが目立っていた。

　化け粧しようの濃こい派手な女なのだが、美しさもさることながら、ハスキーな声に呪じゆ文もん詠えい唱しようと魔法の杖で薔薇のつるを自在に操あやつる様子は、魔力の高さを感じさせる。

　対する相手はヌンチャク使いの男性格闘家で、ヌンチャクをブルース・リーさながらに回しながら、薔薇をヌンチャクで叩たたき落おとしている。そのたびに薔薇の花びらが花はな吹雪ふぶきのように散って幻想的だ。

「あの薔薇の魔法使い色っぽくて綺麗だな。デュナミスも強いんだろうな」

「あれ、男だよ」

「……嘘だっ！」

「だって首……声も男だし」

　アンジェリカに指し摘てきされてはじめて気付く。首にはしっかりのど仏があった。ハスキーボイスは男の声だ。

「……信じられねぇ……」

「薔薇の神様のご加護を得ている魔法使いは、やっぱり女っぽくなるよ。そんなことより、植物魔法って、電撃魔法とは相性が悪いんだ。姉さんと当たらなければいいんだけど」

　サミュエルがつぶやいた。

「どうして？」

「つい最近、官吏養成所で勉強したばかりなんだけど、電撃は植物の生育を促そく進しんするんだ」

「えええ？　マジでか？　だったらジルおばさん。植物の生育が悪いから何とかしてくれなんて、俺に頼たのまなくても、イゾルデに頼んだらよかったんじゃ……」

「ジルおばさん、ショウタにそんなこと頼んでいたのか」

「うん。ジルおばさんから君たちのこと聞いたんだ」

「電気を通すと植物の生育が良くなるってわかったの、ついこないだのことらしいんだ。官吏養成所ではいろいろ研究しているから」

「大学みたいだな」

「んっ？　異世界じゃ、官吏養成所のこと、ダイガクっていうのか。……姉さんはショウタのトレーニングを受けるまで、一回電撃魔法を放つごとにフラフラしてたし、無理だったと思うよ」

「イゾルデはそのこと知ってるのか？」

「知らないと思う。ってか、知ってるの、文官の中でもごく一部だぜ」

「うーん」

　演武のように息の合った動きで剣を交かわす剣士たちや、格闘ゲームさながらに飛んだり跳ねたりしながら蹴けりまくる格闘家。魔法使いも自分の得意な魔法で戦っている。

「あれ、司祭様じゃないのか？」

　サミュエルが指を差した先に、電撃魔法で戦う初老の魔法使いがいた。

「ほんとだ。司祭様だ」

　魔法使いはみんな鍔つばの広い帽子を被る。観客席は闘技場を見下ろす形になっているため、魔法使いの顔は見えない。だが、身体つきや動きで、男だとか、年配者だとか、わかってしまう。

「まさか。ラリュヌ神しん殿でんのいちばん偉えらい人が、こんなところに出るか？」

「今の司祭様ならやりそう。前の司祭様は厳しい方だったけど、今の司祭様はおちゃめだから」

　そういえば今日は司祭の祈りがないと思っていたのだが、闘技者としてエントリーしていたら、お祈りなんてできるわけがない。

　ピピーッと笛が鳴った。

「やめっ！」

　まだ戦っている最中の闘技者も、戦いをやめて舞台を見る。

　舞台に武官長が立っていて、よく通る声で言う。

「引き分けと勝者はこの場に残り、敗者は退場してください」

　拍手とともに敗者が出て行く。

　観客席に向かって手を振っている闘技者もいて、なごやかな雰囲気だ。

「なんか運動会みたいだな」

「ウンドウカイ？」

「俺のいた世界には学校っていうところがあるんだ。誰だれでも入れる官吏養成所みたいなところだ。年に一回、かけっこやダンスの競技会をやる」

「それはいいね。こういう会を催もよおすのはいいことだと思う。怪け我がしている人もほとんどいないし。見てるほうも楽しいしね。王宮の役人たちは大変だったと思うけど」

「ショウタ様」

　ふいに話しかけられてドキッとする。文官が椅子の横に膝をつき、翔太に耳打ちしていた。

「一回戦敗退の闘技者の中で、有望な人はいましたか？」

　――見てませんでした。

　とは言えない。

「いませんでした」

　文官はほんとに？　というような視線で翔太を見ている。翔太はあわてて言葉を足した。

「有望だなと思った人は、全部二回戦に進みました」

「そうですか。失礼しました」

「司祭様がエントリーされていますね？」

「はい。私どもとしても困っております。まさか司祭様を従騎士に取り立てるわけにはいきませんし、かと言ってすぐに負けてしまうと国民にしめしがつきませんし」

　文官の渋面を見て、噴ふき出しそうになった。

「司祭様は柔軟な方なのですね」

「柔軟すぎます。陛下や殿でん下かを困らせるようなことはなさらない方だと思ってたのに」

　文官は、言い過ぎた、とばかりの表情で口をつぐんだ。

　周りの人たちが、不思議そうに翔太と文官を見ている。

　文官はゴホンと咳せき払ばらいをした。

「失礼」

　立ち去ろうとした文官を呼び止める。

「俺のほうから文官詰つめ所しよに伝えに行きます」

「かしこまりました」

　闘技場の端にテントで区切られた一角があり、文官たちが机に向かい、書面に羽根ペンを走らせている様子が見える。

「二回戦に進む方は、もう一度、組み相手を決めるくじ引きをします」

　舞台の上の武官長が声を張りあげた。

　中庭ではくじ引きがはじまっていた。

　文官が忙いそがしく闘技者のあいだを歩き、手を入れるところが丸くくりぬかれた箱を差し出して歩く。

　箱は段ボールで、中の紙は子どもが使う折り紙だ。現世から落ちてきたものを利用しているのだろう。

「同じ模様の人どうし、組になってください」

　闘技者は折りたたまれた折り紙を開くと、折り紙をヒラヒラさせながら、組み相手を探しはじめた。

「ラパンいるかー」

「車輪だ」

「俺も車輪だ」

「蝶ちよう々ちようなんだけど」

「私三角よー」

　運動会のかりもの競走の様相を呈してきた。

　やがて闘技者がすべてペアになった。三人で対たい峙じしているグループもある。

「闘技をはじめます。礼！」

　剣士は右手を左胸に当てて垂頭し、徒手格闘術者は握り拳を合わせて祈るポーズを取り、魔ま法ほう使つかいは魔法の杖を胸に抱いて膝をつき、それぞれに挨あい拶さつをする。

「お願いします」

「押忍オス！」

「いい魔法を」

　イゾルデの相手は、魔法の杖つえを持った男の魔法使い。

　魔法使いは格好でわかる。赤い服に先せん端たんの折れた鍔の広い魔ま法ほう帽ぼう子しを被っているからだ。

　観客席は静寂に包まれた。緊張がふくらむ。

「はじめっ!!」

　呪文詠唱と気合いの声が重なり、闘技者がいっせいに戦いをはじめる。まるでゴムマリが一いつ斉せいにはじけるようだ。

「がんばれーっ」

　イゾルデの対戦相手は、水魔法の魔法使いだ。

　魔法の杖を空中で回転させるたびに、杖の先から水球が生まれ、くるくると回り出す。

　水しぶきが地面に落ちて、魔法使いの足下を濡ぬらす。

「空に漂ただよう水すい滴てきたちよ。我わが杖の先に集つどえ。アクア・バブール・ヴリュィ・フォッグ。ロー・デュナミス！」

　水球が弾だん丸がんのような速さでイゾルデを襲おそう。イゾルデは、その場にしゃがみこんで避けた。

「ねねね姉さんっ」

　サミュエルが驚おどろきの声をあげた。

　他の闘技者が、フットワークを使っているのに比べると、しゃがみこんで魔法を避けるイゾルデはいかにもかっこ悪かった。

「そうだ。その調子だ。がんばれ！」

　翔太は声をあげた。イゾルデは運動が得意ではない。とっさに座りこんだなんて立派なものだ。

　彼かの女じよに当たらなかった水魔法は、イゾルデの後方にいた剣士の背中に的中した。巻まき添ぞえを食くらった剣士は前のめりに転んだ。かわいそうに水と土にまみれてひどいありさまになっている。

　あれはただの水ではない。かなりの硬かたさがあるようだ。

　イゾルデがしゃがみこみ、ぶつぶつつぶやいているのがわかった。観客席にいる翔太には聞こえないが、小さな声で呪文を詠唱しているらしい。

　水魔法使いは、巻き添えを食らった剣士に向かい、帽子を取って頭を下げて謝罪する。

　その水魔法使いが「ふぐへほぉっ」と妙みような声をあげて全身をガクガクと震わせた。紫むらさき色いろの稲いな光びかりに包まれて全身がキラキラしている。

　地面にしゃがみこんだイゾルデが、折れて短くなった魔法の杖を両手に持ち、地面に突き刺していた。

　地面には水たまりがあり、その水たまりは水魔法の魔法使いの足下へと続いている。

　そうだった。水は電気を通す。イゾルデの電でん撃げき魔ま法ほうが、水たまりを伝って水魔法使いを痺しびれさせたのだ。

「姉さん。すげぇ」

　水たまりを媒ばい介かいにしての電撃魔法の発動だから、周囲の闘技者も巻きこまれてビリビリしている。

「まだだよ」

　アンジェリカが苦言を呈した。

「ああ、褒ほめるのは早い。対戦相手、まだ倒れてないんだぜ」

　仁に王おう立だちした水魔法の魔法使いは、身体全体を紫むらさきの光線にまとわりつかれながらも、魔法の杖を小刻みに振っていた。

　――すげぇな。こいつ。

　翔太は水魔法使いの精神力に舌を巻いた。翔太が電でん撃げきを食らったときは、ビリビリするばかりで何もできなかった。

　電撃で身体の自由を奪うばわれながらもそれでも魔法をかけようとするなんて、彼かれの精神力はなかなかのものだ。

　イゾルデの頭上で、水球がどんどん大きくなっている。

　青い水のカタマリが、光のゆらめきを内包しながらぷるぷると揺ゆれているところは、幻げん想そう的てきで美しい。

　水魔法使いの男は、この美しい水の凶きよう器きを、イゾルデにぶつける気だ。

「姉さん、逃にげろ！」

　この水のカタマリは硬いはずだ。ぶつけられたら最後だ。

　イゾルデは、仁王立ちした水魔法使いの足の間を這はうようにしてくぐった。そして、男の赤い上着の裾すそを引っ張った。

　電撃魔法で身体の動きを奪われている男は、後ろ向きに倒れた。

「ぐえっ」

　イゾルデが悲鳴をあげる。

　しゃがんだイゾルデの背中に、水魔法使いの男の両りよう膝ひざが乗っている。

「痛いっ、重いっ、やだもうっ」

　イゾルデはぶつぶつ文句を言いながら、男の下から這い出でてきた。

　男の背中全体が、ようやく地面についた。彼の上に水のカタマリが落ちてきた。「ぐう」っとうめき声が聞こえた。

「大丈夫かな？」

　サミュエルが心配そうに言った。

　水びたしになった男は顔を振ふりながら立ちあがった。

　イゾルデと笑え顔がおで握あく手しゆをしている。

　――この水魔法使い、さわやかでいいな。負けたけど、精神力が強そうだ。

「やったぁ。姉さん。勝ったなぁ」

「よかった。よかった」

　翔太は拍手をした。

　イゾルデは緊きん張ちようした顔でバルコニーを見つめている。

　横顔に敵意がちらつくように思えるのは、気のせいだろうか。

「これより休きゆう憩けいとします」

「休憩だって。お手洗いに行ってこよう」

「休憩っていつまでだろ？」

「適当適当」

　この世界には時計がない。神殿の鐘かねの音が時報のかわりだ。休む時間がわからないというのは不便だが、はじまる時間は音でわかる。

　翔太は文官詰つめ所しよに向かおうとしたのだが、王宮の中庭は、仮設の舞ぶ台たいと観客席のせいで通路が迷めい路ろのようになっていて、思いがけず闘とう技ぎ場じようの中に出てしまった。

「あれっ？」

　あわてて廊ろう下かに戻るが、今度は闘技者が休憩しているところに出た。

　目の前に初老の男性がいた。

　――司祭様？

　見慣れた白い祭服ではなく赤と黒の魔法服だったのですぐにはわからなかったが、司祭だった。魔法使い同士、小声で話している。

「イゾルデ、出場辞退をしたほうがいいのではないか？」

「いやです」

「私はそなたの師匠だぞ」

「お師匠さんが司祭様になったとき、師し弟てい関係は消えました」

「私は巫女になってくれと頼んだのに」

「巫女なんてまっぴらですと言いました。神殿は王族の味方じゃないですか！　私は王族の味方なんてしたくないんですっ」

「では司祭として命令する。辞退せよ」

「私は辞退しません。……にひとこと言ってやらないと気がすまないんです」

「イゾルデは狭きよう量りようすぎる」

「だってずるいわ。お父さんは死んだし、弟はあんなに勉強したのに、一生下したっ端ぱのままよ」

「それは、神がお命じになったのだ。人間には役割がある」

「私たち、ラリュヌ神のご加護を得た魔法使いも、神から選ばれた人間じゃないんですか？」

「役割が違ちがうと言っておろうが」

「私は出ます」

「ならば私がそなたを止める」

　イゾルデは、ぷいと顔を背そむけると、司祭に背を向けた。

　司祭はあきらめたようにため息をつくと歩き出した。

　文官詰め所に向かっている。

　イゾルデの出場をとりやめるように交こう渉しようするためだろう。

「司祭様」
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　そっと声をかけると、司祭はびっくりしたように振り返かえった。

「おおマレビトのショウタ殿どの」

「イゾルデは何をしようとしているんですか？」

　司祭はとぼけた。

「別に何もしておらぬよ。闘技をがんばれと激げき励れいしていただけじゃ」

　さすが年の功というべきか、何の動どう揺ようもない声だ。

「すみません。俺おれ、聞いていたんです」

「はて。何のことであろうか？」

「イゾルデのトレーニングをしたのは俺なんです。俺にも責任の一いつ端たんがあります。イゾルデが何をしようとしているのか、聞かせてもらえませんか？」

　翔太は頭を下げた。

　司祭はため息をついた。

「なるほど、それで納なつ得とくした。私の弟で子しだったときよりも、うまく魔法を使っている。いったいどんな修しゆ行ぎようをしたのだ？」

「身体の軸じくをまっすぐにさせる運動です」

「運動か？　なるほど。イゾルデは、大きなデュナミスを秘ひめているのに、うまく魔法を使うことができなかった。私も師匠としてもどかしい思いをしていた。弟子を鍛きたえてくれてありがとう。だが、イゾルデが何をしようとしているのかなんて、私にはわからぬよ。読心魔法はできぬのでな」

　司祭は、しれっとした口調で言った。

「王族を傷つけようとしているのではないですか？」

　司祭は肩かたのあたりをピクッと震わせた。沈ちん黙もくしているが、動揺しているらしく目が泳いでいる。

　司祭はしばらく考えこんでから言った。

「なんでそう思う？」

　肯こう定ていだった。

「イゾルデは王族を嫌きらってるからです」

「……その通りだ。だが、あれは、逆さか恨うらみだ」

「何があったんです？」

「イゾルデの父が死んだ」

「急死だって聞きました。病気だったんですよね？」

「そうだ。だが、病気ではない。イゾルデの父は、火の神よりデュナミスをいただいた火の魔法使いだった。月の神ラリュヌ様のご加護をいただいている我が国くにでは、火のデュナミスは相あい性しようが悪い。だが、イゾルデの父は、触しよく媒ばいを使うことで魔ま法ほう治ち療りよう士しとして人々の病を癒いやしていた。病気の妻を治そうとした彼は、自分の寿じゆ命みようを触媒に使い、力及およばず神のみもとに旅立ってしまった」

　サミュエルは父の死の理由を知らないのだろう。父は急死したと言ったときの表情は陰かげりがなかった。

　だが、加護神が違うとはいえ同じ魔法使いだったイゾルデは、父が母を治そうとして死んだことがわかったのだろう。

「そんなことがあったんですか……なんで寿命を触媒に？　普ふ通つうは触媒は、金銀宝石を使うんですよね？」

「イゾルデの父は、子どもたちに金銭を残したかったんだと思う。親亡なきあと、役に立つのは金銭だから」

　これでわかった。イゾルデが王族を嫌う理由。

　――ふん。高そうな宝石つけて……。偉そうに……。

　王族は豪ごう華かな金銀宝石を身につけている。イゾルデはこう思ったのだ。

　――あの宝石があれば、両親は死なずにすんだのに。

　ずるい。ひどい。憎にくい。悔くやしい。情けない。

　しかも弟の引きこもり。難しい官かん吏り登用試験をクリアしても庶しよ民みんは出世できず、ガラスの天てん井じように阻はばまれる。

　――王族は、貴族は、何のためにあるの？

　この世界は王権神授説だ。王族は、神に選ばれた存在。神に王権を授さずけられた特別な人間。だから人間の上に君臨する。だが。

　――私たち、ラリュヌ神のご加護を得た魔法使いも、神から選ばれた人間じゃないんですか？

　王族と私とどこが違う？

　イゾルデは思おもい詰める性格だ。コアトレーニングを何十回も繰くり返して筋肉痛で動けなくなったときのように、王族への怒いかりをふくらませた。

　彼女の暴走を諭さとすべき師し範はんは、在野の魔法使いをやめて司祭になり、イゾルデの指導をはなれた。

　イゾルデが攻こう撃げき魔ま法ほうにこだわったわけが、やっとわかった。

　――ひとこと言ってやらないと気がすまないんです。

　誰に？

　王族に！

　イゾルデが攻撃魔法を磨みがきあげたのは王族を傷つけるため？

「王おう妃ひ様と王女殿下とマリーンが危ない」

「その通りだ。私は司祭になってからも、イゾルデを気にしていた。闘技会にエントリーしたと聞いて私はあわてた。だから、私もエントリーしたんだ。文官や王族が困こん惑わくしていたが、腕うで試ためしだと言って押おし切きった」

　師範クラスのエントリーは珍めずらしくない。道場のＰＲになるからだ。

「イゾルデは、単純で不器用で暴走しやすいタイプです。でも、乱暴な子じゃなかった。だから、無む茶ちやなことはしないと思うんですが」

「そうだといいんだが……」

「弟のサミュエルが官かん吏り養成所にいます。姉が謀む反ほんなんか起こしたら、弟まで不適格だと判断されかねません。それはイゾルデだって知ってるはずです」

「イゾルデは、短たん絡らく的てきで視野が狭せまいのだ」

「そうですね……その通りです……」

「心配なのは授じゆ剣けんの儀ぎだ」

　王族がいるバルコニーは、魔法結界で守られて、物理的な攻撃を防いでいる。だが、王女が剣を授ける儀ぎ式しきのとき、勝利者と王女の距きよ離りは近くなる。

「レイチェル王女がいちばん危ないですね」

　そのとき、声が響ひびいた。

「闘技会を再開します」

「もしも何か事故が起こったら、私がイゾルデを止める。私は師範だ」

　司祭が言った。

「俺もイゾルデを止める。俺はトレーナーだから」

　翔太も言った。

「司祭様、協力します」

「ああ、ショウタ殿、協力してくれ。イゾルデを止めよう」

「闘技者は中庭に集まってください」

　闘技者がぞろぞろと闘技場の入口に向かって歩いて行く。







トレーニングその５：王女の覚悟とイゾルデの想い







　翔しよう太たは闘技場に出たところで立ち止まり、目を瞬しばたたいた。

　暗いところから明るいところに出たので、視界が利きかなくなったのである。すぐに視力は戻もどってきたものの、闘技場に立ちこめる独特の空気感にゾクッとする。

　観客席ではわからなかったが、肌はだがちりちりするほどの緊張感が立ちこめている。一万メートル走のレースとは、また違う興奮がある。

　出口で立ち止まっている翔太を、闘技者が迷めい惑わくそうに避けていく。

「ショウタ、何をやってるのよ？」

　イゾルデが不思議そうに聞いた。

「ちょっとな。がんばれよ。応おう援えんしてるから」

　翔太は自然な笑顔をつくろって言った。

「ありがとう」

　イゾルデを応援したい。彼女はがんばったのだから。

　イゾルデを止めたい。王族を傷つけるようなことはあってはならないから。

　矛む盾じゆんする感情にジリジリする。

　翔太のすることは、イゾルデの近くにいて、もしも何かが起こったら身を挺ていしても止めること。

　文官が声を張りあげている。

「闘技者はこちらに来て、くじを引いてください」

「ショウタ殿、観客席に戻ってください」

　文官が翔太に言った。

「王妃様と王女殿下から審査員を仰おおせつかっているんですが、観客席だと見えにくいから、闘技場の隅すみで見せてほしいんです」

「そういう理由なら仕方ありません。どうぞご自由に。巻きこまれないように気をつけてくださいね」

「ありがとう」

　壁かべ際ぎわで待機する。

「ショウタ。どうしたんだ？」

　アンジェリカとサミュエルが、観客席から身体を乗り出して手を振っている。翔太は、ふたりに向かって唇くちびるの前で指を立て、騒さわがないでくれと合図をした。

　アンジェリカが心得顔にうなずいた。

　ここからだとバルコニーがよく見える。王妃と王女、背後に立つふたりの近衛騎士。隅にうずくまる赤い服の人ひと影かげは、魔法結界をかけている魔法使いだろう。

　魔法使いはみんな同じに見える。男も女も赤と黒の服を着て、鍔の広い先端の折れた魔女帽子を被かぶっているからだ。

　くじを引いた闘技者は、相手を見つけて向かい合った。四組になっているから、あと二戦で優勝者が決まるだろう。

　イゾルデの対戦相手は、あの薔薇ばら魔ま法ほうのオネエ男だ。

　司祭は、片手に木の楯たて、片手に槍やりを持った屈くつ強きような槍使いと向かい合っている。

　イゾルデの反対側にいるのは短たん剣けんを両手に持つ初老の剣けん士しと、相撲すもう取とりのような上半身裸はだかの巨きよ漢かん。

　その横では、ヌンチャク使いの、格闘ゲームの春麗のようなお団子ヘアのチャイナ娘むすめと、肘ひじまでのグローブをつけた上半身裸のボクサーが見つめ合っている。

「準決勝からは、時間切れ引き分けはありません。思う存分戦ってください」

　舞台の上の武官長が言った。

「礼！」

　ヌンチャク使いの女性格かく闘とう家かは、胸の前で握にぎり拳こぶしと手のひらを合わせて目礼し、ボクサーはグローブをつけた手を揃そろえて顔の前に持ってくる。

　魔法使いも、剣士も、槍使いも、それぞれのやり方で挨拶する。

「はじめっ」

　闘技がはじまったが、イゾルデも薔薇魔法使いも動かない。魔法には呪文詠唱が必要で、しかも、一度デュナミスを放つと次を放つのに時間がかかる。

　魔法使い同士の戦いは一いち撃げきで決まる。ふたりとも、黙だまってにらみ合っている。





☆






　ヌンチャク女とボクサー男が闘技をはじめた。

「はっ！」

　春麗のようなチャイナ娘は、気合いとともにボクサーに跳とび蹴げりを繰り出だした。プロレスでいうドロップキックだ。ボクサーの胸にヒットしたように見えた。

「入った！」

「いや、入ってないぞっ」

　春麗の両足を揃えての蹴りを、ボクサーは片足を一歩引いて半身になることで、威い力りよくを削そいだのだ。

　春麗はすぐさま地面に降り立つと、ボクサーに向かって回まわし蹴りを繰り出した。ボクサーは肘の近くまで覆おおうグローブでガードし、蹴りをはじいている。

「シュッ」

　ボクサーの鋭するどい蹴りが春麗を襲うが、春麗はくるっと回ると、ヌンチャクを振り回し、ボクサーの首を狙ねらう。

　ボクサーがグローブを填はめた手でヌンチャクを持ち、春麗を持ちあげた。

「はっ！」

　そのヌンチャクを起点に、鉄棒のようにぶら下がると、春麗のしなやかな足先が上段蹴りを放つ。ボクサーの顎あごを狙った蹴りは空を切った。ボクサーが後方へと飛び退すさったからだ。カンフーシューズの足先が頬ほおをかすめた。頬が切れ、ひと筋の血を流す。

　ヌンチャクがボクサーの手に渡わたったが、ボクサーはヌンチャクを投げ捨てた。

　ボクサーの鋭いパンチが春麗を襲うが、春麗は腕うででガードし、全部突つき蹴りをはじいている。

　鋭い突き蹴りとガードの応おう酬しゆうは、まるでダンスのようだった。





☆






　巨漢の相撲取りは、スタートの合図と同時に剣士に向かって行ったが、剣士が相撲取りの腕のあいだをするりとかいくぐる。

　体重差が三倍ほどもありそうなので、つかまると剣士は負ける。

　剣士としては間合いを取りたいのだが、短剣であることが不利になり、剣士は逃げ回るばかりになっていた。

「短剣じゃつらいよな」

「ああ、これ、巨漢の勝ちだろ」

　観客がささやいている。

　翔太も同じことを考えていた。みんな感じることは同じなのだ。

　間合いを詰めると相撲取りにつかまる。

　だが、相撲取りに近づかないことには、短剣が届かない。

　剣士は、抱だきしめてこようとした相撲取りの腕のあいだをかいくぐって距離を取ると、剣を投げつけた。

「ああ……」

　失望の吐と息いきが漏もれた。

　剣は相撲取りの首をかすめて後方へと飛んでいく。

　剣士が剣を捨てるなんて、試合を放ほう棄きしたのだろうか。

「失格じゃないのか？　飛び道具は使用不可だってルールだろ？」

　だが、剣士がススッと横に移動しながら手をぐいと引くと、短剣が軌き道どうを変えた。

「グウッ」

　相撲取りがうなり声をあげ、首に両手を当てる。

　通り過ぎたはずの短剣は、相撲取りの肩の辺りでゆらゆらしている。

　相撲取りの顔が、真っ赤に染まっていく。

「なんだ？　いったいどうしたんだ？」

「ヒモだっ！」

　観客席から声があがった。

　短剣の持ち手の先端に輪状の飾かざりがあり、その輪にヒモがくくりつけてある。そのヒモは剣士の右手に伸のびていた。

　ヒモのついた短剣を投げつけ、相撲取りの首をかすめた瞬しゆん間かんを見計らい、自分は横に移動することでヒモを相手の首に巻きつけたのである。

　伸び縮ちぢみする特とく殊しゆなヒモで、一見すると透とう明めいだが、夕ゆう陽ひをはじいてキラキラと光っている。

「スローイングダガー（投げナイフ）だ」

　観客席からつぶやく声が聞こえた。

　違う。投げナイフで相手を仕留めることが目的ではなく、ナイフにつながったヒモで相手を捉とらえることが目的だから、時代劇の岡おかっ引ぴきがやっていた捕ほ縛ばく術に近い。

　ヒモでつながれた武器はルール上ＯＫだ。

「この剣士、今まで剣を投げたことなかったのに」

「柄つかのさきっぽの輪は、飾りだと思ってた」

「切り札として取っておいたんだろうな」

　剣士はぐいぐい引っ張っていたが、相撲取りが倒たおれないと見て取るや、ヒモをしゅるっとほどいた。

　引かれるヒモに、ふんばって持ちこたえていたのに、いきなりヒモが緩ゆるんだのだ。たまったものではない。

　相撲取りが背後に倒れる。

「やった！　すげぇえええっ!!　あんなでっかい男を倒してしまったっ」

　剣士は、仰あお向むけになって呆ぼう然ぜんとしている相撲取りに手を貸して立ちあがらせると、お互たがいに抱ほう擁ようし、背中をたたき合って互いの健けん闘とうをたたえた。

　そして、闘技場の隅に移動してしゃがみこむ。

　拍はく手しゆが響いた。

　見事な闘とう技ぎをしてのけたふたりに対する賞賛だ。





☆






　司祭と楯を持った槍使いは、槍と魔法の応酬を忙しく繰り広ひろげていた。

「エクレール・デュナミス！」

　司祭はほとんど呪じゆ文もんの詠えい唱しようをせず、杖を振るだけで電撃魔法を繰り出すが、杖の先から出るのは紫色のボール状の光の玉だ。

　槍使いは、長い槍をふるい、先端で光玉を切り捨てる。

　紫の光玉は槍が当たると、バチッと音を立てて爆ばく発はつ四散する。そして、光の粒りゆう子しになり、きらきらと輝かがやきながら、空気に融とけて消えていく。

「あの槍使い、槍で電撃魔法を切り捨ててるぞ」

「あの槍、いったいどうなってるんだ？」

「槍にアンチデュナミス（反魔法）をかけてあるんじゃないかな」

「ああ、魔法治療の応用だね。触媒がたくさんあればできそうだな」

「あの電撃の魔法使い、司祭様みたいに見えるんだが？」

「まさか、司祭様が出るわけないだろ？」

「だよな。でも、闘技の前に、司祭様のお祈いのりがなかったぞ。奉ほう納のう走ばしりでも何でも、司祭様のお祈りではじまるだろ？」

「あーっ。また電撃玉を切られた！　魔法が通じないとなると、魔法使いのほうが不利だぞ」

「魔法使いのほうが年寄りだもんな」

　観客の言うとおりだった。魔法が封ふうじられると、司祭のほうが不利だ。司祭は初老だが、槍使いは屈強な男性だ。

　呪文が長く複雑なほど、威力のある魔法が打てるとイゾルデは言っていたが、槍使いの攻こう撃げきが激しくて、複雑な呪文を放てずにいる。

　このままだと司祭が負けるのは明白だった。





☆






　ダンスのように華か麗れいな闘技を続けていた春麗とボクサーだが、春麗が押されてきた。

　闘技が長引くと、体力のあるほうが勝つ。

　春麗が疲つかれていることは翔太にもわかった。ワザのキレが目に見えて低下しているのだ。

　激しいワザの応酬にお団子ヘアが崩くずれ、長い三つ編みが宙を舞まう。その三つ編みが、回し蹴りを放つとき、ボクサーの目をかすめた。

　ボクサーがひるみ、グローブをつけた手の甲こうで目をこすろうとした。

　春麗はその隙すきを見み逃のがさなかった。

　ボクサーの手首をつかむと彼の腕にとびつき、両足を彼の肩に巻きつけると、体重をかけて真横に倒す。

　すぐさま腕を逆手にひねり、うつぶせに地面に押さえつける。

　見事に決まった飛びつき十字小手に観客席からわぁっと歓かん声せいがあがり、拍手が響いた。

「まだだ。まだ決まってない！」

「そうだ。背中をつけるか、参ったをしないと勝ちじゃないんだ」

　ボクサーは、無事なほうの右手で地面を叩タツいプした。

　降参の合図だ。

「すげぇえっ!!　あの女の子、勝ったぞーっ」

　わぁっと拍手が響く。

　ボクサーは立ちあがるとグローブを外し、春麗と握手をした。

　ふたりとも、さっぱりした表情で笑えみを浮うかべている。





☆






　イゾルデと薔薇ばら使いは、探さぐり合あうようにして間合いを計っている。

　イゾルデが横に移動すると、薔薇使いも横に動く。薔薇使いが前に出ると、イゾルデが後ろに移動する。イゾルデが前に出ると、相手が後ろに下がる。

「あの魔ま法ほう使つかいたち、なかなか戦わないな。引き分けを狙ってるのかな？」

「引き分けはないって言ってたろ」

「魔法使い同士の闘技って、一撃で決まるんだよ。呪文を言わなきゃ魔法って発動しないだろ？　一発撃うったあと、何発も出せないし」

「でも、槍使いと戦っている年寄りの魔法使いは、何発もボンボン出してるじゃないか」

「威力の小さいやつばっかりだろ？」

「ほんとだ」

「それにあの爺じじい魔ま法ほう使つかいは、かなり強いんだと思うよ」

「そうだな」

　観客の声が、翔太のいるところまで聞こえてくる。

　イゾルデは、電撃魔法が植物の生育を活性化させることを知らない。薔薇魔法使いは、いちばん相性が悪い闘技相手だ。

　負けてほしいような、勝ってほしいような、複雑な気持ちに襲おそわれる。

「棘いばらを持つ気高き薔薇よ。血のごとき赤き薔薇よ。ニルバーナ・ノアロゼカップ・アールスメイルゴールド・ブエナビスタ・オープンルージュ」

「稲いな妻ずまのデュナミスよ。私のお腹なかより出いでて空中を飛んであの男を貫つらぬけ!!　エクレール・デュナミス！」

　イゾルデは両手を広げると、短くなった魔法の杖つえで前方を指し示した。

　そして、まるでオーケストラの指揮者のように、両手の杖をくるくると振った。

　杖の先せん端たんから、紫の光線が出て、イゾルデの前で絡からまり合いながら薔薇の魔法使いへと走っていく。

「失礼ねっ。私は女よっ！　身体は男だけど、心は女なんだからっ!!　薔薇のデュナミスよ。土より出でて我わが杖の命令を聞け！　フレグランス・オブ・フレグランシズ、ローゼ・デュナミス！」

　女装男魔法使いの杖の先端から出た赤い光の粒子が地面に落ち、小さな芽が出た。地中から出た薔薇の芽が加速度的に伸びてつるとなり、葉とつぼみを繁しげらせた。

「姉さん。ダメだっ！」

　観客席のサミュエルが叫さけんでいる。

　イゾルデの電撃魔法は、相手のデュナミスの力になる。魔法を使わず相手を倒すしか方法がない。だが、運動の苦手なイゾルデには、春麗のように突き蹴げりで相手を倒すなんてことはできない。

　イゾルデの放った電撃魔法は、薔薇使いに届くことはなかった。

　薔薇使いを守るようにして繁った薔薇のつるが、電撃魔法を受け止めたからだ。

　薔薇のつる全体が紫に光った。

　紫の電撃を浴びたつぼみは、次々に花を開かせていく。

「まぁ、薔薇の調子がとても良くてよ。薔薇がイキイキしてる。なんて美しいのあなたたちは。麗うるわしの薔薇。美しきレッドローズ。つるを伸ばしてあの女を捕とらえろ！　ローゼ・デュナミス！」

　棘をたくさんつけた薔薇のつるが、うねうねとうごめきながらイゾルデへと向かってくる。

「きゃああっ。稲妻のデュナミスよ。私のお腹より出でて空中を飛んであの男を貫け!!　エクレール・デュナミス！」

　薔薇のつるが蛇へびのようにうごめきながらイゾルデに向かう様子は、美しくも不気味だった。

　イゾルデは、電でん撃げき魔ま法ほうで目の前の薔薇のつるを貫くが、当たったところが紫むらさきにきらめくだけだ。

「姉さん。だめだ。電撃魔法は通じない！」

　サミュエルが叫んだ。電撃魔法を浴びせたら浴びせるほど、薔薇魔法が元気になる。

「くっ」

　イゾルデは顔色を変え、壁際へと逃げ出した。

　絶体絶命だった。薔薇のつるがイゾルデを追ってくる。





☆






　一方、司祭と槍使いの闘技も、佳境を迎むかえつつあった。

　司祭が押されていた。

　槍使いは次々に槍を繰り出し、司祭に長い呪文を出させようとしない。

　魔法の杖は、拳銃の先端のようなものだ。杖を見ていると、どこに魔法が放たれるかわかってしまう。

　槍使いは、司祭がふるう杖の先を見ることで、魔法の軌道を読み、魔法を切り捨てているらしかった。

　司祭は低い位置に電でん撃げき弾を放った。地面を這はうような光の玉を切り捨てようとして槍を地面に突き刺さしたところ、槍が地面にめりこんで抜ぬけなくなってしまった。

「うまいっ！」

　観客席から声が響いた。

「エクレール・デュナミス！」

　司祭がひときわ大きい電撃弾を放つ。

　槍使いは、槍をそのままにして、楯を身体の前で構え、司祭に向かって走ってきた。

　槍が使えなくなったので、司祭と殴りあいをする気だ。素手の勝負になると、司祭がかなうわけがない。

「ああ……」

　皆みなが絶望の吐息をもらす。なんとなくこの初老の魔法使いを、応援したくなっていたのだ。

「司祭様……っ」

　翔太は思わずつぶやいた。

　意外なことが起こった。

　司祭が放った電撃弾が、槍使いが構えた楯に当たり、跳ね返ったのだ。木製の楯が魔法を撥はね返すなんてありえない。槍と同じで、アンチデュナミス（反魔法）をかけてあったのだろう。

　紫の光の玉は、イゾルデを追う薔薇のつるに当たった。

　薔薇のつるは、急激に太さと長さを増しながら、観客席をかすめて空へと伸びていく。

「やだっ。どうしてっ！　私の愛しい薔薇たち。言うことを聞いてっ。元に戻ってちょうだい！　ローゼ・デュナミス！　……どうして私の言うことが聞けないのっ!?　こんな、こんなことはじめて……」

　薔薇使いが悲鳴のような声で言った。

　薔薇が暴走していた。術者のコントロールを外れている。

「子どもがっ！」

　観客席から悲鳴があがった。

　急激に成長した薔薇は、棘に赤ん坊の襟えりを引っかけて空中へと伸びていく。

「きゃあああああっ」

　母親が絶叫をあげて取り乱す。

「誰だれか助けてっ！」

「ち、違う。わざとじゃないっ。私の薔薇がっ、ど、どうしてっ。静まりなさい!!　ローゼ・デュナミス」

「誰かなんとかしてくれっ」

　阿鼻叫喚の騒ぎになった。闘技者も観客席の観客も、バルコニーの王族も、文官も武官も、皆が赤ん坊を見つめている。

　赤ん坊はきゃっきゃっと笑っているが、今にも落ちそうにゆらゆらしている。

　こんな高さから落ちたら、生きていられるわけがない。

　バルコニーのレイチェル王女が身を乗り出した。

「王女殿でん下か、危のうございます！」

「姫ひめ様さまっ!!　お願いですっ、下がってくださいっ」

　プリンセスのしなやかな腕が空中へと移動する赤ん坊を抱きしめた。

　だが、バルコニーから乗り出していた王女の身体は、バランスを崩した。バルコニーから落ちていく。

　赤ん坊を抱いたままで、腰こしからまっすぐに落ちる。

　王族のいるバルコニーには魔法結界が施してあるが、内側からなら破ることができるのか。

「きゃああっ。王女様がっ！」

「レイチェル姫ひめっ」

　皆が悲鳴をあげるなか、王女の身体が頭を下にして落ちていく。

　翔太はだっと駆けだし、バルコニーの下へと向かった。

　レイチェル王女を受け止める。

　命に替えても！

「グラヴィテーション・デュナミスッ！」

　男性の声が響いた。

　王女の落下がいきなり止まった。紫の光がレイチェル姫と赤ん坊の周囲を取りまく。

　司祭が魔法の杖を王女に向けていた。杖の先端から出た紫の光が斜め上に伸びて、王女の周囲を取り巻いている。長い金きん髪ぱつが風になびいて美しい。

　グラヴィテーション・デュナミス。引力魔法。月の神ラリュヌが与えた力で、ものを空中に浮かせたり、飛ばしたりする。たくさんのデュナミスを使う難しい魔法。

　司祭の帽ぼう子しが落ちた。

「司祭様っ」

「ほんとだ。司祭様だ！」

　観客席のあいだから声が響く。

「イゾルデ、力を貸してくれ！　デュナミスは、おまえのほうが強いっ！」

　司祭が悲鳴のような声をあげた。

「わ、私は……。私にはそんな力は……っ」

　イゾルデは迷うそぶりを見せた。

「頼むっ、私はもう、保たない……っ」

　王女の位置がずるずると下がっていく。

「ああっ」

　観客席の間から悲鳴があがった。

　司祭は、杖を持つ右手をぶるぶると震ふるわせている。顔が赤く染まり、汗あせまみれになっている。

　王女のいる場所は、二階建ての屋根ほどの高さがある。ここから落ちると怪け我がは必至だ。

「私にはできないっ」

　イゾルデが叫んだ。

「イゾルデ、君ならできる！」

　翔太は叫び、腕を伸ばした。王女を受け取められるか。いや、受け止めなくてはならないのだ。

　イゾルデは、はっとしたようにして杖を上に向けた。

「気高き月の神ラリュヌ様。どうか私に力を貸してくださいっ！　お姫様と赤ちゃんを助けたいのです！　グラヴィテーション・デュナミスッ！」

　イゾルデが折れて短くなった杖の先で空中の王女を指し示した。紫の光線が杖の先から出て、王女を包む。

　王女は美しかった。下から引力魔法をかけているせいか、ドレスの裾すそが乱れていない。腰まで届く金髪が風に揺ゆれる。
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「くっ、くうっ！　がんばれ！　私っ」

　赤ん坊を抱いた王女の落下のスピードが緩まった。

　これなら受け止められる！

　ずん、と翔太の腕に衝しよう撃げきが来た。

「わぁっ、たっ、たっ……」

　前のめりに転んでしまいそうになったが、腕に力をこめて持ちこたえる。

　お姫様だっこで受け止めることに成功した。甘いにおいとふんわりとあたたかい体の感触。王女は生きてる。

　はーっと安あん堵どの吐息が漏れた。

「ありがとう。ショウタ」

「レイチェル王女殿下。お怪我はありませんか？」

「私は無事よ」

　王女を地面に下ろす。

　安堵と驚おどろきで、周囲は沈ちん黙もくするばかりだった。

　王女は赤ん坊にいとしげに頬ずりした。

「泣かないのね。いい子いい子」

　皆は息を呑んで王女を見ている。

　赤ん坊を抱いて優しげに笑う王女は、この世のものとは思えないほどに美しかったのである。

　王女は、ドレスの裾を優ゆう雅がにさばきながら中庭を歩くと、観客席から乗り出して泣きじゃくっている母親に赤ん坊を渡した。

　赤ちゃんはきゃっきゃっと声をあげてはしゃいでいる。

「少しも泣いてないわ。強い子になりそう」

「ありがとうございます。お姫様」

　母親は赤ん坊を抱きしめて号泣した。

「王女殿下！　危ないことはなさらないでください!!　キモを冷やしましたぞっ」

　駆け寄ってきた武官長が泣きそうな声で言った。

「そなたの怒いかりはもっともです。でも、私は、レイチェル・オーロラ・アヴィニヨン。アヴィニヨン王国の第一王女です。私には我が国くにと我が国の国民を守るためなら、命を捨てる覚かく悟ごがありますわ」

　王女の静かな声は、静まりかえっている客席の隅々にまで響いた。

　感心と感動の気配が渡っていく。

　レイチェル王女は、ただ美しいだけではない。周囲の人間をひれ伏させずにはおかない威い厳げんがあった。

　覚悟が違ちがうのだ。この人は。だからこんなにも美しいのだ。

　武官長が膝ひざを折り、胸に手を置いておじぎをした。

　貴人に対する最敬礼だ。

　武官も文官も、闘技者も、中庭にいる全すべての人間が次々に膝を折っていく。

　翔太もおじぎをした。

　イゾルデも膝を折って礼を取る。

　観客席から声があがる。

「王女殿下ーっ！」

「アヴィニヨン王国に栄光あれっ！」

「レイチェル様っ!!」

　王女をたたえる歓声と拍手が響く。

　歓声が収まった頃ころ、王女は言った。

「司祭様。ありがとう。礼を言います」

「面目ない」

　司祭は恐縮している。

「魔法使いさん。お名前を教えてくださる？」

「イゾルデです」

「イゾルデ。私を助けてくれてありがとう。……みなさん。闘技を再開してください」

　王女が促したが、薔薇使いは首を振ふった。

「私の制御を離はなれて観客席に薔薇が飛びこんでしまったわ。私は失格です」

「僕ぼくのせいです」

　槍使いが言った。

「私が放った電撃魔法のせいで薔薇が暴走したのです」

　司祭が言った。

「ふふ。だったら誰が勝ちになるの？」

「イゾルデでしょう。引力魔法は見事だった。難しい魔法なのに、よくぞとっさに引力魔法を打てたものだ」

「わ、私は……そんな……」

「イゾルデ、あなたのすばらしい魔法を、ぜひ我が国のために活かしてください。武官長、この者を従じゆう騎き士しに取り立てます。良いですね？」

「ははっ」

　イゾルデは、怒おこっていいのか笑っていいのか困っているとばかりの表情を浮かべると、視線をあっちこっちにさまよわせた。

　――おーい。イゾルデ、挙動不ふ審しんになっているぞーっ。

　なんてもちろん口には出さない。

「お姫様。そのう、……私をトレーニングしてくれたのはショウタなんです。私は辞退します。従騎士にはショウタを取り立ててください。……私はもっと魔法を勉強したい。私がもっともっと、魔法が上手になったら、そのときは私を雇やとってください」

　イゾルデは折れて短くなった魔法の杖を一振りして大きくした。

　杖が魔法の箒ほうきになった。ハリー・ポッターで、ハリーが乗っているような昔ながらの魔法の箒。

　イゾルデは空中に漂ただよう魔法の箒に腰こし掛かけた。そして、両手で箒の柄えをつかむ。

「グラヴィテーション・デュナミスッ！」

　箒はイゾルデを乗せたままでフワフワと空を漂う。

「やった。できたわ！」

「イゾルデ、そのようなことができたのか……引力魔法の応用ではあるのだが……。私の弟で子しは、私を追い越こしてしまったのかもしれぬ……」

　司祭がつぶやく。

　皆はあっけに取られてイゾルデを見ている。

　箒に乗って空を飛ぶ魔法使いなんて、はじめて見た光景だったからだ。

　背中を覆うピンク色の髪かみが風に揺れる。

　イゾルデは箒に乗ったままで観客席の上を飛び、城門の外へと出て行った。

「ショウタ、従騎士になりますか？」

　レイチェル王女殿下が聞いた。

「いいえ。従騎士にふさわしい人たちは他にいます。イゾルデと戦った水魔法使い、まだ会場にいますか？」

「俺おれです！」

　観客席から声があがり、赤と黒の法服の水魔法使いが観客席で立ちあがった。

　皆の視線が水魔法使いに集中する。

「あなたを従騎士に推薦します」

「二回戦で負けたのにですか？」

「すばらしい精神力でした」

「それから、君と……君と……君」

　翔太は、格闘術の春麗のような女性拳士、それと、短たん剣けん使いの剣士、薔薇魔法使いを選び出した。

「この三人を推薦します」

「わ、私はいいわよ。薔薇の制御を失ったなんて修しゆ行ぎようが足りないわ」

「あなたは悪くありません。電撃魔法は植物の育成を昂こう進しんするんです」

　翔太は薔薇魔法使いにささやいた。

「そうなのっ!?」

「そうね。私も、みなさんが従騎士にふさわしいと思うわ。水魔法使いのあなたは、電撃魔法に捕まりながらも、魔法をかけていた。ショウタの言うように、精神力がすばらしかったわ」

「光栄です」

「三つ編みのあなたは、ダンスのように動きが美しく、見とれました。短剣使いのあなたは、ヒモを結んだ短剣を投なげ縄なわのように使うなんてすばらしかったわ。薔薇使いのあなたは、とても美しかった。すばらしい魔法だわ」

　皆はレイチェルの前で膝をついて礼を取った。

「ありがとうございます」

　皆、感動のあまり泣きそうになっている。

「授じゆ剣けんの儀ぎ式しきをします。用意をなさい」

「はっ」

　文官がばたばたと走り出した。
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　イゾルデは王族が嫌きらいだった。巫女みこのマリーナはそうでもないが、金銀宝石で着き飾かざって贅ぜい沢たくをしている王おう妃ひとレイチェル王女は大嫌いだった。

　父は魔ま法ほう治ち療りよう士しとして一いつ生しよう懸けん命めいに働いて、イゾルデとサミュエルを育ててくれた。火の神のご加護を得た魔法使いなので、月の神を祀るアヴィニヨン王国ではそれほど魔ま力りよくは出ない。

「私にもっとデュナミスがあれば、もっといい治療ができるのに」

　父がそう言うたび、イゾルデはいたたまれない気分になった。

　イゾルデは月の神ラリュヌを加護神とした魔法使いで、デュナミスも膨大だ。

　なのに、初歩の初歩であるはずの電撃魔法さえろくに打てず、魔法治療なんてとてもできない。

　イゾルデは練習した。一生懸命に練習した。

　ようやく電撃魔法が打てるようになった頃、母が病気になった。

　父は自分の寿じゆ命みようを触しよく媒ばいにして母を治そうとして、力及およばず死んでしまった。父が金銀宝石ではなく寿命を触媒にしたのは、イゾルデのためだ。

　イゾルデは、魔法使いとしては半人前で、占うらない師や魔法治療はできないから、自分で稼ぐ方法はない。

　ジルおばさんの農作業の手伝いをしたけれど、運動が苦手で不器用で、しかも体力のないイゾルデにはたくさんの仕事はできず、むしろジルおばさんの迷めい惑わくになるのではないかと思うほど。

　父は、イゾルデのために、財産を残そうとして死んでしまった。

　――私がもっと上手に魔法を使えたら、お父さんは死なずにすんだかもしれないのに。

　――私が魔法治療ができたら、お母さんの病気は癒いえたのかもしれないのに。

　――私が半人前の魔法使いだから、お父さんとお母さんは死んだんだわ。

　イゾルデは泣いた。

　本来ならイゾルデの精神的支柱になるべき師し範はんは、神しん殿でんの司祭に赴任し、イゾルデの教育を離れた。

　そんなとき、立王子・立王女の礼があった。

　双ふた子ごは不吉だと言われて存在を隠かくされて育ってきたレイチェル王女殿下が、天蓋のない馬車に乗り、街かい道どう沿いに立つ庶しよ民みんに向かって手を振っていた。

　王女は、真珠を縫いこんだドレスに、オパールの髪かみ飾かざり、ダイヤモンドのネックレスで着飾っていた。

　美しく装った王女を見たとき、顔から血の気が引いた。

　――あの真珠一粒で、お父さんは死なずにすんだかもしれない。

　――あのオパールの髪飾りで、お母さんは病気が癒えたかもしれない。

　王族は私たちの税金で贅沢をしている。

　嫌い、嫌い、大嫌い。王族が嫌い。許せない。憎にくい。悔くやしい。恨めしい。

　王族を憎んでいると、自分のせいで両親が死んだという苦しさが薄められた。

　そんなとき、サミュエルが引きこもりをはじめた。

　理由を知ってイゾルデは苦しんだ。

　庶民とか貴族とか、誰が決めたの？　貴族は偉えらいの？　王族は偉いの？

　王族は、神から王権を神授された存在だという。

　だったら私と何が違う？

　私は月の神ラリュヌ様からデュナミス（魔力）をいただいているのに。

　月下一闘技会で勝てば、レイチェル王女殿下と対面できる。

　そのとき王女に聞いてやる。なぜあなたは王女なのかと。

　そう思っていた。

　なのに、王女は、イゾルデの想像とまったく違っていた。

　他人の赤ん坊のために命を投げ出せる人だった。

　神こう々ごうしいほどに美しかった。

　自分の中の黒い感情が恥ずかしかった。

　王宮の外をゆっくりと飛んでいたとき、王門からサミュエルが出てきた。

「姉さーん」

　手を振っている。

　イゾルデも手を振り返した。

「サミュエル、すぐ下りるわね」

　イゾルデは、箒の先端を下に向けた。身体が斜めになり、地面が次し第だいに近くなる。

　イゾルデは地面に降り立った。箒を小さくして襟につける。ブローチが二本だ。一本は魔法の杖。一本は魔法の箒。

　サミュエルが駆け寄ってきた。

「すごいね。箒に乗って空を飛ぶなんて、他の誰もできないよ」

「引力魔法の応用よ。私はラリュヌ様からデュナミスをいただいた魔法使いなのよ。これぐらいできて当然なんだから」

　イゾルデはつんと顎あごをあげた。

「姉さん。すごかった！　姉さんがいなかったら、王女殿下は怪け我がしてたよ」

「お姫様、綺き麗れいな人だったね」

「ああいうことされると、文官はたまったもんじゃないな。高貴な人なんだから、ご自身の安全を図はかってほしいよ」

「びっくりしたわ。見ず知らずの赤ん坊を助けるために身を投げ出すなんて、普ふ通つうはできないよね」

「王女殿下は苦労されてるから、よけいに王族らしくあろうとされているんだよ」

　双子は不吉、先に生まれた子は露つゆ払はらいだと言われて、王女は存在を隠されて育ち、立王女の礼ではじめて披ひ露ろうされた。

　パレードのときに見た王女は、無む邪じや気きに喜んでいて、あまり高貴な印象はなかったが、目の前で見た王女はほんとうに美しく品が良かった。

　ねたみやそねみが綺麗に消えた。

「王族って何かしらね？」

「ラリュヌ神がお選びになった僕たちのリーダーで、国そのものだ。王族が無くなるとき、国が無くなり、国民も無くなる。国民が無くなり国が無くなるとき、王族も無くなる。だから王族は国民を守り、国民は王族に敬意を払うんだ」

「そうかぁ。国と国民を背せ負おってるわけか。大変ね」

　王族が嫌いだった。ねたましかった。やるせなかった。許せなかった。悔しかった。

　だが、あれは八つ当たりだ。

　自分の力不足を、誰かのせいにしたかった。

　王族を憎むことで、自分にもっと力があれば両親が死なずにすんだのかもしれないという悔恨を、忘れていられた。

「王族は、大変な役割だよ」

「役割が違うってお師し匠しようさんも言ってたわね」

「うん。役割なんだ。僕は官かん吏りになって、国政を回すサポートをする。文官長にはなれないかもしれない。でも、僕たちの役割もすごく大事だ。僕ら官吏が国を動かすんだって思うと、なんかちょっと気持ちいいよな」

　サミュエルは自分にいい聞かせるように言った。

「私の役割って何かしら？」

「姉さんの魔法で、みんなを幸せにすることじゃないのか？」

「電撃魔法しか打てないのに？」

「姉さんは箒に乗って空を飛べるし、浮ふ遊ゆう魔ま法ほうも使えるし、いろいろできるだろ。それに電でん雷らいって植物の生育を促そく進しんするんだ」

「そうなの!?　知らなかったわ。それで薔薇が元気になったんだわ」

「ショウタのところ、ラパンが来なくなったそうだ。電撃でラパンを追おい払うっていうのもアリだろ？　ラパンに野菜とか小麦とか荒あらされるから、みんな困ってるしな。魔法治療も、やってみたらできるんじゃないのか？」

「そうかもね。今なら魔法治療もできそうな気がする。身体の軸じくをまっすぐにして、お腹から息を吐けばいいのよ」

「それ、ショウタの受け売りだろ？」

「そうよ。コアトレーニングよ」

「ショウタのおかげだね」

「私、メイフィールド亭ていでアンジェリカとショウタの手伝いをしようかな。仕事もないしね」

「いいんじゃないか。トレーナーセンターには、いろんな相談事が持ちこまれるみたいだし。姉さんの魔法を活かせるかも。……もしかして姉さん。ショウタを好きになったとか？」

　思ってもいなかったことを言われて、きょとんとしてしまう。

「ないない、それはないわよ」

　王族への憎しみでいっぱいになっていた頭の中に、あのマレビトの姿がぽんと浮かんだ。

　胸がきゅんと疼うずいたが、気のせいだと思うことにした。

　ショウタみたいな汗臭いタイプは好きではない。

「でも、そうね。ショウタのことは、嫌いじゃないわ」

　ショウタがお姫様を抱き留めてくれてよかった。

　もしもお姫様が怪我をしていたら、後悔したことだろう。

　――私が魔法を上手に扱えるようになったのはショウタのおかげだもんね。

「ショウタっていい男だもんな」

「そうかな。顔なんて普通だし、アイツって頭の中まで筋肉が詰まってそう。私の理想とはほど遠いわ」

「姉さんの理想の男性って、どんな人なの？」

「司祭様よ！」

「ぷっ、あははっ」

　弟が笑い転げた。

「何を笑っているのよ？」

　背中を叩たたいてやったところ、サミュエルはゴホンとわざとらしい咳せき払ばらいをした。

「……でも、姉さん。従騎士になりたかったんだろ。せっかく選ばれたのに、辞退していいのか？」

「いいのよ。従騎士って大変そうだしね」

「勤務は一日おきだし、そんなに大変な仕事ではないよ」

「そうなの？」

「従騎士になりたかったくせに、勤務体制とか興味なかったのかよ。姉さんらしいな」

　月下一闘とう技ぎ会かいにエントリーしたのは、従騎士になるためではなく、王女に恨み言をぶつけるため。だから従騎士の仕事内容には興味がなかった。

　だが、もういい。納なつ得とくした。

　お姫様は、お姫様という役割を神から与えられた特別な人だ。

　イゾルデは自分の役割を一生懸命にこなせばいい。

「従騎士ってヒマなのね」

「そりゃ戦争が起これば別だよ。でも、外交は王族の仕事だ。文官が外交でできることは、根回しだけだ」

「あのお姫様なら外交だってうまくやりそう」

「ショウタは今頃、殿下から授剣の儀を受けてるんだろうな」

「どうかしら。ショウタなら従騎士は辞退するんじゃないかな」





☆






　翔太は、観客席で、授剣の儀を眺ながめていた。

　レイチェル王女殿下が舞ぶ台たいに立ち、長剣の切っ先をひざまずく薔薇ばら使つかいの肩かたに乗せている。

　薔薇使いは緊きん張ちようと晴れがましさが混ざり合った表情を浮うかべている。

　剣のひんやりした感かん触しよくは、服の上からでも伝わってくることだろう。殿下がこの剣を横に薙なげば、薔薇使いの首は胴どうから離れる。

　正装の王女は威厳があり、厳げん粛しゆくな雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。

「薔薇の魔ま法ほう使つかいローゼ・ロジィエ。従騎士となり、私に仕えるか？」

　レイチェル王女の声はよく通った。

　皆はお姫様の美しさと気品に圧倒されている。

「仕えます」

「雨の日も風の日も嵐あらしの日も、アヴィニヨン王国の従騎士として、我と王族と国家と国民を守ると誓うか」

「誓ちかいます」

　王女が剣を引いた。

　横に控えている武官長が剣を受け取り、鞘さやに入れて王女に渡わたす。

「立ちなさい」

　薔薇の魔法使いローゼ・ロジィエが立ちあがると、王女が剣の柄つかを彼かれに向けた。

「どうぞ」

　王女が甘あまい笑えみを浮かべた。

　気き後おくれするほどの高貴な雰囲気が薄らいで、かわいい印象に変わる。

「ありがとうございます」

「ローゼの授剣の儀は終了しました」

　拍はく手しゆの音が響ひびいた。

「おめでとうっ！」

　祝福の声が木こ霊だまする。

　翔太も彼に拍手をした。

「次にプランタンの授剣の儀を行います。プランタン、前に出なさい」

「はいっ」

　女性格かく闘とう家かの春麗チユンリーが王女の前に進み出た。

　従騎士の授剣の儀は、粛々と進んでいく。







エピローグ：メイフィールド亭の賑やかな一日







　アヴィニヨン王国、ラリュヌ神殿のすぐ近くにメイフィールド亭がある。

　わずか十五歳さいの少女店主が経営するその宿屋は、客室の数も十室ほどの小規模な店だ。

　だが、料理がおいしく掃そう除じが行き届いていて、居心地の好よい宿屋だと評判だ。

　子どものような年ねん齢れいの少女店主・アンジェリカを支える従業員は、月の魔法使いイゾルデと、マレビトのショウタだ。

　イゾルデは、月の神ラリュヌ様のご加護を得た魔法使いで、強力なデュナミスを擁ようしている。

　マレビトショウタは、普通の人間なのだが、前の世界では運動の指導員をしていたせいで、近所のちびっこに水泳を教えたり、太っている人にダイエットの指導をしたり、肩こりや腰痛で悩むお年寄りに痛みを軽減する運動を教えたりしている。

　トレーナーセンターの看板をあげているが、運動のトレーニングだけではなく、困り事相談所の様相を呈ていしていた。





☆






「ショウタいるかい？」

　メイフィールド亭を、近所のアンリおばさんが訪れた。

「いるよー」

　アンジェリカがパンを捏こねながら言った。

　翔しよう太たは腕うで立たて伏ふせをやめて立ちあがった。

「アンリおばさん。ご用件は？」

「うちの畑、ラパンに荒らされて収しゆう穫かく量が減ってるんだ。なんとかならないかね？」

「私が行くわよ」

　メイフィールド亭の隅すみで、魔ま法ほうの杖つえをふるいながら、お皿を浮かせる練習をしていたイゾルデが立ちあがった。

　深しん紅くと黒のドレスにピンクの髪、鍔つばの広い魔ま女じよ帽ぼう子しも鮮あざやかなレッド。紅色の彼かの女じよは、月の神ラリュヌ様を加護神にした魔法使いだ。

「そうだな。イゾルデ、頼むよ」

　翔太が言うと、アンリおばさんが恐縮した。

「えええっ。月の魔法使いに、こんなこと頼たのんでいいのかねぇ」

「いいのよ。私の電でん撃げき魔ま法ほうは強力よ。ラパンを電撃でこらしめてやるわよ」

「そりゃあ怖こわい……じゃなくて心強いねぇ。頼むよ。困っていたんだ」

　おばさんとイゾルデが肩を並べてメイフィールド亭を出て行く。

「えーっ。箒に乗るのかいっ？　怖いじゃないかっ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。アンリおばさん。馬に乗るより安全よ。私がちゃんと箒を操あやつるからおばさんはしっかり摑まっていて。グラヴィテーション・デュナミス！」

「わぁああっ。浮いた、浮いたぁっ。すごいぃーっ」

「行くよーっ」

「あぁあっ、高い、速いよー。イゾルデ、ゆっくり飛ばしてぇ」

「ゆっくり飛ぶほうが、身体が安定しないからよけいに怖いんだってばっ」

「きゃあああっ。怖い怖い怖い。ぎゃあああーっ」

　悲鳴が遠ざかっていく。

「あはは」

　パンを捏ねながら、アンジェリカが笑った。

「あれは怖いんだよなー。おばさんの気持ちわかるよ。私も乗せてもらったことあるけど、イゾルデってけっこう乱暴な運転するんだよ。私は自転車のほうがいいよ」

　アンジェリカは自転車を乗りこなすようになった。今はもう、どこに行くのも自転車を使っている。

「パン作り、手伝おうか？」

「いいよ。捏ねが終わったんだ。発酵させたあと成形して焼くだけだから」

「アンジェリカの作るパンっておいしいんだよな」

　冷蔵庫がないから、作り置きができない。

　だからパンはいつも焼きたてだ。

　元の世界で食べた既製品のパンとはまったく違う、小麦粉本来の香ばしさを感じられる素朴な味だ。

「そんなことないよ。でも、そう言ってもらえるとうれしいな」

　アンジェリカは照れたように笑った。これがイゾルデなら、視線をあっちこっちにさまよわせて挙動不審になりながら「当然よ」と言うところだが、はにかむところがかわいい。

　――ああかわいい。すげぇかわいい。

　撫なで撫でしたくなって手を伸のばしたところ、アンジェリカは厨ちゆう房ぼうの方へと歩き出した。
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「お湯が沸いてる。お茶飲もうか？」

　翔太は伸ばした手のやり場に困り、後ろ手を組み、笑みを浮かべる。

「ありがとう。でも、俺は水のほうがいい」

「わかった。休きゆう憩けいしよう」

　アンジェリカは紅茶を、翔太は水を飲み、茹でた豆をおやつ代わりに食べながらくつろいでいたときのことだった。

　ドアがノックされた。

「はい。どうぞ。入って」

　ドアが開き、訪問者がやってきた。十歳前後の女の子だ。

　ほっそりした子で、姿勢と歩き方だけで、運動が苦手な子だなとわかってしまう。

「あのう、マレビトさん」

　少女はおずおずと話しかけた。

「何？」

「私、運動が苦手なの。でも、かけっこで速くなりたいの。お礼はそのう、オレンジなんだけど……速く走る方法、教えてほしいの」

「いいぜ。その依い頼らい引き受けた。俺は異世界トレーナーだ」







あとがき







　こんにちわ。わかつきひかるです。

「異世界でトレーナーをしています。」二巻をお届けすることができました。

　勤務先のフィットネスクラブで階段落ちの結果、異世界に来てしまったトレーナーの秋津翔太は、運動指導員の技能を生かして、ダイエットの指導をしたり、水泳を教えたりして楽しく暮らしています。

　そんな翔太のもとに、魔法使いの少女イゾルデから依頼が来ます。

　それは、月下一武道会で勝ちたいから、魔法をうまく使いたいというものでした。

　イゾルデは運動が苦手で、身体をコントロールすることができず、そのせいで魔力をうまく出せないのです。

　さらにイゾルデの弟サミュエルは、官かん吏り登とう用よう試験に合格したのに、養成所を休んでしまい、部屋に籠こもって出てきません。

　さて、翔太は、イゾルデの運動音おん痴ちとサミュエルの引きこもりを解消し、イゾルデを月下一武道会で勝たせることができるのでしょうか。

　××トレーニングは（あとがきを先に読む人のために伏せ字）、プロスポーツ選手が取り組んでいるトレーニングですが、運動の苦手な人にこそ向くトレーニングです。

　私は運動音痴だと思う人は、××トレーニングをしてみてください。魔法のように身体が動くようになりますよ。

　また、鬱うつ病びように××技がいいというのも本当です。

　フィットネスクラブに通い、××トレーニングをして書きました。

　前作で、トレーナーとインストラクターがごっちゃになっている、という指摘がありましたが、今のフィットネスクラブは、スタッフレッスンが多いんですよ（フリーインストラクターではなく、クラブのスタッフであるトレーナーがエアロビクスや水泳指導を行う）。とくに低価格のフィットネスクラブはスタッフレッスンだらけです。フリーインストラクターを雇うより、安くつくからでしょうね。

　最後になりましたが、ネタを提供してくれたトレーナーのＴコーチ、Ｍコーチ、私のつたない小説を華麗なイラストで飾って頂きました植田亮先生、ＨＪ文庫編集部のみなさん、校正さん、書店員さん。この小説を出版するにあたってお世話になったみなさんにお礼を申し上げます。

　そして、この小説を読んでくださったあなた。あなたにお礼を申し上げます。




　二〇一六年五月一〇日


わかつきひかる拝　
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